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プロローグ




「晴はる香か、愛してる」

　最愛の人が嘘をつく。

　晴香は固く目を閉じた。大好きなその瞳の中に偽りの色を、見つけてしまうのが怖くて。

　大きな手が晴香の服を一枚一枚はぎとって、晴香の心まで裸にしてゆく。

　愛してる。

　晴香の心は叫ぶけれど、言葉にすることは許されない。

　孝たか也やの手が熱い素肌を愛おしげに辿り、切なく揺れる晴香の胸を刺激する。

　優しく、強く。

「んんっ……！」

　冷たいシーツの上で身をよじり、晴香はなんとかそれに耐える。

　彼の吐息、熱い肌、優しく激しく晴香を昇らせる大きな手、そのすべてを知ってしまったら、愛していないフリはもうできないと思うのに彼が欲しくてたまらない。

　愛してる。

　嘘つき。

　愛してる。

　嘘つき。

　ふたつの想いを頭の中で繰り返しながら、晴香は彼に縋すがりつく。

　彼に囚われ、なにもかもわからなくなってゆく……。

　本当に、愛されていないなんて信じられないくらいに熱くて甘い彼の吐息が、晴香のすべてに触れてゆく。晴香の奥の切ない気持ちを暴いてやると、敏感なところを責め立てる。

「あ、や、孝也……！　たか……」

　その愛撫を全身で受け止めて、晴香の身体が大きく跳ねる。強い刺激に頭の中が真っ白に染まり、孝也の色に塗りつぶされてゆく。

「晴香、怖くない。……大丈夫」

　本当に彼は嘘つきだ。

　この夜を乗り越えた先が晴香には怖くて仕方がないというのに。

　でもその優しい嘘に酔いしれて、晴香は彼を受け入れた。

「孝也、孝也」

　無我夢中で名前を呼ぶと、激しい動きで彼は応える。

　細い月が照らすこの夜、ふたりは本当の夫婦になった。

　晴香の心だけを、置き去りにして。










晴香と孝也




「なかなかいい部屋見つからないなぁ」

　ほとんど人がいない昼休みのオフィス。自席でランチを取りながら北きた見み晴香は住宅情報誌を広げていた。

　さっきコンビニでサンドイッチと一緒に買ってきた野菜ジュースの残りをちゅーと飲み干すと、初夏の日差しが照らす窓の外の街並みに視線を移す。そして小さくため息をついた。

　都内の一等地にあるここ『久く我が不動産レジデンシャル株式会社』の本社ビルの窓から見る都心の街には、たくさんのビルが立ち並んでいる。

　それこそ晴香ひとりが住むための物件などは、無数にあるはずだ。

　もちろん本社周辺は、オフィスか超高級マンションばかりなのだから、晴香のお給料じゃ無理に決まっている。だとしても、もっと遠くまで行けばいくらでもあるはず。それなのに、なかなか決められない。

　晴香は情報誌に視線を戻して、もう一度はぁとため息をついた。

　その時。

「晴香」と呼びかけられて顔を上げる。同期の西にし沢ざわ梨り乃のだった。

　営業部で事務をしている彼女は、時々こうやって経理部の晴香のもとへやってきてお昼休みのひと時を過ごしてゆく。

　晴香は微笑んで、情報誌をパタンと閉じた。

　とりあえず、気の進まないお部屋探しは後にしよう。

　梨乃は晴香の隣の席が空席なのをいいことに、そこへ座ると目を輝かせて晴香に問いかけた。

「晴香、あの話考えてくれた？」

　あの話がなんの話なのか、すぐに思いあたった晴香は、うーんと首を捻った。

「やっぱり遠慮しておこうかな。私、お酒苦手だし……」

　来週開催される予定の交流会の件である。

　社内の若手社員が中心になって企画している会で、普段はあまり関わりのない他部門の社員同士が交流を深め、業務に活かそうという名目の飲み会だ。実際は、社内合コンである。

　晴香はそれに一緒に参加しようと、梨乃に誘われていた。

「大丈夫よ、べつに飲まなくたっていいんだから。普段は顔を合わせない他部門の人との交流が目的なんだからね」

　熱心に誘ってくれる梨乃の気持ちをありがたいと思いながらも、晴香の心はあまり動かされなかった。もともとが真面目なタチで、そういった場は苦手なのだ。あまり親しくない人たちと気楽に言葉を交わすなどという行為は、晴香が最も苦手とすることだった。

　そんなことを考えて黙り込む晴香に、梨乃が眉をひそめた。

「晴香、このままでいいの？　晴香がああいう会を好きじゃないのは知ってるけど、このままじゃいつまでも彼氏できないよ？」

「それは……そうだけど」

「結婚はしたいと思ってるんでしょ？」

　晴香は黙ったまま、こくんと頷いた。

　晴香と梨乃は同い年の二十七歳で、そろそろ結婚を意識するお年頃だ。それこそ梨乃は、積極的に出会いを求めて熱心に婚活に勤しんでいる。

　そんな彼女からしてみれば、経理部というあまり出会いのない部門に所属しているにもかかわらず、ろくに合コンにも参加しない晴香がもどかしく思えるのだろう。時折、こうやってハッパをかけるようなことを言う。

　それをありがたいとは思いつつも、胸の中の苦い過去が邪魔をして、晴香はそれに素直に応えられないでいた。

　そんな晴香を焦じれったいように睨んでから、梨乃はやや大きな声で宣言をする。

「とにかく、今回はなんとしても顔を出してもらいます！　実はもう出席って返事を出しちゃってるし」

「梨乃！」

　晴香が慌てて声をあげた、その時。

「それって、本社のすぐ近くの新しいレストランでやるんだよね」

　声をかけられて晴香と梨乃は振り返る。晴香が所属する経理部の田た所どころ課長だった。

「若い人はいいなぁ、あそこ僕行ってみたかったんだよ」

　ニコニコとしてふたりに話しかける田所。その後ろにいる背の高い人物に気がついて、晴香と梨乃は自然と立ち上がった。

「久我社長、お疲れさまです」

　頭を下げた晴香と梨乃に、久我不動産レジデンシャルの社長である久我孝也が笑みを浮かべた。

「あぁ、お疲れさま」

「午前中の会議が同じ階だったから、ちょっと寄ってくださったんだ」

　普段はこの本社ビルの最上階にいるはずの久我が前ぶれもなく経理部に来たことのわけを、田所が晴香たちに説明をする。

　だがこのようなことは特に珍しいことでもなかった。

　急逝した前社長である父親の跡を継ぐ形で、久我が社長に就任したのが二年前。それまで彼は海外支社の支社長として世界中を飛びまわっていた。必然的に、本社の社員とは少し距離のある存在だった。

　もちろん久我家の御曹司である彼だから、ゆくゆくは本社へ戻り社長の地位を継ぐと決まっていたのだろうが、それは本来もう少し先の話だったはずだ。だが急に日本へ戻ることになり、本社ではあまり顔を知られていないうちに、三十二歳という若さで社長の座に就いてしまった。

　当時、社員の中にはこれを不安視する者もいた。

　実直で堅実な頑固親父の見本のようだった前社長の代わりが、若い彼に務まるのかと。だがそんな社員の不安を、久我はあっというまに一掃した。

　前社長の方針のうちうまくいっている部分はそのままに、それ以外の部分は海外支社にいた頃の経験をもとに次々に改革し成功を収めていったのだ。

　代替わりから二年が経った今、若い御曹司を不安視する声はもはやない。それどころか、彼の代になって久我不動産はより一層大きくなるだろうと言われているくらいだった。

　そんな彼の社内での人気は、当然ながら絶大だ。若くしてトップに立つ実力とカリスマ性を併せ持つ彼が未だ独身を貫いているのだから、若い女性社員たちが夢中になるのも無理はないだろう。だが久我はそれだけではなく古参の男性社員たちからの支持も高かった。

　その理由のひとつが、今彼がここにいるという状況に由来する。

　久我は大企業の社長にしては珍しく、多忙な業務の合間に社内の各部門を積極的にまわることを習慣としている。そこで一般の社員や責任者と言葉を交わし、直接現場から社内の情報を吸い上げていくのだ。

　これが社員にすこぶる評判がよかった。

　現場の問題点や改善点を直接トップに伝える機会があるだけでなく、余計な報告書の類も減らせるからだ。

　二年前に久我がこれを始めた当初は、戸惑い遠巻きに見ていた者たちも、今では彼が来るのを待ち構えているほどだった。

　このような社内事情だから、久我が今ここにいること自体はそれほど驚くべき話でもない。

「いやそれにしても！　若手の社員同士が積極的に交流して普段の業務に活かそうなんて、ありがたいですなぁ、社長？」

　田所が朗らかに久我に語りかける。久我が穏やかな笑みを浮かべた。

「そうだな」

　だが梨乃が、くすくすと笑ってそんなふたりのやり取りにストップをかけた。

「やだ課長、交流会っていっても本当のところ、合コンみたいなものですよ」

「え？　そうなの？」

　田所がちょっと驚いて問いかける。久我も意外そうに眉を上げた。

　梨乃が頷いて晴香の腕を取った。

「ふふふ、若い社員が交流しようなんて言うんだから、目的は大抵ひとつです。私たち、お年頃ですからね」

　目の前に社長がいるというのに、そんなことを宣言する梨乃に晴香は内心で少し呆れてしまう。それでも上司ふたりを前にして、あまり変なことも言えなくて、ただ曖昧に微笑んだ。

「北見さんが合コンなんて意外だなぁ」

　田所がそう言って久我を振り返った。

「社長、彼女は北見さん。とっても真面目ないい子なんですよ」

　田所の言葉に久我が晴香に視線を移す。

　晴香はほとんど無意識のうちに目を伏せた。

「入社以来ずっと経理にいてくれているんですが、早くて丁寧な仕事をしてくれると部内では評判です。今時の若い子にしてはあまりきゃぴきゃぴしてなくて、僕みたいなおじさんにはありがたい存在なんですよ。でもその北見さんが合コンなんて、ちょっと心配だなぁ、僕は」

　まるで保護者みたいなことを言う田所に、晴香はくすりと笑ってしまう。

　田所には、入社以来ずっとお世話になっていて晴香も他の上司よりは親しみを感じている。

　そんな風に心配されているのがなんだか嬉しかった。

　晴香の隣で梨乃が胸を張った。

「大丈夫ですって課長。私がついていきますから！　それにいくら晴香がいい子だとしても出会いがなくちゃ、結婚もできないですからね。多少のリスクは仕方がありません」

　晴香は慌てて梨乃の袖を引いた。

「ちょっと梨乃！」

　梨乃はしょっちゅう昼休みに経理部に来ているから、田所とも気楽に言葉を交わせる仲だ。だからこんな風に合コンだの結婚だのと気軽に口にするのだが、それにしても社長である久我がいるこの場ではあまり相応しくない話題のように思える。

　だが意外にも、その久我が口を開いた。

「なるほど、だから営業部の社員がやたらと嬉しそうに話していたんだな。交流会の件を」

　梨乃は久我が話題に乗ってきたことにやや驚きつつも、微笑んで頷いた。

「ふふふ、皆楽しみにしてるんですよ！　社会人になったらあまり新しい出会いはありませんからね。うかうかしてたらあっというまに、おばあちゃんです」

　戯おどけてそんな冗談を言う梨乃に、田所が呆れたような声を出した。

「おばあちゃんって君たちまだまだ若いでしょう！　僕からしたら結婚なんてまだ早いように思えるけど」

「やだ課長」

　若いと言われたのが嬉しかったのか梨乃がふふふと笑う。だが晴香の胸はちくりと痛んだ。

　結婚なんてまだ早い、もちろん年齢からすればそれはありえない。でも晴香自身についていえば、あながち間違いでもないと思った。

　いつまでも過去のつらい経験を忘れられず、新しい恋に踏み出せない自分には、結婚なんて別世界の話のように思える。

　そんなことを考えて、晴香は少し浮かない気分になる。だがそんな晴香の内心をよそに、梨乃は晴香を覗き込んでにっこりとする。そしてとんでもない言葉を口にした。

「特に晴香は、急いで相手を見つけなくちゃ」

「え!?　梨乃？」

　晴香はびっくりして聞き返す。

　田所と久我も晴香と同じように驚いて、晴香を見た。

「わ、私、べつに急いでないけど？」

「だって晴香」

　梨乃はそう言って晴香の机の上の住宅情報誌を手に取る。そしてそれを田所に見せて口を開いた。

「晴香、あと二カ月で実家を出なきゃいけないんですよ。お兄さん夫婦が実家を建て直して二世帯住宅にするとかで。ね、晴香？」

　それ自体は事実なので、晴香はこくんと頷いた。だがそれと結婚がどう繋がるのかはさっぱりわからなかった。

「課長。晴香がひとり暮らしなんてちょっと心配じゃありません？　ただでさえ怖がりなのに。だから私としてはこの交流会で晴香がいい人と出会って、一気に結婚までもっていければ！って思ってるんです。だから、課長がなんと言おうと交流会に晴香は参加しますから！」

　こじつけのような梨乃の話に、晴香は一瞬目を丸くする。そして思わず吹き出して、そのままくすくす笑った。

　明るい彼女に、晴香はいつも助けられている。

　田所が呆れてため息をついた。

「そんなに焦って相手を見つけるなんて、僕はそっちの方が心配だよ」

「ふふ、課長、大丈夫ですよ。私には、そんなことできませんから。合コンなんて行っても誰にも相手にされないで帰ってくるだけです」

　梨乃の冗談を、田所が本気にしないように晴香が笑いながら言う。

　梨乃が隣で声をあげた。

「そんなことないよ！　晴香密かに営業部うちでは、人気があるんだから！　実は交流会で紹介したい人が何人か……」

「北見さん」

　梨乃の言葉を遮るようにして、久我が話に割って入る。梨乃が目をパチクリとさせた。

「あ……、はい」

　戸惑いながら晴香は答える。

　久我が穏やかな笑みを浮かべた。

「それで、部屋は決まったのかな？」

「え？　あ、いえ……それはまだ」

　少し意外な久我の問いかけに面食らって、晴香はそう言うのが精一杯だ。

　久我がふっと笑って、わずかに首を傾げた。

「よかったら、私が紹介しようか」

「しゃ、社長！　そんな！」

　晴香は驚いて声をあげた。

　久我不動産は賃貸物件も多く扱っている。だからもちろん晴香は自社物件も視野に入れてはいる。だからって、いくらなんでも社長に紹介してもらうなど、恐れ多くてありえない。

　田所が、はははと笑った。

「ご冗談を！」

　田所の言葉に、晴香はようやく久我にからかわれたのだと気が付いて、頬を染めてうつむいた。

　まさか久我がこういう場で冗談を言うとは思わなかった。

　よく階下に降りてくるとはいえ、晴香自身はオフィスで久我と言葉を交わすのは初めてなのだ。どのように反応するのが正解なのか、よくわからなかった。

　田所が、「おっと」と声をあげて時計を見た。

「僕、午後も会議なんだった」

　その言葉を境に男性ふたりは、経理部を出てゆく。

　残された晴香と梨乃は、ホッと息を吐いた。

「あー緊張した。まさか社長が来るなんてね。私話すの初めてだったよ」

　梨乃の言葉に、晴香は思わずくすりと笑った。

「全然そんな風に見えなかったよ」

「本当だって。私緊張しちゃうと逆におしゃべりになっちゃうんだよね」

　社交的な梨乃らしいクセだ。

　晴香はそれを少し羨ましいと思った。

　梨乃がニヤリと笑って晴香の脇腹を肘で突いた。

「晴香、社長に名前を覚えてもらっちゃったね。営業部の女の子たちにバレたら袋叩きだよ。営業部には抜け駆けは絶対に許されないっていう鉄の掟があるんだから。たとえ晴香が経理部だからって許してもらえないんじゃないかな。ふふふ」

　脅すように言われて、晴香は慌てて首を振った。

「そんな……！　たまたまなのに」

「それでもだよ。社長なんか、一般の社員には望みがないってわかっていても皆、夢中だからね。私からしてみれば時間の無駄にしか思えないけど」

　現実的な梨乃らしい意見だ。

「ふふふ、皆に黙っててほしかったらちゃんと私の言うことを聞いて、大人しく交流会に来るんだよ。わかった？」

　梨乃がニヤニヤして言う。

　どうやらどうしても、交流会は行かなくてはいけないようだ、と晴香は観念して黙ってこくんと頷いた。




　人のいないオフィスにカチャカチャとキーボードを叩く音だけが響いている。窓の外はもうとっぷりと日が暮れて、向かいのビルも半分くらいのテナントは電気が消えていた。

　晴香はそれを横目に一心不乱に数字を打ち込んでいる。

　すべての項目を打ち終えて、エンターキーをえいやと叩くとあらかじめ設定された数式に従って、ぽんと数字が出た。

「よし！」

　晴香は小さく呟いて、心の中でガッツポーズをする。そしてうーんと伸びをした。

　時計を見ると時刻は午後九時をまわっていた。久我不動産では久我新社長になってから、社員のワークライフバランスが重視されている。余計な残業は禁止されているから、この時間まで残っている社員は経理部では晴香だけだった。

　晴香はデータを保存すると、ふぅとため息をつく。とりあえず、どうしてもやらなくてはいけないところまではやったから、今日はもう帰ろうと思った時「晴香」と声をかけられて、肩をびくりとさせた。

　振り返ると、入口に背の高い人物。

「しゃ、社長！」

　晴香は思わず声をあげる。そしてすぐに周りを見回して、誰もいないことを確認した。

　そんな晴香に、久我はふっと笑みを漏らしてから、カツカツと靴音を鳴らしてやってくる。そして、晴香のパソコンを覗き込んだ。

「残業？　珍しいな」

「月曜日までの書類に不備が見つかってしまって……。終業時間ぎりぎりで気が付いたものですから。……すみません」

　なんとなく謝罪の言葉を口にする晴香に、久我が首を横に振った。

「謝らなくていいよ、お疲れさま。そろそろ終わりそう？」

「あ、はい。今終わったところなのでもう帰ります」

　答えながら晴香はもう一度周りを見回した。昼間、梨乃に言われた〝抜け駆けしたら袋叩き〟の言葉が頭に浮かんだ。

　こんなところを誰かに見られたら、一巻の終わりだ。

　久我がまたふっと笑った。

「このフロアにはもう誰もいないよ」

　その言葉に晴香はホッと息をはく。そして、こんな風に彼と言葉を交わすのは久しぶりだなと思った。

　今目の前にいる久我不動産社長の久我孝也は、実は晴香の兄の古い友人で、晴香にとっては兄のように慕う存在だった。

　久我は先代の方針で大企業の御曹司としては珍しく、小中学校は地元の公立校に通っていた。

　兄の健けん太た郎ろうの親友でよく晴香の家に遊びに来ていた彼は七つ歳が離れていることもあって、幼い晴香の目にいつもカッコよく映った。しかも少しぶっきらぼうな兄とは違い穏やかで優しかったから、晴香は彼が大好きでよくついてまわったものだ。『孝也』なんて呼び捨てにして。

　兄弟のいない久我も、晴香を妹のようにかわいがってくれた。晴香の友達関係の悩みなどは、兄より親身になって相談に乗ってくれたくらいだった。

　学生時代は数学以外の教科はすべて苦手だった晴香の家庭教師をしてくれていた時期もある。

　晴香が久我不動産に就職し、一社員と役員という関係になってからすぐに孝也は海外支社に出向となり、一時期顔を合わせる機会はめっきり減った。

　晴香はそれを少し寂しく感じていたが、ある意味では、これが自然なのだとも思っていた。

　なにせ晴香の家は、久我家とは違ってごくごく普通の一般家庭。彼は本当なら一生言葉を交わすことすらなかったはずの相手なのだ。

　二年前に彼が社長となり日本へ帰って来てからは時々、いまだに友人関係にある兄抜きでも会うようになった。忙しい人だけれど、久我不動産の社員である晴香の話を聞きたいなんて言われて。

　でもここ半年は久我の仕事が立て込んでいて、ふたりでは会っていなかった。

　そしてもちろん久我と晴香の関係は会社では秘密にしているから、オフィスで見かけることがあっても晴香はなるべく避けるようにしている。

　今日みたいなことは初めてだった。

　その彼とこんな遅くに、いきなりオフィスでふたりきりという状況に、少しの気まずさを感じて晴香は黙り込む。

　いったいどのような態度でいるのが正解なのかがわからなくて。

「終わったなら、帰ろう。送っていくよ」

　晴香の内心をよそに、久我が言う。

　晴香は慌てて首を横に振った。

「そんな！　大丈夫です、社長。ひとりで帰れます」

　いくら知り合いだとはいえ、一般社員が社長と一緒に帰るなんて話、聞いたことがない。しかもまだ電車もある時間帯なのだから、わざわざ送ってもらう必要もまったくなかった。

　固辞する晴香に、久我がわずかに眉を上げた。

「昼間の約束を果たそうと思っているんだ」

「え……？」

　少し意外な久我の言葉に、晴香は小さく首を傾げた。

「部屋を紹介すると言ったじゃないか」

「まさか！」

　静かなオフィスに晴香の声が響いた。

「あんなの冗談でしょう？」

　驚きすぎて、晴香は思わず敬語を忘れてしまう。

「あ……冗談ですよね、社長」

　慌てて言い直すと、久我が微笑んだ。

「もちろん冗談じゃないよ。それにもうふたりだけなんだから、社長なんて呼ばなくていい。敬語もなしだ」

「えぇ！　そんなわけには……」

〝いきません！〟と晴香は言いかける。でも自分を見つめる優しい眼差しがふたりだけの時と同じだと気が付いて、ゆっくりと頷いた。

「……わかったわ」

　久我が〝それでいい〟と言うように微笑んでから、口を開いた。

「晴香にちょうどいい部屋があるんだ。今から見に行けるか？」

　まさか本当に部屋を見つけてきたのだろうかと晴香は唖然とする。だって晴香が部屋を探しているという話を彼が知ったのは今日の昼休みなのに。

　でも考えてみれば社長としての久我はレスポンスが早いことで評判だ。さらにいうと彼はこの道のプロなのだから晴香の部屋を見つけるくらいわけないということか。

　思いがけない久我の提案に、晴香の心は少しだけ動かされた。

　はっきり言って部屋探しは、今の晴香にとっては気の進まない作業だった。

　晴香の父は晴香が小学生の頃に亡くなり、兄は一年前に結婚して家を出た。だから晴香は現在、実家で母とふたりで暮らしている。

　父亡き後、女手ひとつで兄妹を育ててくれた母はまだまだ元気だが、ふとした瞬間に歳を感じさせることも増えてきた。

　その母と、実家を建て替えて一緒に住んでくれるという兄夫婦には感謝しなくてはいけないと晴香は思う。

　新しい家に自分の居場所はないのだと納得をして、晴香は自ら家を出ることを決めた。それを寂しいと思うなんて、贅沢な悩みなのだろう。

　それでもどうしても、浮かない気分になってしまうのは、変えられなかった。

　初めてひとりで暮らすのだという不安、新しい家に自分の部屋がなくなるという寂しさ。どんなに築浅のいい物件を見ても、生まれ育ったあの古い自分の部屋には敵わないと思ってしまう。こんな気持ちのままでは気に入る部屋など見つかるはずはなかった。

　それならばいっそ誰かに決めてもらう方が楽なのでは？と晴香は思う。久我が紹介してくれる部屋なら、きっと間違いはないのだから。

　晴香は黙ったまま、優しい眼差しで晴香の答えを待っている久我の目をジッと見つめる。

　そして少し考えてから、ゆっくりと口を開いた。

「じゃあ……お願いしようかな」










不可解なプロポーズ




　夜の街を孝也が運転する黒い高級車が滑るように走る。流れる景色を見つめながら、晴香は不思議な気分に陥っていた。

　孝也とは晴香が入社してからの四年間、会社では言葉を交わしたことがなかった。それは彼が社長という晴香にとって雲の上の存在だからだが、だからこそ晴香はいつのまにか幼なじみの孝也と社長である久我を、別人のように感じるようになっていた。

　社員である晴香の話が聞きたいなんて言って時々食事に誘うくせに、孝也の方もいざ会ってみるとほとんど会社の話をしなかったから、尚更だった。

　その彼と今日初めてオフィスで言葉を交わした。

　社長として登場したはずなのに、その優しい眼差しはふたりだけの時となにも変わらない。やはり久我不動産の久我社長は、晴香がよく知る久我孝也なのだというあたりまえの事実を、晴香は頭の中で反はん芻すうしていた。

「どうかした？」

　ネオンに浮かび上がる彼の横顔をぼんやりと見つめていた晴香は、問いかけられて、ハッとする。そして慌てて彼から視線を外して、ジッと見つめてしまったことをごまかすように適当な言葉を口にした。

「孝也とこうやって会うの、すごく久しぶりだなぁと思って」

　とりつくろうような晴香の言葉に孝也が頷く。そして前を向いたまま、口を開いた。

「連絡できなくて、悪かった。ここ半年はちょっと仕事が立て込んでてね。晴香のこと気にはなってたんだけど、なかなか時間が取れなくて」

「そんな……」

　晴香は首を振った。

「それは仕方がないよ。孝也がすごく忙しいのは知ってるし」

　幼なじみだからというだけでいつまでも晴香を気にかけてくれている。どこまでも優しい人だと晴香は思う。

「それにしても健太郎の奴……、家を建て替えるなんて聞いてなかった。水くさい奴だ」

　孝也は晴香の兄の名前を口にして、小さく舌打ちをした。

「営業部に確認したら、うちの会社で建ててくれるっていうじゃないか。言ってくれればよかったのに」

　そういえば兄が家を建てるという計画は、晴香が孝也に会っていないここ半年で急浮上した話だった。

「遠慮したんじゃないかな。でもちゃんと私の名前で割引価格にはしてもらってるはずだよ。いいものが建てられそうだ、さすが孝也の会社だって喜んでた。もしかしたら建ってから驚かせようと思ったのかも！」

　晴香がそう言った時、信号待ちになり車が止まる。

　孝也が少し眩しそうに目を細めて晴香を見た。

「あぁ、そうかもな」

　その視線に、晴香は頬が少し熱くなるのを感じた。彼とは長い付き合いだから、こうやって見つめられるのはべつに初めてではない。それでもなぜか今夜は少し違っているように思えるから不思議だった。

　なぜだかは、全然わからないけれど。

　信号が青になり孝也は再び車を発進させる。そしてチラリと晴香を睨んだ。

「でも晴香も。部屋を探しているなら、言ってくれればよかったのに」

　その言葉に、晴香は口を尖らせた。

「部屋探しくらい自分でできるもん」

　たしかに晴香は、いつもどこか孝也を頼りにしているところがあった。

　成績が下がれば泣きつくのは兄ではなく孝也だったし、そもそも久我不動産を就職先に選んだのもいずれは孝也が社長になる会社なら安心だと思ったからなのだ。

　とはいえ、部屋探しをいつも忙しい孝也に相談するほど子供ではないと思い、晴香は彼を睨み返す。

　孝也がわずかに眉を上げた。

「そう？」

「そうよ」

　でも本当のところ、うまくいっていないという事実を思い出して、晴香はそのまま黙り込んでしまう。

　孝也が、そんな晴香の気持ちを代弁するようなことを言った。

「あの家がなくなるのはちょっと寂しいな」

　晴香は黙ったまま、こくんとうなずく。そしてそのまま車窓に視線を移した。

　本当は孝也に部屋探しを相談すれば、すぐに決まるだろうとわかっていた。だからこそ、それが怖くて言えなかったのかもしれないと思いながら。

「……交流会、行くのか？」

　しばらくの沈黙の後、孝也が静かに口を開く。

　少しぼんやりとして、流れる景色を眺めていた晴香は、「交流会……」と呟いた。

　梨乃はどうしても晴香を連れて行くと言っていた。少々強引だなとも思うけれど、それは全部晴香を思っての行動なのだ。

　晴香は二年前まで、ある男性社員と付き合っていた。いやあれが彼氏だったのかどうなのか。もしかしたら真面目に付き合っていると思っていたのは晴香だけだったのかもしれない。

　爽やかなルックスで女子社員からの人気も高かった彼と、どちらかというと慎重で臆病な晴香、今から考えてもどこかちぐはぐなカップルだったと思う。

　付き合いたての頃は晴香に誠実そうな顔を見せていた彼は、本当はその時その時を楽しめればそれでいいという考えの持ち主だった。仕事の付き合いだと称して女性と出かけることも多かった彼とはほどなくして、破局した。

　そしてそれからずっと晴香は恋愛に前向きになれないでいるのだ。

　あんなに晴香を愛してると言っていた彼は、あっさり裏切り去っていった。新しく誰かを好きになっても、また裏切られるかもしれないという恐怖が胸の中に燻くすぶっていて、晴香を臆病にしていた。

　本当は合コンなんて億劫なだけ。

　でも梨乃の気持ちも無下にはできないと思い、晴香はゆっくりと口を開いた。

「私お酒に弱いから、もともと飲み会は苦手なんだけど、行ってみようかなって思ってる。完全に合コンってわけでもなさそうだし……」

「結婚相手を探しに？」

　すかさず問いかけられて、晴香は孝也に視線を移す。そして首を振った。

「そういうつもりじゃないけど」

　孝也がふぅとため息をついた。

「孝也？」

「田所課長じゃないけど、ちょっと心配だな。晴香はそのつもりじゃないとしても周りは完全にそのつもりなんじゃないか？」

　孝也の言葉に晴香はうーんと首を傾げた。

「だとしても大人しくしてれば大丈夫だよ」

　孝也がもう一度、ため息をついた。

「……孝也？」

　晴香は首を傾げて彼を見る。

　孝也は、晴香の問いかけには答えずに前を向いたまま、なにか思案しているようだった。

「孝也？」

　晴香がもう一度問いかけると、孝也は眉を寄せて晴香を見た。

「どっちにしても気を付けるに越したことはない。同じ会社だとはいえ、いい奴ばかりだとは限らないんだし」

　晴香を心配しての言葉だとは思いつつ、なんだか過保護すぎるような気もして少し晴香は憮然とする。

　彼にとって晴香はいまだに小さな女の子のままなのかもしれない。時折こんな風にして、まるで保護者みたいなことを言う。それをありがたいと思いつつも、なんだか少し悔しいような気もして、晴香は口を尖らせた。

「だとしても大丈夫だよ。私だって人並みに経験を積んだ大人なのよ。営業マンだろうがなんだろうが、手のひらで転がしてみせるんだから」

　精一杯強がってみせると、それを聞いた孝也がぷっと吹き出した。そしてそのまま、くっくっと肩を揺らして笑っている。

　あ、これ。絶対に嘘だと思われてる……。

　晴香は頬を膨らませて孝也を睨んだ。

「本当なんだから！」

　孝也はそんな晴香をチラリと見て、笑いを噛み殺しながら「わかった、わかった」と言った。そしてもう一度、晴香に確認する。

「じゃあ、行くんだな」

「い、行くよ。私だっていい歳なんだから、結婚だってしたいもの。そろそろ本気の相手を探さなきゃ」

〝そろそろ本気の相手を探さなきゃ〟

　梨乃がいつも言っている言葉を借りて、晴香はまた強がってみせる。本当はそんな自信は全然なかったけれど。

　でも結婚をしたいというのは本当だった。最近は街で幸せそうな家族を見るたびに、羨ましい気持ちでいっぱいになる。

　久我不動産は毎年たくさんのマイホームをお客様に提供する。その数だけ家族の幸せがあるのだと思うと、なぜ自分にはそれが掴めないのだと、胸が締めつけられるような気持ちになった。

　そんな晴香の強がりに、孝也が少し意外そうな声を出した。

「晴香は結婚したいのか？」

　彼がそう思うのも無理はない。

　とにかく二年前の失恋から今まで、晴香は徹底的にそういうことから逃げてきた。それは孝也とふたりで会う時も度々口にしていたから、彼も知っているのだ。

　それなのに、急に結婚したいなんて……と思われたのだろう。

　いきなり焦って婚活しても無理だろうと言われているような気がして、晴香はちょっとムキになった。

「そ、そうよ。悪い？」

　でもすぐに、なんだか惨めな気分になった。

　合コンに行くかどうかでこんなに思い悩んでいる自分には、結婚なんて夢のまた夢、そんな風に考えて。

　孝也がそんな晴香に、少し不可解なことを言った。

「いや、べつに悪くはないよ。……むしろ好都合」

「……え？」

　晴香が聞き返した時、車が静かに停車した。いつのまにか目的地に着いたようだ。

　孝也がエンジンを切って晴香を見た。

「ほら、着いたぞ」




「ちょっ……、孝也！　ここどこ？」

　車を降りて辺りを見回した晴香は、戸惑いの声をあげた。

　孝也の車が滑り込んだのは、どこかの建物の地下駐車場のようだった。

　話に夢中になっていた晴香は、残念ながら地下に入る前の景色を覚えていない。だから自分が今いる場所が、なんの建物の駐車場なのか、見当がつかなかった。

　そんな晴香をよそに、孝也はカツカツと靴音を鳴らして歩いてゆく。その先には明るいライトに照らされたエレベーターホール。孝也の背中を慌てて追いかけている晴香は、尋常じゃない高級感を漂わせる空間に息を呑み、その壁に浮かび上がる文字に目を剥いた。

『タワー・ザ・レジデンス・ミライ』

　営業部ではない晴香でも知っている、超高級タワーマンションだ。

「え!?　なっ……、孝也、ここまさか……！」

　またもや声をあげる晴香をチラリと見てから、孝也がセキュリティを解除すると、音もなくドアが開く。

「こんなところダメだよ、孝也。絶対に無理！」

　自分たち以外は誰もいないのに、思わず声を潜めて晴香は孝也のシャツの袖を引く。それでも孝也は止まらずに、エレベーターの前まで行くと躊躇なくボタンを押した。

　晴香はこの時になって、部屋探しを孝也に頼んだのは間違いだったと思った。

　だっていくらなんでもここは……。

　そのうちに、エレベーターがやってくる。それに乗り込んでから、晴香はもう一度訴えた。

「孝也ったら、こんな高級なマンション、私の給料じゃ無理！　絶対に無理！」

　晴香の言葉に、孝也がはははと笑う。

「それは会社に対する苦情か？」

　わざと社長の顔になって冗談を言う孝也に、晴香は首をぶんぶんと振る。

「そ、そうじゃなくて……」

　その時、エレベーターがゆっくりと停止した。

　孝也の後をついて晴香は高級ホテルのような廊下を進む。エアコンが効いてひんやりとしていた。

　高級マンションは廊下にまでエアコンが付いているのかなんて晴香が変なところに感心していると、孝也があるドアの前で立ち止まる。

　そしてカードでセキュリティを解除した。

「どうぞ」

　その部屋の玄関は、外観と同じように高級感に満ちていた。ピカピカに磨き上げられた玄関の黒いタタキに、雰囲気のいいフットライト。

　五つ星ホテルそのものだ。

　その中になんだか少しだけ違和感を覚えて、先に靴を脱いで上がる孝也を見つめたまま、晴香は立ち止まった。

　人に貸す前提の部屋だから、当然クリーニングは済ませているはずだ。ここも、掃除は行き届いている。

　でもまったく生活感がないというわけではなかった。

　ピカピカの鏡みたいな床には男性ものの靴がひとつ、さっき孝也が脱いだ革靴の隣に並んでいる。それから備え付けの下駄箱の上には、鍵などの小物を置くための黒い皮製のトレー、シルバーの靴べら。

　これはもしかして……。

　晴香は孝也の背中に向かって声をかけた。

「孝也、ここって誰か住んでるよね？」

　晴香の問いかけに孝也が振り返る。そしてニヤリと笑った。

「正解。俺の家だ」

「なんだぁ～、そうだったんだね。あーびっくりした」

　晴香は安心して脱力する。孝也の家だというのなら、このマンションは納得だ。ここは本社から近いし、彼の通勤にはもってこいだろう。

「ドキドキして損しちゃった」

　そう言って晴香は胸を撫で下ろす。

　晴香に紹介したいという部屋へ行く前に、なにか用事があって自宅に寄ったのだろうと納得したからだ。

　そんな晴香を、孝也は奥へと促した。

「まぁ、とにかく。中へどうぞ」

「お邪魔します」

　出されたスリッパをそうっと履いて、晴香はいくつかのドアが並ぶ廊下を進む。そして彼がリビングのドアを開けた途端、「わぁ」と感嘆の声をあげて目を見張った。

　リビング一面の大きな窓の先にキラキラと輝く都心の夜景が浮かんでいる。

「すごい！　綺麗……」

　思わず窓に歩み寄って、晴香は絶景を堪能する。

「うちは、あっちの方だよね。あれ？　こっちかな？　あ！　あのビル！　そういえばライトアップが始まったってテレビで言ってた。綺麗ねぇ、あ、もしかしてここからだと、夏祭りの花火も観られるんじゃない？」

　少しはしゃいで振り返ると、いつのまにかすぐ後ろに孝也がいた。優しい眼差しで晴香を見下ろしている。

　その距離に胸の鼓動がどくんと跳ねて、晴香は思わず口を噤つぐんだ。目の前にある男らしい喉元を、直視することができずに晴香はうつむく。

　孝也がゆっくりと晴香ごしの窓ガラスに手をついた。

「晴香の家はあっちの方向だ。それから会社はあれ。花火は目の前で観られるって話だけど俺はまだ観たことがないな」

　丁寧な夜景の解説は、晴香の頭には入ってこない。落ち着いた低い声、少し甘いような彼の香りをふわりと感じて、晴香の胸がとくとくとくと音を立てる。

「どうかしたのか？」

　問いかけられてもすぐには答えられなかった。

　こんなに近い距離……。

　彼をこんなに近くに感じるのは本当にすごく久しぶりだ。

　小さな頃は手を繋いだり飛びついたりはしょっちゅうだった。

　もちろん成長してからはそんなことはなかったし、それこそ社会人になってからは、ふたりで会う時も互いに一定の距離を取っていた。もう子供ではないのだから、親しき仲にも礼儀あり、ということで。

　でも考えてみれば、孝也ならこのくらいなんでもないのかもしれない。

　彼の恋愛事情など、晴香はまったく知らないが、慣れているのは間違いないだろうから。

　もしかしたら、さっき強がってみせた晴香をからかっているのかも……。

　これくらいでドキドキしてしまっているのがバレたら、またさっきみたいに子供扱いされるのかな。

　黙り込んだ晴香に、孝也が再び問いかける。

「晴香？」

　そこでようやく晴香は金縛りから解けたようにハッとして、首を振った。

「な、なんでもない……」

　でも頬の火照りはすぐには直らなかった。孝也が窓ガラスについた手を外して、そっと離れる。ふたりの間にできた距離に、晴香はホッと息を吐いた。

　孝也が、晴香の頭上でふっと笑った。

「なにか、飲み物を持ってくるよ」

　そう言ってキッチンに向かう大きな背中をジッと見つめて、晴香は熱い頬を両手で覆った。




「本当に別の世界みたい」

　リビングのソファに腰掛けて、孝也に差し出されたアイスティーをひと口飲み、晴香は天井の高いリビングを見回した。

「そうか？　確かに場所は便利だが、まぁ、俺はほとんど寝に帰るだけだな」

　コーナーソファの反対側に座る孝也が、肩を竦めた。

　こんなに豪華なマンションに、寝に帰るだけなんてもったいないと晴香は思う。でもそれも仕方がないのかもしれない。

　彼はとにかく多忙なのだから。

　晴香はもうひと口アイスティーをごくんと飲む。そしてまた、ぐるりと部屋を見回した。

　そういえば少し物が少ない？　なんて考えながら。

　孝也が、少し意味ありげに晴香を見た。

「気に入った？」

　その言い方に、少しの引っかかりを覚えながら晴香は彼に視線を戻す。

「すっごく素敵なマンションだね」

　そう答えながら自分が借りる部屋もこんなマンションだったらいいなぁなんていう都合のいいことを考えた。

　もちろん絶対に無理だけれど。

　でもよく考えてみれば、こんな素敵なマンションを見た後で紹介されたら、どんな部屋も霞んで見えるに違いないと思いあたり、晴香は小さくため息をついた。

　やっぱり部屋を決めるまでの道のりは長くなりそうだ……。

　孝也が不思議そうに問いかける。

「どうした？」

「だって……」

　晴香は口を尖らせた。

「孝也、私に部屋を紹介してくれるって言ったじゃない？　それなのに、先にこんなにいいマンションを見せられたらどんな部屋も霞んで見えちゃうよ」

　頬を膨らませて孝也を睨むと、彼は自分のグラスのミネラルウォーターをぐいっと飲み干し、ニヤリと笑みを浮かべた。

「あぁ、それなら心配無用だ」

　なぜか自信満々に言う孝也を、晴香は胡散くさい気持ちで見つめる。だが次の瞬間彼が発した言葉に目を剥いた。

「晴香に紹介したい部屋っていうのは、ここだからな」

「……え？」

　晴香の口から声が漏れる。

「ここ……なの……？」

　孝也がゆっくりと頷いた。

「気に入ったみたいだな」

　晴香はまとまらない考えを一生懸命にまとめようとしながら、とりあえずの疑問を口にした。

「で、でも孝也、ここは孝也の家じゃない」

　言いながら晴香の頭に浮かんだのは、このマンションは明らかにひとり暮らしには広すぎるということ。

　確かにここならもうひとり人が住むくらいわけないだろう。そういうスタイルの賃貸が増えているというのは晴香も知っている。

　晴香は、どこか楽しげに微笑む孝也をジッと見つめて、確認するように問いかけた。

「つまりルームシェアってこと？」

　ルームシェアの一番の利点は、低コストで条件のいい物件に住める点。確かに節約しながら便利な場所に住みたいならそんな選択肢もありかもしれない。

　ルームシェアするとしても、ここの部屋の家賃は折半……いや四分の一でも払えそうにないけれど。

　晴香の問いかけに、孝也が少し考えるそぶりを見せてから、口を開いた。

「ルームシェアか。……それはちょっと都合が悪いな。いくら相手が俺でも、おばさんは心配するだろう？」

　晴香はこくんと頷いた。

　母どころか晴香だって、異性とのルームシェアには抵抗がある。相手がいくら気心の知れた孝也であったとしても。

　それに孝也にだって不都合が生じるに違いない。社長が、いくら幼なじみだとはいえ社員とルームシェアなんて、なにかよからぬ誤解をされても文句は言えない。

「ルームシェアはダメだ」

　そう言って孝也はおもむろに立ち上がる。そして晴香へ一歩近づくとそのすぐ隣に腰を下ろした。

　ふわりと感じる甘い香り。

　また、晴香の鼓動が音を立て始めた。

　孝也がわずかに微笑んで、唖然として彼を見つめる晴香の右手に、自らの手をそっと重ねた。

「孝也……？」

　さっきよりも近くにある彼の視線を見つめながら、晴香は頭の片隅で、今日は予想外の出来事がたくさん起こる日だなと考えた。

　初めて会社で孝也と言葉を交わしたこと、その彼と随分久しぶりにこうして過ごしていること、それからここに連れてこられたこと……。

　でもまだなにかもっと驚くようなことがこの先に待っているのではないかと晴香は思う。さっきよりも近くにある孝也の眼差しがそう告げている。

　孝也が、ゆっくりと口を開いた。

「晴香、俺たち結婚しよう」

「……え？」

　驚くことが待っているとは思ったもののその言葉は本当に予想外すぎて、晴香の思考にうまく届かない。掠れた声を漏らした後、ただおうむ返しにその言葉を呟いた。

「……けっ……こん？」

　孝也が強い視線はそのままに、力強く頷いた。そしてどう考えてもこの場に相応しくないその言葉を繰り返した。

「結婚して、俺とここで一緒に住もう」

「そんな……！」

　晴香は口を開いたまま、なにも言えなくなってしまう。

　いったい、どうして彼はそんな突拍子もない提案をするのだろう。晴香と孝也は恋人同士ですらないのだ。

　それなのにいきなり結婚しようだなんて……。

　晴香は視線を彷徨わせる。

　あまりに唐突すぎる提案に、もしかしてこれはちょっと大掛かりなドッキリなのかもしれないと思ったからだ。

　どこか見えないところにカメラがあって、隠し撮りされている？

　孝也が、そんな晴香の考えを読んだように釘をさした。

「晴香、冗談で言ってるわけじゃないぞ」

「だって……！」

　晴香はまた声をあげて、ふるふると首を振った。

「孝也、部屋を紹介してくれるんでしょう？　それなのにいきなり結婚しようだなんてわけがわからないよ」

　兄と違って、昔からどこか落ち着いた雰囲気だった孝也は、晴香にとって本当に頼りになる存在だった。

　テストの点数が落ちた時、それから友達と喧嘩した時、いつも的確にアドバイスしてくれた。会社でも皆に尊敬されるカリスマリーダーなのに、いったいどうしてしまったのだろう。

　働きすぎて、疲れちゃった？

　そんな晴香に孝也が念を押すように言葉を続けた。

「晴香は結婚したいんだろう。さっき言ってたじゃないか」

　少し口を開いたまま、晴香はぴたりと動きを止める。さっき車の中で彼と交わしたばかりの会話が脳裏に浮かんだ。

「これから結婚相手を探すんだろう？　だったら俺と結婚しよう」

　晴香は言葉を失ったまま、孝也を見つめる。

　そして突然、ある事実に気が付いて雷に打たれたみたいに身体を震わせた。

　昔、家によく遊びに来ていた孝也は、兄や晴香だけではなく、母からも信頼されている。成長して実家にはあまり来なくなった今でも、家族の食卓で話題にのぼる機会はよくあった。

　孝也君は元気にしてる？という感じで。

　そんな彼を晴香はなんとなく遠い親戚、もしくは兄のように思っていた。

　でも違う。

　孝也は遠い親戚でも兄でもない、赤の他人。結婚だってできる大人の男性だ。

　そのことに思いあたった晴香は、反射的に目を伏せる。突然彼をまったく知らない人のように感じて。

　失恋以来、恋愛から遠ざかっていた晴香は、男性とふたりきりなんてシチュエーションに、普段はならないようにしている。

　こんな時間に密室で今こうしていられるのは、相手が昔からよく知る孝也だからこそなのだ。

　それなのに……。

　晴香は思わず身を引こうとする。だが次の瞬間、強い力で引き寄せられて孝也の甘い香りに包まれた。

「たかっ……」

「晴香、怖がらなくていい。……大丈夫、大丈夫」

　孝也が優しい声音で囁いた。背中にあてられた温かい手は、晴香を安心させるようにとんとんとんとリズムを刻む。そのリズムがとくとくと鳴る鼓動と重なって、晴香はゆっくりと息を吐いた。

　もう随分昔の思い出だけれど、叱られたりして晴香が泣いている時はこんな風にして慰めてくれた。それを思い出して晴香の不安は凪いでゆく。

　孝也がゆっくりと身を離し、静かに話し始めた。

「突然こんなことを言って驚くのも無理はないが……昼休みの晴香たちの話を聞いて、思いついたんだ」

　晴香は昼休みの出来事を思い出した。まさか彼は、ひとり暮らしが心配だから結婚相手を探しているなんていう梨乃の冗談を本気にしたのだろうか。

「孝也、あの……家を出なくちゃいけないから、結婚相手を探してるなんて話、冗談だよ。私べつにそんなつもりは……」

　晴香は慌てて言い訳をする。それを孝也が遮った。

「でも、部屋が決まってないのは本当だろう？　それに結婚したいというのも本心だ。相手を今から探すんだろう？　それなら俺でもいいはずだ」

　そうなのかな？と晴香は考えを巡らせる。

　確かに晴香にとって孝也ほど信頼できる相手はいない。

　実家の建て替えが決まった時、家を出ると言った晴香を家族は皆心配した。怖がりな晴香にひとり暮らしができるのかと。

　二十七歳にもなって情けない話だけれど、兄の妻の美み紀きにも『結婚するまでここにいれば？』と言われたくらいなのだ。でも肝心のその結婚ができるとは思えなくて、晴香は家を出ようと決めた。

　それなのにいつまでもぐずぐずと部屋を決められなくて、情けない。母が実家の建て替えを手放しで喜べていないのはそんな晴香が心配だからなのだ。

『部屋は決まった？　無理に出て行かなくてもいいのよ』と何度言われたか知れない。孝也と結婚し彼と住むと報告すれば、きっと皆安心するだろう。家族が信頼している孝也なら……。

　と、そこまで考えて、晴香はとても大事なある事実に気が付いた。

　確かに孝也は結婚相手としてはこれ以上ないくらい安心できる相手に違いない。でもふたりの間には……。

「恋愛感情がないじゃない」

　晴香が言うと孝也が一瞬眉を寄せる。そして小さくため息をついた。

「孝也……？」

「でも晴香、逆に言えばそれ以外の条件は揃っていると思わないか？　それに男女の愛情がなければ、結婚してはダメだなんて決まりはないだろう？　ふたりの間に信頼関係があればそれがたとえ……別のなにかによるものでも。なんの問題もないはずだ」

　力強い孝也の言葉に、晴香は彼をジッと見つめる。そしてこの人は本当に大企業をまとめ上げるリーダーなのだと思った。

　結婚をそんな風に合理的に捉えるなんて。

　でも言われてみればそれもありなのかもしれないという考えが晴香の中に芽生えた。

　大抵の既婚の友人は、もう夫にはそんな気持ちになれないなんて言う。本当かどうかは知らないが親友みたいなものだと言う人もいた。

　そういえば梨乃も言っていた。この歳から始める婚活は、愛情よりも条件をしっかり見なくちゃと。

　だったら初めから愛情の部分を飛ばしても……。

　そこまで考えて、晴香はまたあることに気が付いて口を開いた。

「孝也」

　孝也が眉を上げた。

「確かに孝也と結婚すれば、私は住むところには困らない。私がひとり暮らしなんてって心配してくれている人たちも安心させてあげられる。それこそお母さんはすごく喜ぶんじゃないかな。でも孝也は？　孝也にはなんのメリットもないじゃない？　それなのにどうして私にそこまでしてくれるの？」

　晴香の素朴な疑問を受けて、孝也がまた眉を寄せた。

「孝也？」

「……俺にとっても、都合のいい話なんだ」

　低い声で孝也が言った。

「孝也にとっても？」

「そう」

　頷いて、孝也は晴香から目を逸らす。そして窓の外に広がる煌びやかな夜景をジッと見つめた。

「『三みつ橋はしコーポレーション』のご令嬢との縁談を内々に打診されていてね」

　三橋コーポレーションは国内屈指のホテルチェーンだ。久我不動産とは創業以来の付き合いで、国内外にあるすべてのホテルを久我が手掛けている。

　晴香はため息をついた。

　そんなところからの縁談があるなんて、さすがだとしかいいようがない。

　だったら尚更、どうして晴香と結婚しようなんて言うのだろうと晴香は首を傾げた。

　孝也がそんな晴香をチラリと見た。

「お相手の方とは知り合いなんだ。その方には実は恋人がいてね。俺の方から断ってほしいと頼まれているんだよ。三橋の会長はいい方だが身内には厳しいから、自分からは断れないそうだ」

「そうなの」

　晴香は呟いた。

「だが俺の方から断るにしても、しっかりとした理由が欲しい。先方に失礼にならないように。三橋とは先代からの付き合いだ。これからも末永くいい関係を維持する必要がある」

　そこで言葉を切って孝也は晴香に視線を戻した。

「だから、私と結婚を？」

「そうだ。角が立たないだろう？」

　そういうものなのだろうかと晴香は思う。晴香にとっては、雲の上の話だからよくわからないというのが本当のところだ。

「三橋会長は意外とロマンチストだから、子供の頃から知っている相手でずっと好きだった、とでも言えば理解して下さるだろう。そしてこれからも久我不動産うちといい関係でいて下さる。だからこそ、嘘はダメなんだ」

　なるほど、と晴香は頷いた。

　その場しのぎの言い訳でやり過ごせる相手ではないということか。

　晴香はそこまで考えて、本当に彼は根っからの経営者なのだと思った。

　いくら会社の利益のためだとはいえ、こんなにも躊躇なく自らのプライベートを犠牲にできるなんて。

　そしてそこまで話を聞いて、ようやく晴香は納得した。

　孝也は昔から晴香に優しくしてくれた。それこそ本当の兄よりもずっと。

　だからって、ひとり暮らしを始める晴香と家族の不安を取り除くためだけに、結婚までするなんていくらなんでもやりすぎだと思ったけれど、彼にもメリットがあるというならば、すんなりと受け入れられる。

　晴香は、ほぅと息を吐いた。

「契約結婚みたいなものね」

　晴香は家族を安心させるために。

　孝也は会社の利益を損なわずに、縁談を断るために。

「まぁ……そうなのかな」

　孝也が言った。そしてもう一度手を重ねて、晴香を見つめた。

「でも相手は誰でもいいというわけではないんだ。いくら縁談を断るためだとはいえ、俺にとっても結婚は重要な契約だ。昔からよく知る晴香が相手だからできると思ったんだ」

　その強い視線を受けて、晴香の身体が熱くなる。こんなに強い言葉を口にする孝也は初めてだった。

　幼なじみだとはいえ七歳も歳が離れている彼は、いつも晴香を穏やかに慈しむように見てくれていた。晴香が彼になにかをお願いしたことはあっても、その逆はなかったように思う。

　きっと彼はビジネスの場でもこんな風に、相手を圧倒するように交渉しているに違いない。少し茶色い綺麗な瞳で真っ直ぐに相手を見つめて、彼自身から滲み出る風格と魅力でもって相手を魅了して、説得力のある強い言葉で……。

　でもちょっとずるいなと晴香は思う。

　百戦錬磨の彼にこんな風に提案されて、晴香が断れるはずがない。

　……できるだろうか、と晴香は自分に問いかける。

　孝也と夫婦になる。

　そこに、恋愛感情はないままに。

　恋愛感情のない結婚なんて普通だったらありえない。でも、自分にとっては好都合なのかもしれないとも思う。

　二年前の失恋は、晴香に消えない傷を残した。正直言ってもう恋愛はこりごりだ。それなのに結婚はしたいという矛盾に、晴香はここのところずっと悩まされていた。

　もう私には恋は無理かもしれないと半ば諦めにも似た気持ちを抱きながら、幸せな家族を見るたびに羨ましい気持ちで胸がいっぱいになった。

　思いがけない孝也の提案は、恋愛は嫌だけど結婚はしたいという晴香の無謀な希望を叶える千載一遇のチャンスかもしれない。

　晴香はキュッと唇を噛んで、大きく一度深呼吸をした。

　そして、静かな眼差しで晴香の答えを待っている孝也に向かって口を開いた。

「よくわかったわ。孝也の言う通り、私、結婚する」

「決まりだ」

　孝也が満足そうに微笑んだ。










翌朝




　孝也の前代未聞のプロポーズの後、夜遅くに家に送り届けてもらった晴香は、眠れない夜を過ごした。

　繰り返し頭の中に浮かんだのは、本当にこれでよかったのかという思い。

　確かに孝也は晴香にとって信頼できる相手だけれど、会社では絶対的な人気を誇る社長なのだ。その彼と、ひたすら地味で真面目なだけが取り柄の自分が結婚するだなんて。

　それに、彼の家族はなんと言うだろう？

　彼の母親は、将来有望なひとり息子の結婚相手として、晴香を認められるだろうか。昔から孝也がよく遊びに来ていたとはいえ、晴香の家は彼の家とは比べ物にならないくらい普通の家なのだ。

　友人としてならまだしも、結婚となると話は別なのではないだろうか。

　そんなことを考えながら何度も寝返りをうって、朝方、ようやく眠りについた。

「……か、晴香」

「うーん」

「もう起きたらどうだ？　昼だぞ」

「……でも、まだ眠たいの。昨日眠れなくて……」

「どうして？」

「ん、孝也が……」

「俺が？」

「たか……」

　そこでようやく晴香の意識がはっきりする。ぱっちりと目を開けると、すっかり日が昇った明るい部屋で晴香を覗き込む孝也の顔がすぐそばにあった。

「きゃっ」

　晴香が声をあげて身体を起こすと、孝也がにっこりと微笑んだ。

「おはよう」

「あ……え!?　孝也!?」

　晴香は目を丸くして、孝也を見た。

「ななななにしてるの!?」

「なにって、起こしに来たんじゃないか。昨日遅かったからまだ寝かせてあげたいような気もしたけど、でも起こさないと晴香いつまでも寝たままだから。こういうところは昔と全然変わらないな」

　昨夜晴香を家まで送ってくれたんだから、孝也だって遅くに寝ただろうに、まったく眠そうでもなく彼は言う。

　晴香は目をパチパチさせてから、頬を膨らませた。

「お、起こしにって、か、勝手に部屋に入ってこないでよ」

　いくら幼なじみだからって女子の部屋に、勝手に……しかも本人が寝ているところに入ってくるなんて。

　だが晴香にじろりと睨まれても孝也の方は平然として、それどころか少し楽しそうにとんでもないことを言った。

「べつにいいだろう？　俺たち夫婦になるんだから。妻の寝顔を見るくらい」

「なっ……！」

　晴香は真っ赤になって、タオルケットを握りしめる。まだ完全に覚醒していない頭の中に昨夜の出来事が浮かんだ。

「荷物を運ぶのを手伝おうと思って来たんだ。マンションには大抵の物は揃ってるから引っ越しというほど大袈裟なことはしなくてもいいと思うけど。それからおばさんに挨拶もしないとな」

　孝也はそう言って晴香の部屋を見回した。その彼を見上げて、晴香はまたもや声をあげる。

「え？　ひ、引っ越し!?　あ、挨拶？」

「そう。とりあえずは必要な物だけ運ぼうか。後はこっちで用意してもいいし。でも結構物は少ないじゃないか。引っ越すために整理したんだな」

　晴香は目を丸くしたまま、こくんと頷いた。

　部屋は見つからなくても家の取り壊しは決まっているのだから、いらない物は捨てていつでも出ていけるようにはしてあった。

　孝也が「えらいえらい」と言って微笑んだ。

「じゃあ、ここにある物は大体全部ってことか。今日と明日で分ければなんとかなるかな。健太郎の奴にも手伝わせれば……晴香、このヒツジのぬいぐるみも持っていくのか？」

　晴香が小さい頃から大切にしているヒツジのぬいぐるみを手に取って、少し呆れたように孝也は振り返る。

　晴香は慌ててベッドを出た。

　そしてどこか楽しげに、晴香の部屋を見て回る孝也の腕を取った。

「ちょっと孝也本気なの!?　本気で一緒に住むつもり？」

「もちろんだ」

　孝也はあたりまえじゃないかというように頷いた。

「ちょうどこの週末は、予定がなにもなかったんだ。これを逃したら、今度はいつ引っ越しを手伝ってやれるかわからないからな」

「でででも、そんな……！　本当に？」

「あぁ、本当に」

　力強い孝也の言葉に、晴香は唖然とする。

　晴香の方は一晩寝たら、なんだか迷うような気持ちも出てきたというのに、彼の方はまったくそんなことはないらしい。

　さすがは久我不動産のトップ。一度下した決定は貫き通すということか。それにしても仕事が早い。……早すぎる。

　晴香は頬を膨らませた。

「でも私の方はまだちょっと迷っているのに」

　孝也が眉を上げて口を開いた。

「なんでだ？」

「そりゃあ、いろいろ……。よく考えたら不安も出てくるもんじゃない？　……普通」

　ごにょごにょと晴香は言う。

　孝也が本棚に手をついて、晴香を覗き込んだ。

「不安？」

　優しく問いかけられても晴香はすぐには答えられない。うつむいたまま、胸のところでギュッと手を握った。

「晴香？」

　孝也が晴香の頭に手を乗せて、ぽんぽんと優しく叩いた。

　その仕草に、晴香はなんだかノスタルジックな気分になる。

　小さい頃この部屋でよくこうしてもらったのを思い出して。

　逆上がりができるようになった時、友達と仲直りができた時……。

　晴香はゆっくりと口を開いた。

「だって、会社になんて言うの？　社長と、ほとんど誰にも知られていない経理部の私が結婚なんて……それに」

　晴香は言葉を切って、一旦呼吸を整えた。

「それに孝也のご家族は、孝也の結婚相手が私だなんて、許して下さるかな」

　そこまで言って晴香は小さく息を吐いた。

　孝也がもう一度、晴香の頭をぽんぽんとして、ベッドに座るように促す。そして、自分もすぐ隣に腰掛けた。

「会社の方は……そうだな。晴香がいいと思えるまでは内密にしておこうか。縁談の話は内々の打診だから、直接会長にお断りすればそれでいいし。晴香が経理で頑張っているのは知っている。発表しても絶対に不利にはならないようにする」

　晴香は孝也の少し茶色い瞳を見つめて、少し考えてからこくんと頷いた。

「それからお袋の方だけど、晴香も知っての通り少し破天荒な人だから大丈夫だ。親父が亡くなってから、フラメンコに目覚めたなんて言って今はスペインに留学中だからな。……あまり息子には興味がない。でも晴香のことは昔から知ってるから、むしろ喜ぶと思うけど」

　孝也の母親は彼女自身が下町の出身だとかで、とても気さくないい人だ。

　ちょっとはちゃめちゃなところがあって、孝也が遊びに来てる時に、突然ベンツで家に来て、食べきれないくらいのケーキを置いていったりした。

『孝也をよろしくお願いします』なんて言って。

　当時のことを思い出して晴香は思わずふふふと笑う。

　孝也が目を細めて、晴香の手をギュッと握って微笑んだ。

「確かに親戚はうるさいけど、大丈夫。俺が守るよ」

　揺るぎない孝也の言葉。

　けれどまだ晴香の中の不安は消えない。

　唇を噛んで黙り込む晴香を、孝也が覗き込んだ。

「晴香？　まだなにかあるんじゃないか？」

　それでも晴香は答えられない。

　どんな風に言葉にすればいいか、さっぱりわからなかった。

　晴香の不安。

　それはつまり、兄のように慕う幼なじみ、それから会社では雲の上の人、そういう存在だった孝也を夫として見られるようになるのだろうかという不安だった。

　晴香はひと言ひと言、選びながら言葉を繋いでゆく。

「た、孝也のことは信用してる。恋愛感情がなくても夫婦になれるっていうのもなんとなくできるかもしれないって思ってる。だからこそ、これからどんな風に孝也と接していけばいいかがわからないの」

　孝也はいつもいつも晴香の中で頼りになる、優しいお兄さんのような存在だった。会社で彼を見るたびに遠いところにいる知らない人のように感じていたけれど、ふたりになって話してみれば、彼自身は昔となにも変わらない。だから晴香も昔と同じように話をしているけれど、夫になるというならばそれは正解ではないだろう。

　妻の夫に対する接し方は、恋人期間を経て結婚したカップルならば簡単にわかるのだろうが、残念ながらそこを飛ばしてしまった晴香にはさっぱりわからなかった。

　孝也がふっと笑って晴香の頬に手をあてた。

「そう気負うことはない。今まで通りの晴香でいてくれれば、それでいいよ」

「今まで通り……？」

「そう、今まで通り」

　今まで通りでいいという言葉に安心して、頬の手に促されるように顔を上げれば、視線の先にはいつもと変わらない優しい眼差し。でもその奥に、なにか違うものを見たような、そんな気がして晴香の胸がどきんと跳ねる。孝也に触れられている頬がぴくりと震えた。

　肌の上を、孝也の指がゆっくり辿る。

　なぜそんな風に触れるのかと視線だけで問いかけると、それに答えるように孝也がふわりと微笑んだ。

「晴香が俺を夫として受け入れられるようにするのは、俺の役目だ」

　今彼が言った言葉の意味をよく理解できないままに、晴香は瞬きを繰り返す。とくんとくんと音を立てる自らの鼓動を聞きながら。

　このドキドキは……。

　昨夜マンションで夜景を見た時とまったく同じ症状だった。あの時は、絶対にからかわれているのだと思った。

　では今は？

　エアコンは効いているはずなのに、汗ばむくらいに身体が熱い。

　頬から伝わる彼の体温が、全身を染め上げてゆくような感覚に、晴香は思わず目を閉じて身体を震わせた。……その時。

「孝也くーん！　晴香起きたぁ？」

　階下から呼びかける母の声に、孝也の指がぴたりと止まる。

「はい、やっと起きました」

　ドアに向かって答えてから、孝也はふっと笑って、晴香の頬を解放した。

「朝ご飯だ。着替えて下りておいで」

　そしてゆっくりと立ち上がり、一階へ下りてゆく。

　残された晴香は熱い頬に手をあてて、「今まで通り……？」と呟いた。




　晴香が朝食を食べ終えるのを待って、孝也は母と兄に結婚の報告をした。

　母は涙を流して喜んだ。

「孝也君なら安心だわ。晴香をよろしくお願いします」

　その涙に晴香の胸は締めつけられた。結婚適齢期を迎えた娘に、母は早く結婚しろなどとは言わなかった。

『晴香が幸せならそれでいいのよ』

　いつもそう言ってくれていた。二年前の失恋をもちろん母は知らないが、それでも当時の晴香の様子から心配してくれていたのだろう。

「天下の久我不動産の社長様に『お兄さん』と呼ばれる日がくるなんて感無量だ！」

　戯けるように兄が言って、孝也が苦笑している。

　そんな三人を見つめながら、これでよかったのだと晴香は思った。

　お互いに都合がいいから結婚しようだなんて提案、昨夜初めて聞いた時は突拍子もない話だと驚いた。

　もちろんまだ、不安はある。

　それでもこうやって家族が喜んでくれるのだから、きっとこれでよかったのだ。

　恋愛感情はなくとも、孝也とふたり信頼関係で結ばれた穏やかな夫婦になれるはず。そんな気持ちが晴香の胸に広がってゆく。

　けれどその次の瞬間、母が発したなにげないひと言が、晴香のその確信をいとも簡単に覆した。

「晴香と孝也くんに子供ができたら、きっとかわいいでしょうね。ふふふ、気が早いかしら」

　……子供？

　黙ったまま、晴香は目を剥く。

　結婚の報告をしに来ているのだから、あたりまえといえばあたりまえ。だが晴香にとっては予想外の言葉だった。

「うちの子たちに従兄弟ができるんだな」

　すでにふたりの子がいる兄も頷いて母に同調する。

　晴香はなにも言えなくなって、固まった。

　正直言って、そこまでは考えていなかった、というのが本当のところだった。二十七歳にもなって考えなしだと言われても仕方がないけれど、結婚を決めたのもつい昨日のことなのだから、それは仕方ないだろう。

　少し口を開いたまま、答えられない晴香の隣で、孝也が口を開いた。

「子供は授かり物だからな。晴香も仕事は続けるし、まぁ、それはおいおいだ」

　おいおい……。

　おいおいどうするというのだろう。

　晴香はチラリと孝也を見るが、その端正な横顔からはなにも読み取ることはできなかった。

　現実的に考えて、彼と結婚するならば、子供の話は避けて通れないだろうと晴香は思う。

　今、晴香の家族に囲まれて和やかに話をする彼は、昔のままの穏やかな孝也だ。久我不動産のすべての責任を負う立場にいることなど、微塵も感じさせはしない。それでもこの家を一歩出れば、そうはいかない。彼は生まれながらにして、久我グループを存続させる責務を背負っているのだから。

　もちろん晴香だって、できることなら子供は欲しい。晴香が思い描く幸せな家族の形は、どちらかといえば子供が中心なのだから。

　でもそれには当然、そのためのあることが必要で……。

「おばさん、急で申し訳ありませんが、晴香と一緒に住ませて下さい。結婚式は時期をみて計画します」

　にこやかに言う孝也の横顔を、晴香は微妙な気持ちでチラリと見た。

　男性はたとえ恋愛感情がない相手でもそういう行為ができるのかもしれない。恋愛感情なしの契約結婚を提案するくらいなのだから、きっと孝也にはその自信があるのだろう。

　じゃあ、私は？

　晴香は自分自身に問いかけてみる。

　恋愛感情がない相手と子作りのためと割り切って、そういう行為ができるだろうか。

　答えは、否だった。

　たとえ子作りのためだからと言われても、全然好きでもない相手とそういう行為を割り切ってできる自信はまったくない。

　晴香は、母たちと楽しげに話す孝也の横顔を見つめながら、もう一度自分に問いかける。

　じゃあ、孝也とは？

　その瞬間、晴香の脳裏に今朝自分の部屋で孝也に触れられた時に感じたあの衝動が蘇る。また、身体が熱くなった。晴香の頬に触れた少し乾いた温かい手、そこから熱を含んだ痺れが全身に広がって……。

「……か、晴香？」

　呼びかけられて、ハッとする。晴香以外の三人が不思議そうにこちらを見ていた。

「どうしたの？　大丈夫？」

　母に尋ねられて、晴香は慌てて首を振った。

「な、なんでもない。大丈夫」

「そう。なら孝也君の言う通りでいいのね？」

　よからぬなにかを想像して身体を火照らせてしまったことをごまかしたくて、わけがわからないまま晴香は答える。

「え？　うん、それで大丈夫」

　母がにっこりとして頷いた。

「ならよかった、早速書かせてもらうわね。婚姻届の証人欄」










初めての夜




「北見さん、金曜日に直してくれた例の書類ばっちりだったわ。ありがとう」

　休みが明けた月曜日の夕方に、会社の自席で、長なが島しまという女性主任に声をかけられて晴香はパソコンから顔を上げた。

「いえ、ギリギリになってしまって申し訳ありませんでした」

「それは大丈夫。もう定時を過ぎたし今日はあがってくれて構わないわよ」

　その言葉に、晴香は微妙な気持ちのまま頷いた。

　怒涛のような休みが終わった。

　本当に、金曜日の夜ここで残業していた時には、まったく考えもしなかった展開だ。まさか自分が休み明けには、北見晴香から久我晴香になっているなんて。

　北見家側の了承をあっさりと取り付けた孝也は、そのまま兄の健太郎に手伝わせて晴香の引っ越しを済ませてしまった。

　しかも婚姻届まで出してしまったのだ。

　会社には手続き上必要な、ごく少数の人にしか伝えてはいないから、表面上晴香の生活には変わりはない。こうしていつもの席でいつものように仕事をしていると、夢だったのだと思うくらいだ。でも昼間、携帯にきた孝也からのメッセージに、やはり現実なのだと晴香は思い知る。

【今夜は早く帰るようにする】

　そのメッセージに【了解です】とだけ返信して、晴香はもやもやと考えを巡らせた。

　休み中は、荷物を運んだり婚姻届を出しに行ったりして比較的忙しくしていたから、晴香は夜は実家へ帰った。だから今朝もいつも通り実家から出勤したのだ。

　だがあらかたの荷物を運び終えて、母と実家に別れを告げた今夜からは孝也のマンションに帰る予定になっている。

　つまり今夜から本格的に孝也とふたりの生活が始まるのだ。

　そのことに思いを巡らせると、晴香の胸は否が応にもあやしく騒ぐ。正直言って、定時退社が嬉しいのかどうなのかすらわからなかった。

　今まで通り、そのままでいいと孝也は言った。それはつまり、そうあってほしいという風にもとれる言葉だ。

　彼がこの結婚に望むものは、第一に会社の利益なのだから。

　大丈夫、今まで通りできるはず。

　結婚したからといって、孝也が急に知らない人に変わるわけではない。彼は晴香のよく知る孝也のままなのだからと、晴香は自分に言い聞かせる。

　大丈夫、できるはず。

　でも……。

　晴香は頬に手をあてて、目を閉じる。

　温かい大きな孝也の手は、いつも晴香に優しかった。公園までの道のりを兄の代わりに手を繋いでくれた時、転んでしまった晴香を助け起こしてくれた時。いつもいつも優しく慈しむように晴香に触れてくれた。

　それなのに。

　週末に晴香の部屋で頬に触れたあの温もりは、晴香の知らない孝也だったように思う。いつもの優しい眼差しの中に、確かに見たあの少し熱を帯びたあれは、いったいなんだったのだろう……。

　わからない、わからないけれどただ思い浮かべるだけで、晴香の鼓動はひとりでに走り始める。

　晴香は小さく息を吐いて、パソコンをシャットダウンした。




　フライパンの中のチキンライスをかき混ぜながら晴香はすうっと息を吸う。バターとケチャップのいい香りが晴香の鼻をくすぐった。あとはこれを卵で包めば、晴香特製オムライスの完成だ。

　冷蔵庫の中にすでにサラダはセットしたから、孝也が帰ってきたらすぐにでも食べられるようになっている。

　帰り際、夜ご飯はどうするのかと尋ねる晴香からのメッセージに、孝也からは家で食べたいと返事があった。

　だからこうして作って待っているというわけだ。

　実家では夕食は母と交代で作っていたけれど、社会人として忙しい日々だったから比較的手早くできる適当なものばかりだった。

　だから、妻が夫に出す料理としては相応しくないものばかりかもしれない。しかも孝也は毎日高級なものばかり食べてそうだし……。

　そんな風に考えたら、なにを作ればいいか悩んでしまい、結局一番得意なオムライスにした。

　でもちょっと子供っぽいメニューだったかな？

　少し心配になった時、玄関の方で音がした。時刻は午後八時半、孝也が帰ってきたのだろう。

「お、おかえりなさい」

　パタパタと足音を立てて玄関まで行き、晴香は彼を出迎える。孝也が靴を脱ぎながら嬉しそうに微笑んだ。

「ただいま。いい匂いがする」

「ご、ご飯作ってあるんだけど」

　どぎまぎしながら晴香は答える。

〝今まで通り、今まで通り〟と胸の中で唱えながら。

　孝也が意外そうに声をあげた。

「晴香が？」

　その様子が、まるで晴香にできるのか？とでも言いたげに思えて、晴香は頬を膨らませる。

「私だって料理くらいできるもん」

「そう？」

「そうよ」

　孝也がぷっと吹き出して、はははと笑った。

「ごめん、ごめん」

　晴香の胸がどきんと鳴る。それがあまりにも大きな音に聞こえたので、孝也に聞かれていやしないかと、エプロンの胸のあたりをギュッと掴んだ。

　いったい自分の心臓はどうしてしまったのだろう。見慣れたはずの彼の笑顔にこんなにも反応するなんて。

「お、美味しいかどうかはわからないけどね」

　取り繕うようにそう言って、晴香は少し慌ててキッチンへ戻る。

　また〝今まで通り〟と胸の中で唱えながら。

　そしてオムライスを仕上げてしまおうと卵をボールに入れてかき混ぜていると、書斎に鞄を置いた孝也がキッチンへやってきた。

　そしてなぜか晴香のすぐ後ろに立って、頭の上から卵のボールを覗き込んだ。

「オムライス？」

「きゃっ！」

　また心臓が大きな音を立てて、晴香は思わず泡立て器を取り落としてしまう。

　ふたりだけのキッチンに、ガチャンと派手な音が響いた。

　孝也がくすりと笑う気配がして、大きな手が泡立て器を拾い上げ、晴香の手に握らせる。そしてそのまま晴香を後ろから包み込むように抱きしめた。

「っ……！」

　なんだかとても恥ずかしい声が漏れそうになって、晴香はとっさに唇を噛む。少し甘い彼の香りに全身が包まれて、くらくらとめまいを起こしてしまいそうだった。

「……晴香？」

　晴香の髪に顔を埋めて、孝也が晴香の名前を呼ぶ。低い声で直接脳に語りかけられているような感覚に、晴香の身体が甘く痺れた。

　どうして彼は、こんなことをするのだろう。

　まるで恋人同士のように、こんな風に……。

　唇を噛み晴香が小さく頷くと、孝也がもう一度、晴香の耳に甘く甘く囁いた。

「うまそうだ。着替えてくるよ」

　そしてもう一度くすりと笑って、ゆっくりと晴香を解放する。

　すっかり熱くなってしまった頬を押さえて、寝室のドアへ消えていく大きな背中を晴香は睨んだ。

　やっぱり、今まで通りになんてできないかも……。

　急速に自信をなくして、真っ赤な頬を膨らませたまま、晴香は意味もなく卵をガシャガシャかき混ぜた。




「晴香、やっぱりこのヒツジのぬいぐるみ、持ってきたんだな」

　少し呆れたように孝也が言う。

「べ、べつにいいじゃない」

　晴香は口を尖らせた。

「あぁ、確かにそれはべつにいいんだけど。でもなんでこれが今ここにあるんだ？」

　孝也にじろりと睨まれて、晴香は視線を逸らして口を噤んだ。

　夜もふけた新婚夫婦の寝室である。

　もともと孝也が使っていた、夜景を望めるキングサイズのベッドはふたりで使っても十分にゆとりがある。そのベッドの上で、お風呂に入りすっかり寝るだけになった孝也と晴香は、古びたヒツジのぬいぐるみを間にして対峙していた。

「なにって……一応、これがきょ、境界線みたいな？」

　晴香の言い分に、孝也が大きくため息をついた。

　休みの間に持ってきた晴香の荷物は、ほとんどが空いていた個室に運び込まれた。その部屋を好きに使っていいと言った孝也は、一方で寝室は一緒にすると言って譲らなかった。

『べつに俺たちは、仮面夫婦ってわけじゃないんだ。そんな新婚生活、聞いたことがない』

　そうなのかな？と晴香は思う。

　確かに、子供ができてから寝室を別にする夫婦の話は聞いた覚えはあるけれど、初めからというのは聞いたことがないような……。

　しかも孝也のマンションには、ふたりで使える大きなベッドがあると彼が母に話してしまったから、晴香はその母の手前、布団を持ってこられなかった。

「ほら、私寝相が悪いから……。はみ出して孝也を蹴ったりしたら悪いでしょ？」

　そう言って上目遣いに孝也を見ると、彼はもう一度ため息をついて、ヒツジのぬいぐるみをがしっと掴んだ。

「あっ！」

　そしてそれをあっさり退けるとぐいっと晴香を引き寄せる。

　晴香の作った境界線は、いとも簡単に崩された。それどころか孝也の膝の間に挟まれて、大きな腕に囲まれてはとても逃げられそうにない。

　晴香の鼓動が、また大きな音で鳴り始めた。

「もちろん、いきなり襲ったりはしないから安心してくれていい。でも、まさか晴香、赤ちゃんはコウノトリが運んでくるなんて思ってないだろう？」

「そっ……！」

　晴香は真っ赤になって声をあげる。

「そんなわけないじゃない！」

　孝也がくいっと眉を上げた。

「どうだかな。ヒツジのぬいぐるみに守ってもらおうとするくらいだから。でも、どうやって子供ができるのかを知ってるなら、尚更これはないんじゃないか？　……晴香、子供はいらない主義か？」

「そうじゃないけど……」

　言い淀み口を噤む晴香を、孝也は至近距離でジッと見つめた。

「とにかく、ぬいぐるみの境界線はなしだ。さっきも言ったように、いきなり襲ったりはしない。でも少しずつは慣れてもらわないと、それとも晴香はその時になったら割り切って子作りできる自信があるのか？」

　なんだか核心をつくような質問に、晴香は慌てて首を振った。

「そんなことできないよ!!」

　思いがけず大きな声が出てしまう。

　そんな晴香の反応に孝也は一瞬動きを止めてから、少し落胆したように、小さくため息をついた。

　晴香の胸がちくりと痛む。

　恋愛感情なしの契約結婚を承諾しておきながら、割り切って子作りもできないなんて、きっと彼は晴香にがっかりしたのだろう。

　晴香の口から「ごめんね」という言葉がついて出る。

　孝也が、少し驚いたように晴香を見た。

「どうして謝る？」

「だって、割り切ってこういうこともできないのに。結婚してしまって……」

　晴香は申し訳なくてうつむいた。

　家族の心配、将来への不安、いろいろなことが一気に解決する結婚だなんて喜んだけれど、本当はこれが一番大事だったんじゃないかって思えてきた。

　そんなことを考えて、黙り込む晴香の頬に孝也の手があてられて、くいっと上を向かせられる。

　そこには、複雑な色を浮かべた孝也の眼差しがあった。

「晴香。……俺とは無理そうか？」

　一段低くなった孝也の声に、晴香の肌はぴくりと震える。射抜くような視線は、晴香の知らない孝也だった。

　いやそもそも、と晴香は思う。

　自分はどれほど彼を知っていたのだろう。

　頬に添えられた大きな手、自分を包む逞しい腕、落ち着かない気持ちにさせるこの視線、全部全部、晴香の知らない孝也だった。

「晴香？」

　名前を呼ばれて、晴香は思わず目を閉じる。

　いつのまにか、彼の呼ぶ自分の名前が、こんなにも甘く聞こえるようになっている。

「晴香？」

　聞き慣れたはずのその声が、甘く晴香の頭に響いて、晴香の中の忘れかけたなにかを目覚めさせようと心を揺さぶる。もう自分には必要がないと閉じ込めた、あの気持ちを。

　晴香は目を閉じたまま、掠れた声を絞り出した。

「孝也なら……、大丈夫だと思う」

　言いながら目を開くと、目の前の男らしい喉元が、ごくりと動くのが視界に入る。思い切って視線を上げると、なにかをこらえるように眉を寄せた、孝也の瞳と目が合った。

　頬に添えられていた手がゆっくりと移動を始める。そして合図をするように晴香の唇を親指でノックした。

　痺れるようなその刺激に、ほとんど無意識のまま、晴香の口がわずかに開く。

　すかさずそこへ、孝也の唇が覆い被さった。

「んっ……！」

　いきなりの深いキス。

　でもそれをちっとも嫌だと思わないのは、自分の中のあの気持ちが目覚め始めているからだと晴香は思う。突然の侵入者を、両手を広げて歓迎して、甘い香りで満たしてほしいと叫んでいる。

　もっともっとたくさん欲しい……。

　一方で、頭の隅の晴香の理性が怯えている。これ以上奥へ来られたらもう後戻りできそうにない。晴香と孝也の関係は、そんな気持ちは必要ない、ただの契約結婚だというのに。

　大きな胸元に手をついて、晴香はもう無理だと合図を送る。だがそれを彼は許してはくれなかった。

　強い力で抱き込んで、動けなくして、晴香の中を縦横無尽に暴れ回る。

「ん、んんっ……！」

　わずかに漏れる自分の声が、信じられないくらいに艶めいている。孝也のシャツをギュッと掴んで、晴香はようやく確信する。

　今まで通りなんて、絶対に無理だ。

　それは多分、孝也が見せた晴香の知らない彼の一面のせいだけではない。

　晴香自身が、確実に変わり始めている。

　いつのまにか力が抜けて、晴香は孝也の腕に身体を預ける。ゆっくりと頭を撫でられてようやく唇が離れたことに気が付いた。

　そんな晴香を見下ろして、孝也が満足そうに微笑んだ。

「こうやって少しずつ、慣らしていこうか」










秘密の屋上




　経理部の社員は基本的に自分のフロアから出ない。大抵の他部門とのやり取りは社内メールで済むようになっているからだ。だから下手をすると一日中、太陽の光を浴びない日もあるくらいだった。

　孝也との生活が始まって数日経ったある日の昼休み、晴香はお弁当を片手に鼻歌を歌いながら、オフィスビルの屋上へと続く階段を上っていた。

　久我不動産本社ビルの屋上は、緑化されていて公園のようになっている。社員はそこで休憩時間を過ごすことができるのだ。

　この日、晴香は朝からずっとパソコンと睨めっこをしていた。月末が近くて仕事が立て込んでいるからだ。そしておそらくは、午後も同じように缶詰めだ。

　晴香はせめて昼休みくらいは外の空気を吸いたいと、昼食を屋上庭園でとろうと思ったのだ。そして普段ならエレベーターで上がるところ、運動不足を解消するためにと、張り切って階段にしてみた。

　でも予想以上に息切れがして、ちょっと失敗だったかなと思いながら屋上に着いた時、柱の影から思いがけない人物が現れて、晴香は声をあげそうになる。

「え？　たかっ……！」

「しっ！」

　唇を指で押さえられて、晴香は目を白黒させてしまう。そしてそのまま、腕を引かれて〝関係者以外立入禁止〟のプレートが付いている、素っ気ない扉の中へ引き込まれた。

「た、孝也!?」

　扉が閉まったのを確認してから、晴香は目の前の人物の名を呼ぶ。びっくりしすぎてここが会社だということも忘れて。

「あぁ、びっくりした！」

　晴香はホッと息を吐く。

　孝也が少し声を落としてそれを制した。

「ここは誰も来ないけど、庭園側と空間は繋がっているから、大きな声を出すと聞こえるぞ」

　そう言われて晴香は周囲を確認する。扉の中に引き込まれたと思ったが、ここは外で屋上の一部のようだった。耳を澄ましてみると確かに屋上庭園で休憩時間を過ごす社員たちの声が聞こえる。ここは庭園を管理するための設備が設置してある場所のようだ。庭園の景観を損ねないため、壁で仕切られていてお互いに姿は見えないし、行き来もできないようになっている。

　それでも確かに大きな声を出せば聞かれてしまうだろうと思い、晴香は口を噤んだ。

　それにしてもこんなところでいったい彼はなにをしているんだろう。晴香は、青い空を背ににっこりと微笑む彼を少し呆れて見つめた。

　隠れんぼでもしているのだろうか？

　孝也がニヤリと笑って、コンクリートの段差に腰を下ろした。

「時々、ここで休憩するんだよ。風が気持ちいいだろう？」

　そして少し遠い目をして、眼下に広がる都心の街を眺めた。

　その姿に、晴香の胸がギュッとなる。

　生まれつき少し茶色い髪を初夏の風になびかせて、気持ちよさそうに瞬きをする彼は、この巨大な企業をたったひとりで背負っている。常に人に囲まれて、常に重要な決断を迫られる立場にいる。

　その彼が、誰も来ないこの場所で休憩しているだなんて。

「ここの鍵は秘書にも渡さないようにしてるんだ。だからさっき誰かが階段を上ってきたと思った時は、隠れてやり過ごそうとしたんだけど。晴香だったんでびっくりしたよ」

　そう言って孝也は、自分の隣をぽんぽんと叩いた。

　晴香にも隣に座れという合図なのだろう。

　晴香は素直に従った。

「こんなところで……」

　晴香は呟いて彼を見る。社長である彼ならばもっといい休憩場所がありそうなものなのに。

　それをそのまま口にしようとした晴香だが、耳にきゃあきゃあとかまびすしく話す女性社員の会話が飛び込んできて口を噤んだ。

「あぁ～、社長どこに行かれたのかしら」

「時々、ふらりといなくなられるわよね。すぐに戻って来られるけど。たまにはランチくらいご一緒したいわ」

「こういう時、山やま里ざとさん絶対におしえてくれないものね」

　どうやら会話の主は秘書室の女性社員のようだった。

　お昼時に時々孝也が姿を消すことを不思議がり、第一秘書の山里という男性社員に居場所を尋ねてもおしえてもらえないとしきりに愚痴をこぼしている。

　なるほど、人気がありすぎるというのも困りものだということか。社内で見かける孝也の周りはいつも人が集まっている。秘書室の社員があの調子では、ゆっくりお昼休みを取ることもままならないのであろう。

　晴香がチラリと孝也を見ると、彼は小さく咳払いをして目を逸らした。

　そして、「べつに盗み聞きするためにここへ来てるわけじゃないからな」などという言い訳のような言葉を口にした。

　そんな姿は社内で誰より尊敬されている社長のものとは思えなくて、晴香は思わず吹き出してしまう。そしてお弁当を抱きしめてくすくすと笑いながら立ち上がった。

「わかっています。貴重な休憩時間の邪魔にならないように私もう行きますね」

　会社用の顔になって、でもまだ笑いから抜け出せないままにそう言うと、腕をぐいっと引かれた。

「きゃっ！」

「しっ、向こう側に気付かれるぞ。……俺はべつにそれでもいいけど」

　耳のそば囁かれて、晴香は慌てて口を閉じる。だがそうこうしているうちに、あっというまに彼の膝の上に乗せられて、大きな腕に抱き込まれた。

　秘書室の女性たちの声は遠ざかって、もう聞こえない。でもまたいつ誰が来るかもわからないのだ。

　晴香は、ドキドキとうるさい自らの鼓動を聞きながら、孝也を見上げた。

「な、なにするんですか。社長」

　向こう側には聞こえないくらいの声のボリュームで孝也を詰ると彼は眉を上げた。

「久しぶりに妻の顔を見られたのに、早々に逃げられてはたまらないと思ってね」

「なにを……！」

　言ってるんですか！と言いかけてまた晴香は口を閉じる。代わりに頬を膨らませて彼を睨んだ。

　でも実際、彼の言う通りだった。

　初日こそ、早く帰ってきた孝也だが、以降は深夜の帰宅が続いている。朝も早くに出て行くから、ふたりでゆっくりと顔を合わせる時間はほとんど取れていないのだ。

　だからこうやって彼の香りを感じることも、あの初めての夜以来で……。

　と、そこまで考えて晴香の頬が熱くなった。その頬を孝也が突いてニヤリと笑う。そしてそのまま、晴香をギュッと抱きしめた。

「孝也、ダメだってば」

　本当は、その甘い香りに酔いしれてしまいたいと晴香の胸の高鳴りが言う。でもその中に混ざるオフィスの空気感に気が付いて一生懸命に身をよじった。

「いいじゃないか、休憩中なんだから。ちょっと疲れたから、充電させて」

　そう言って晴香の髪に顔を埋めて、孝也はふぅーとため息をつく。

　休憩中ならばひとりの方がいいに決まっているのにと晴香は思う。

　だが彼は晴香には想像もつかないくらいの重圧を背負っているのだと思い直し、身体の力を抜いて彼の腕に身を任せた。

　孝也がくぐもった声を出した。

「……早く、晴香を妻だと言いたい」

　晴香に言ったというよりは思わず口から漏れたような呟きに、晴香の胸がツキンと痛んだ。

　さっき聞いたばかりの女性たちの会話が頭に浮かんだ。

　本当なら嬉しいはずの異性からの好意、でも彼のような仕事第一の人間には、時に煩わしく感じることもあるのだろう。

　晴香との結婚を公にできれば、そういったものからも解放されて仕事だけに集中できる、彼はそう言いたいのだろう。しかも結婚の相手が晴香なら、妻からのそういった感情も逃れられるというわけだ。

　幼なじみであり、お互いに恋愛感情を抱きようがない晴香なら……。

　本当に、どこまでも合理的な人だと晴香は思う。

「晴香」

　名前を呼ばれて顔を上げれば視線の先にあの眼差し、晴香の胸が切なく揺れる。こんな風に見つめられて、冷静でいられる人がどこにいるというのだろう。

　形だけの妻だというならば、そんな瞳で見つめないで。

　だがその言葉は口にすることはできなかった。

「んっ……！」

　熱い孝也の唇が晴香の唇を塞いで、冷静さを奪ってゆく。甘い甘いなにかで、晴香を誘う。

　本気になってはいけないと一生懸命に唱えながら、晴香は彼のシャツを縋るように握りしめた。










孝也の真実




　ざわざわと社員たちが話す声が耳に入って、昼休みに突入したのだと孝也は悟る。

　梅雨の晴れ間、雲ひとつない初夏の空を見上げて、孝也は少し長いため息をついた。

　毎日分刻みで詰め込まれる業務のスケジュールをこなす孝也にとって、この屋上で過ごす休憩時間は、少しの間その重い責務から解放される大切な時間だ。

　月に一度業者が点検のために入る時以外は、誰にも鍵を渡さないようにしている。

【昼休み、例の場所で】

　さっき晴香に送ったメッセージの画面を確認しながら孝也は笑みを漏らした。

　山里には三十分で戻ると告げたから、あと少ししたら戻らなくてはならない。

　相当重症だ、と自分でも思う。

　メッセージを見た彼女がここへ来られるかどうかが、こんなにも気になるなんて。

　偶然、迷い込むように晴香がここへ来てから二週間。時々こうやって春香をここへ誘い、ふたりで会うようになった。

　夜はあまり早くは帰れないから、今のところこの時間がつかの間の夫婦の時間といえるだろう。

　長年想い続けた晴香とようやく結婚することができた。そのことに思いを馳せて、孝也は眼下に広がる都心の街を眺めた。

　ずっと好きだった幼なじみの晴香。

　だがそもそも孝也が自分の気持ちに気が付いたのは、ほんの二年前のことだった。

　親友の健太郎の妹である晴香は本当に小さい頃から知っている、孝也にとっても妹のような存在だった。

　真っ白な柔らかい頬、つやつやの黒い髪、キラキラした大きな瞳。孝也にとって彼女はいつも守るべき存在だった。

　晴香もどこか孝也を実の兄より頼りにしているところがあったから、孝也もそれに応えて彼女を導き、成長を見守った。

　その晴香を、まさか自分がずっと女性として愛していたなんて。

　それを孝也に気付かせたのは、二年前に付き合っていた恋人だった。

　当時孝也はその恋人との結婚を考えていた。……いや、考えさせられていたというべきか。

　とにかく三十歳を過ぎたあたりから結婚はどうするのだと周りがうるさくなり始めたのだ。

　もちろん孝也とて結婚はするつもりだった。うるさい親戚連中が言う後継ぎの話は抜きにしても生涯を共にするパートナーが欲しかったからである。

　厳格な父と破天荒な母は異色の組み合わせだと言われていたが、それでもふたりは深く愛し合っていた。

　そんな家庭で育った孝也にとっては、愛する人と結婚することがごくごく自然なことだったのだ。

　でも肝心の相手が見つからないという問題を、孝也はずっと抱えていた。

　恋人ができないというわけではない。久我グループの御曹司である孝也だから、それなりに誘いはあったし、むしろ付き合う相手には不自由しない生活だった。

　それなのにどれだけ魅力的な女性と付き合っても、結婚をというほど心を動かされなかったのだ。

　それならばいっそそういう感情は置いておいて、会社と久我家のためになるような縁を結ぶ方がいいのかもしれない、と思い始めた頃に出会ったのがその彼女だった。

　家具ブランドを手がける会社の社長として、孝也と同様に海外を飛び回っていた彼女とは、どこかビジネスパートナーのような感覚で、互いに自立した束縛し合わない関係性が心地よかった。孝也の思い違いでなければ、相手の孝也に対する気持ちも同じようなものだったはず。

　なるほど彼女のような女性とならば深い愛情がなくとも、互いを尊重し合う平和な夫婦になれるかもしれないと思っていた。

　だがその彼女が、孝也の中の眠っていた感情を呼び覚ますきっかけになったのだ。

『孝也には、誰か他に好きな人がいるようね』

　そのひと言を、孝也は初め小さな驚きをもって受け止めた。

　自分と同じく厳しいビジネスの世界で生きる彼女にはどこか勘の鋭いところがあって、さすがだと舌を巻く場面に遭遇したこともある。

　その彼女にしては見当外れの言葉だと。

　もちろん即座に否定したが、彼女の方は納得しなかった。

『ふーん、そう？　でも私はべつにそれでも構わないのよ。あなたと付き合っているだけで、有利になる案件がたくさんあるんだもの』

　そんな彼女になぜか軽い苛立ちを覚えて、孝也は『だから、そんな相手はいないと言ってるだろう』と言い返した。

　その孝也をジッと見つめて、彼女は言った。

『自分でも気が付いていないのかしら』

　くだらない憶測。

　だが思い返してみれば、心当たりがないというわけでもなかった。

『孝也って私のこと好きじゃないでしょ』

『孝也ってドライなのね』

『あなたに好きになってもらえないのがつらいわ』

　そのすべてが、過去の恋人たちに言われた言葉だった。

　孝也がどれほど相手に誠実に尽くしても、過去の恋人たちには、いつもどこか冷めていると言われ続けてきたのだ。

　それはただ自分自身が深く人を愛せないからだと思っていた。

　そういう人間だからなのだと……。

　だがそれについて深く考える時間もないままに、突然父親が亡くなり、孝也は急遽久我不動産の社長に就任することになったのだ。

　その彼女との関係はほどなくして解消した。

　そして社長となってすぐのある日、そういえば晴香は元気にしてるだろうかと思い素知らぬフリで立ち寄った経理部で、孝也は雷に打たれたような衝撃を受けた。

『社長、彼女は北見さん。入社三年目なんですけど、とても仕事が早くて正確なんで、もはや経理部にはなくてはならない存在なんです』

　少し声を落として経理部のメンバーを紹介する主任の長島の視線の先、少し離れた窓際の席には一心不乱にパソコンに向かう晴香。

『ああやって仕事に集中してしまうと、周りが見えなくなってしまうのが玉に傷なんですけど』

　そう言って晴香に声をかけようとする長島を止めて、孝也は彼女の横顔をジッと見つめた。

　晴香が入社したそのすぐ後に孝也の方は海外支社の支社長に就任し、あまり日本に帰れない生活が始まった。

　だからその日まで彼女と会うことはほとんどなく、ただ時折、健太郎から近況を聞くのみであった。

　本当に久しぶりに会う幼なじみ。

　その彼女が、孝也の目に随分と違って見えるから不思議だった。

　ほっそりとした身体に、背中に流した艶のある黒い髪。白い頬は小さい頃と同じように柔らかそうだと思ったけれど、パソコンの数字を追う真剣な眼差しからは幼さは抜けていた。

　成長しても孝也の中では、彼女はいつもどこか小さな女の子だったけれど、紛れもなく大人の女性なのだと孝也のあやしく騒ぐ胸の鼓動が言った。

　懐かしいという気持ちだけじゃないこの感情は……。

　頭に浮かぶのはあの言葉だった。

『孝也には誰か他に好きな人がいるようね』

　まさか俺は晴香を……？

　ありえない、違うと孝也は自分に言い聞かせた。

　俺は晴香をそんな目で見ていない。

　……だが、もしそうであるならば、今までの恋人たちの言葉にも納得がいく。どんなに教養高く美しい女性を前にしても、心が動かされなかったのは、いつも胸の中に無垢で飾り気のないこの少女がいたからだとするならば。

『孝也ってドライなのね。女性にはあまり興味がないみたい』と言ったのは何人目の恋人だったか。

　……いつからなのだろう。

　いつから俺は晴香を？

　記憶にある限り彼女はずっと孝也の心の片隅にいた。

　支社長として海外を飛び回る忙しい日々の中でも、健太郎から晴香の近況を聞くたびに、温かい気持ちになった。社会人として歩み始めた彼女の姿を思い浮かべ、彼女がいるこの会社をより一層盛り立てなくては、と身が引きしまる思いがした。

　どうして気が付かなかったのだろう。

　いやもしかしたら、気付きたくなかったのかもしれない。

　北見家は孝也にとって特別で大切な場所だ。少しぶっきらぼうなところがある健太郎もその母も孝也にとっては家族にも等しい存在で、そのふたりに大事にされている晴香は孝也にとっても特別な存在だ。

　その晴香を女性として愛する気持ちがあの場所を失うことに繋がるのではないかと、恐れていたのではないだろうか。だから無意識のうちにこの想いには気が付かないように蓋をして……。

　その晴香にどうやら彼氏ができたらしいという話を孝也が知ったのはそのすぐ後、兄の健太郎を通じてだった。

　晴香が自分ではない他の誰かのものになる。

　その事実を孝也はどうしても受け入れられなかった。心が凍りつき、嘆き悲しみ、血を流した。

　ほどなくして、手ひどく振られたらしいと知った時は、自社の社員だという相手の男をどこかへ飛ばしてやろうかなどという考えが頭に浮かんだ。

　普段の自分なら思いつきもしないことだったが、それほど晴香を傷つけたというその男が許せなかった。

　そしてその時、孝也は決意したのだ。

　晴香は自らの手で幸せにすると。

　その頃から孝也は晴香と連絡を取り、兄の健太郎抜きで会うようになった。社員でもある晴香の話を聞きたいなどという適当な理由をつけて。

　久我不動産の入社試験を孝也に内緒で受けた彼女は、採用通知を嬉しそうに見せて、『黙っててごめんなさい。でも孝也の会社なら間違いないと思ったから。大きい会社だから会うこともないだろうし、特別扱いしてなんて言わないから許してね』と言って笑った。

　少し臆病なところがある彼女は、新しい一歩を踏み出すことが苦手なのだ。新たな出会いがある春は少し苦手な季節なのだと言っていた彼女が、就職先に自分の会社を選んだのを孝也は嬉しく思った。これからも近くにいて、なにかあれば手を差し伸べてやることができる。

　特別扱いはいらないと彼女は言うが、会って話をするくらいはいいだろう。彼女自身が孝也にとって初めから特別な存在で、いつもそうやって成長を見守ってきたのだから。

　だがもともと奥手だった彼女は、その恋人と別れた後、すっかり恋愛に消極的になってしまった。健太郎の話では家族に「私は一生ひとりだと思うけどしっかりした会社に勤めているから安心だよね」とこぼすこともあるくらいだったという。

　孝也はそんな彼女に自分の気持ちを告げることなく、ただ隣にいて彼女の心の傷が癒えるのを待っていた。

　優しい保護者のようなフリをして。

　本当はすぐにでもこの想いを打ち明けてしまいたかった。

〝愛している、誰にも渡さない〟と、飾りのない小さな耳に囁いて、黒い柔らかい髪に顔を埋めて、あの花のような香りを胸いっぱいに感じたい。

　そして身も心も自分だけのものに……。

　でも孝也はそれをしなかった。いや、できなかったのだ。

　そんなことをしたら晴香が怯え、さらに傷ついてしまうのが目に見えていたから。

　だってどこからどう見ても、晴香は自分を優しい兄のような存在としてしか見ていないじゃないか。

　ただでさえ恋愛は怖いと怯えてしまっている彼女に孝也の気持ちを知られてしまったら、彼女の中にある自分に対する尊敬と親しみの気持ちはたちまち崩れ去ってしまっただろう。そしてますます怯えて、自分の殻に閉じこもってしまうだろう。

　焦ることはない。

　そう孝也は自分に言い聞かせて、辛抱強くその機会を待っていた。

　その孝也に突如結婚を決意させたのが、あの昼休みの雑談だった。

　ひとり暮らしをするという彼女に部屋を探してやるのはわけないと思ったけれど、それ以上に結婚相手を探しに合コンに、というのは聞き捨てならないと思った。

　晴香が他の男のものになるかもしれない。

　以前感じたあの凍りつくような感覚が孝也の胸に鮮やかに蘇った。

　晴香を深く傷つけた過去の恋人。

　孝也がもっと早く自分の気持ちに気が付いていたなら、晴香はその男に出会っていなかったかもしれないのだ。

　もう二度と同じ過ちは繰り返さない。

　お互いに都合がいいから、恋愛感情はなしで結婚しようなんていう話は、本当に苦肉の策だった。普段は冷静で常識的な判断をするように心がけているというのに、まったく……らしくないと自分でも思う。

　でも一方で、そうでもしなければ、この結婚は実現しなかっただろうとも思う。

　恋愛が怖いと怯える彼女に、結婚を受け入れてもらうにはこの方法しか……。

　兎にも角にも説得は成功し、晴香を妻にすることができた。とりあえずはそれで満足して、これからゆっくりと彼女の心がほぐれるのを待とうと孝也は決めている。

　そう決めているのだが……。

　それでもあの柔らかい肌と唇を前にすると、どうにも理性が飛びそうになってしまう。すぐにでも彼女を押し倒して自らの愛で彼女をいっぱいに満たしたい。

　初めての夜『孝也なら大丈夫だと思う』と口にした晴香の潤んだ瞳に、衝動に任せてキスをした。恥じらう彼女をねじ伏せるように夢中になって彼女の中を堪能した。

　幸いにして晴香の方はそれほど嫌がる様子はなかったけれど……。

　優しいだけの男のフリがこんなにも骨が折れるとは知らなかったと、孝也がため息をついた時。

　廊下へ繋がるドアがギギッと音を立てて遠慮がちに開く。

　そしてそこからひょっこりと晴香が顔を出した。

「お、お疲れさまです」

　孝也は素早く彼女を捕まえて腕に抱く。

　ドアが閉まるバタンという音と同時に「遅かったじゃないか」と小さな耳に囁けば、晴香は頬を膨らませて小さな声で反論した。

「いつもいつも来られるわけじゃないもの」

　そう言いながらも彼女の頬は真っ赤に染まり、額には玉のような汗が浮いている。階段を一生懸命駆け上がって来たのだろうと思うと孝也は温かい気持ちになった。

　こんな気持ちにさせられるのはやっぱり晴香だけだ。

　孝也は吸い寄せられるようにその頬にキスを落とす。吸いつくような瑞々しい感触に、心が澄んでゆくのを感じた。

　もはや自分は絶対に、彼女なしではいられないと強く思う。

「ダメだってば！」と言って孝也を押し返そうとする彼女の頬を突きながら、孝也は自分自身に言い聞かせた。

　大切にしなければ。

　晴香が自然と自分を受け入れられるようになるまでは、手を出してはいけない。

　でもジッと自分を睨む大きな瞳を見つめるうちに、なんだか誘われたような気分になって、今度は額に口づけてしまう。

　そしてそのまま唇へも。

「んっ……」

　わずかに漏れる晴香の吐息が、孝也の耳を甘くくすぐる。

　それをこの上なく心地よく感じながら、孝也は晴香を抱く腕に力を込めた。










交流会の夜




「それにしても私の知らないうちに、大変なことになってたんだね。本当に驚きだわ」

　空になったビールのジョッキをテーブルにドンと置いて、梨乃が声をあげる。晴香はなんとも言えない表情で頷いた。

　周りはざわざわと騒がしい。

　例の交流会である。

　結局晴香は、交流会に参加することになった。キャンセルしようにもそれが可能な期間が過ぎていたからである。

　もちろん、お金だけ払って欠席してもよかっただろう。でもそれはいくらなんでも梨乃に申し訳ないような気がするし……などとうじうじ考える晴香に結論を出させたのは孝也だった。

『無理にとは言わないけど、行ってみたらどうだ？』

　完全なる合コンというわけでもなさそうだから、と。

『確かに晴香は経理部でしっかりと仕事をしてくれている。それは間違いのない事実だ。でももう少し仕事の幅を広げたければ、他部門の人間との交流がなにかのきっかけになるかもしれないよ』

　それは晴香も感じる部分は多々あった。

　久我不動産は社内ネットワークが充実していて、特に晴香のような分野の社員はあまり他の社員と関わらなくても仕事はできるようになっている。それでも折に触れて、やりにくい場面に遭遇するのは、晴香が社内の人間だとはいえ相手をあまりよく知らないからだろう。

　そういう意味でこの交流会はいい機会だ、と孝也は言っているのだ。それは、常に社員との交流を大切にしている彼らしい意見だと晴香は思った。

　今までは田所や長島のもと、ひたすら正確に仕事を仕上げ続けることに邁まい進しんした。だが入社してから丸五年経った今、少しずつでも次のステップに踏み出すべきかもしれない。

　そういう気持ちで晴香は交流会に参加することを決めたのだ。

　とはいえ合コン気分で参加するわけではないと、梨乃にははっきりと言っておく必要があったから、晴香は交流会の前にあらかじめ彼女だけに、事情を説明しておいたのだ。

　そもそも、社長である久我孝也と晴香が幼なじみだということすら知らなかった梨乃は、驚きしばらくは唖然としていた。でもそこはいつも真面目だけが取り柄の晴香のこと、信じてもらえたというわけだ。

　そして交流会で紹介を、という社員たちには〝晴香には彼氏がいる〟と説明してくれたおかげで晴香は安心して参加できている。

　お酒の入る場面は苦手だと自分で決めつけていた晴香だけれど、参加してみれば、そうでもないと気が付いた。

　交流会には女性もたくさん参加していて、普段は書類やメールでしか知らなかった人たちと直接名刺を交換し、自己紹介できた。これでますます明日からの業務はやりやすくなるだろうと思ったら、晴香の心は充実感に満たされた。

　そして今は休憩がてら、梨乃と会場の隅でおしゃべりタイムである。

　会ももう少ししたらお開きになるだろう。

「晴香に先を越されるとは！と言いたいところだけど、営業部での密かな人気を考えたらありえなくもないと思ってたよ！　でもまさか、そこまでの相手だとは予想してなかったけど」

「り、梨乃っ！」

　大きな声を出す梨乃を、晴香は人差し指を口にあてて止めた。

　誰が聞いているかもわからないこんなところで、相手の名前を口走られてはたまらない。

　でもずっと晴香を元気づけてくれていたのも事実だから、すぐに報告できなくて申し訳ない気持ちにもなって、晴香はうつむいた。

「ごめんね、梨乃。いろいろ黙ってて……」

　眉を下げて梨乃に詫びると、彼女はあっけらかんとして首を横に振った。

「それは仕方がないよ。相手が相手だもん。うかつには口にできないよね。でもこれでやっと私も自分の婚活にだけに集中できるわけだ！　今までは晴香を優先して、自分の方は後回しだったから……なんて言い訳してみたりして。ふふふ、晴香も誰かいい人紹介してよ。例えば旦那さんの友達とか」

「梨乃ったら」

　晴香はくすくすと笑った。

「でもちょっと心配ではあるよね。その、普通の結婚……っていうわけではなさそうだし。そこのところは、大丈夫？」

　梨乃が少しだけ心配そうに晴香を見る。

　晴香の胸に温かいものが広がった。

　梨乃には晴香と孝也の結婚が、恋愛期間を経た普通の結婚というわけではなく、お互いにメリットを感じての契約結婚のようなものだという話もした。

　彼女はそれを心配してくれているのである。本当にどこまでもありがたい友達だ。

「大丈夫」

　晴香は梨乃を安心させるように微笑んだ。

「彼のことは昔からよく知ってるもん。穏やかで優しくて。だからいい家族になれると思う」

　そう言いながらも、晴香の脳裏に浮かぶのは、孝也のあの眼差しだった。晴香の心と身体を熱くさせる……。

「まぁ、でも考えてみれば、結婚相談所で出会う結婚も同じようなもんだよね。お互いの条件をマッチングさせるんだから」

　梨乃は頬杖をついて機嫌よく言った。

「障害があればあるほど燃えるなんていうけど、現実にはなかなかね。結婚は、おとぎ話じゃなくて生活だもん。家族に祝福される相手が一番だよ」

　晴香は無言で頷いた。

　そう、家族からの祝福と安定した生活、優しい穏やかな夫、晴香が結婚に求めるものはそれだけだ。

　それだけだったはずなのに……。

　そんな晴香にまた梨乃が心配そうに眉を寄せた。

「晴香？」

　晴香は少し考えながら、まだ半分は残っているカクテルのグラスをくるくると回した。

　晴香は普段、飲み会でもソフトドリンクしか飲まない。もともとお酒に強くないし、それほど好きでもないからだ。それでも今日はたくさんの人と話をしなくてはならないから、その助けになればとアルコールを口にした。

　そのアルコールが少し晴香を大胆にする。

　晴香はキュッと唇に力を入れて、不思議そうに晴香を見つめる梨乃に向かって、口を開いた。

「確かに彼は幼なじみでよく知る相手だから安心して結婚したの。でも、普通恋人同士でもないのに〝そういうこと〟はしないよね？　夫婦の、その……それについてはどう思う？　梨乃なら割り切ってできる？」

　梨乃がちょっとびっくりしたように目をパチパチさせた。

「そりゃ、やっぱり相手によるんじゃないかな。晴香、もしかしてできなかったの？……嫌だった？」

　梨乃の問いかけに、晴香は首を横に振った。

「やっぱりお互いそういう風に見ていなかったわけだから、べつに急ぐわけでもないし……ま、まだしてないの。契約結婚だからね、本当に必要な時だけするんだと思う。でも……」

　言いかけて、晴香は口を噤んでうつむいた。

　自分に起きている現象をうまく言葉にできる自信がない。

　梨乃が少し心配そうにしているのをチラリと見て、晴香は言葉を選びながら話し始めた。

「孝也は、ちょっとずつ慣らしていこうって言ったのね。そ、その、いざとなったら、私が孝也と、で、できるように」

　なるべくマイルドに伝えようとした晴香の言葉に、梨乃がビールをごくりと飲んで、目を丸くした。

「慣らすって……。それって、社長の優しさなんだろうけど、なんだかすごくいやらしく聞こえる……」

　率直すぎる感想に、晴香はまた真っ赤になってしまう。

　梨乃が少し心配そうに眉を寄せた。

「でもつまりはスキンシップをとって夫婦らしくなりましょうって意味でしょ？　晴香はそれが受け入れられないってこと？」

　晴香はうつむいたまま、ゆっくりと首を振る。そして恥ずかしい気持ちを抑えて、ここのところ晴香を悩ませていたもやもやの核心を口にした。

「それがね、逆なの」

「逆？」

　梨乃の問いかけに、晴香はこくんと頷いた。

「つまり嫌じゃないってことね？」

　もう一度頷いた晴香を見て、梨乃は呆れたようにため息をついた。

「ならいいじゃない！」

「でも！」

　晴香は声をあげた。

「孝也とはそういう約束なんだもん！　恋愛感情はなしっていう」

　孝也にとってあのスキンシップはきっと、夫婦関係を円滑にするための手段にすぎない。晴香がそれに胸をときめかせ、あろうことか彼に家族愛以上の愛情を抱くことなど、望んではいないだろう。

　梨乃がまた目をパチクリとさせて晴香に問いかけた。

「恋愛感情を持ったらダメなの？」

　晴香は少し考えながら口を開いた。

「はっきり言われたわけじゃないけど、きっとその方がいいって思ってる。孝也はね、この結婚をすごく合理的に考えているの。会社のためになるのはもちろんだけど、昔から知ってる私だから安心してできるって言ってた。仕事第一の人だから、恋愛なんかは二の次なんじゃないかな。だから、絶対にそうはならなさそうな私と結婚したのに、結局私が孝也を好きになっちゃったら、すごくがっかりするでしょう？」

　一気に言って、晴香は小さく息を吐いた。それと同時に、孝也に見つめられて触れられる時に感じる小さな不安の正体はこれなのだと確信した。

　孝也に触れられれば触れられるほど、彼に信頼できる幼なじみ以上の感情を抱いてしまいそうで怖かった。

　彼の少し体温の高い大きな手。

　熱い息。

　甘い香り……。

　いやもうすでに、晴香はそこに足を踏み入れてしまっている。

　眉を下げてしょんぼりと肩を落とす晴香を見ながら、梨乃がポリポリと頭をかいた。

「なんかすごくややこしいね。本当だったら、妻が夫を好きだなんて普通なのに……」

　晴香は黙り込んでうつむいた。

　そんな晴香をジッと見てから、梨乃はふぅと息を吐いた。

「でもさ、晴香。なんでも考えようによると思うよ。たとえ片思いだったとしても、その人とすでに結婚してるなら普通の片思いよりは恵まれていると思う。その……スキンシップだってあるなら、尚更よしだよ。好きな人とできるんだから、楽しんじゃえ！　むしろ逆じゃなくてよかったじゃない。本当に幼なじみとしてしか見られなくて、触られるのが嫌だっていうのはつらすぎるでしょ」

　ポジティブな梨乃らしい意見だなと晴香は思う。彼女の言う通りに考えるとすれば、自分は恵まれているというわけか。

「そうね」

　晴香は梨乃の言葉に一応は納得をして、カクテルをひと口飲んだ。

　まだ慣れないカードキーでのセキュリティを解除して、晴香が玄関のドアを開けると暗いはずの室内に、リビングの方から明かりが漏れている。

　足元には孝也の革靴、晴香は少し慌てて靴を脱いだ。

　パタパタと足音を立ててリビングへ行くとソファに孝也が座っていて「おかえり、晴香」と言って振り返った。

「孝也、帰ってたの？　早かったのね」

　晴香は驚いて彼に尋ねる。

　孝也が読んでいた本をそばに置いて答えた。

「予定がひとつキャンセルになったんだ」

「そうなんだ、……ごめんね」

　晴香は反射的に謝った。

　孝也からは毎日帰宅時間を聞いている。

　晴香だって働いているのだから、必ず夜ご飯を用意できるとは限らないけれど、彼が早く帰ってくる日はできる限り作りたいからだ。今夜は遅くなると聞いていて、彼が先に帰っているというのは予想外だった。

　そんな晴香に、孝也は眉を上げて尋ねた。

「どうして謝る？」

「だって……孝也、夜ご飯は？」

「晴香が交流会に行くのは知っていたから、適当に済ませてきたよ」

　孝也はそう言って立ち上がると、キッチンへ行って冷蔵庫からペットボトルの水を出す。そしてキャップを開けて晴香に差し出した。

「あ、ありがとう」

　晴香は水を受け取ってこくんとひと口飲む。冷たい水がアルコールで少し火照った身体に染み渡るようで心地よかった。

　それをジッと見て、孝也が口を開いた。

「晴香だって付き合いがあるんだから、そんな風に謝る必要はない」

「でも……」

　そもそも孝也が早く帰ってこられる日自体がほとんどないというのが実情だった。それは仕方がないにしても、そうだと知っていたなら、もう少しだけでも早く帰ってきたのに……。

　うつむく晴香を孝也が覗き込んで微笑んだ。

「交流会はどうだった？」

　晴香は少し考えて、その優しい眼差しに励まされるように口を開いた。

「行って、よかったと思う」

　孝也が小さく頷いた。

「メールでしか知らなかった人にご挨拶もできたし。今まで、どうしてこんなところに不備が出るんだろうって思ってたところも、直接作った人と話ができて、わかったりして……。やり方を変えた方がいいのかもしれないって思うところも出てきたの」

　社長の彼からしてみれば、晴香のしている仕事など本当に些細なことだろう。それでも孝也は満足そうに頷いて、晴香の頭をそっと撫でた。

　途端に、晴香の胸は懐かしい気持ちでいっぱいになる。

　こんなところは昔のままの孝也なんだ。いつも彼はこんな風にさりげなく晴香を新たな世界へ導いてくれた。

　友人関係に悩んだ時期、受験勉強がつらい日々……いつもこの大きな手と優しい眼差しが晴香にたくさんのヒントをくれた。

　大切な思い出を共有する、唯一無二の幼なじみ。

　こんなやり取りばかりなら、自分は彼に胸をときめかせて、苦しくなることもないだろうに……。晴香はホッと息を吐く。

　だが次の瞬間、孝也の腕に抱き込まれた。

「きゃっ……！　たか……や」

　晴香は声をあげて咄嗟に身をよじる。が、逞しい大きな腕は、晴香を囲い込んで離さなかった。

　強くなった彼の香りに、晴香の身体は否が応にも熱くなる。これはきっと久しぶりに飲んだアルコールのせいだと晴香は自分自身に言い訳をした。

　すっかり赤くなった晴香の耳に、孝也が唇を寄せて囁いた。

「お疲れさま。晴香が無事に帰ってくるまで、俺は気が気じゃなかったよ」

　またこれだ、と晴香は思う。

　結婚してから始まったスキンシップ、これがあるから晴香の心はジェットコースターみたいに上がったり下がったりして落ち着かない。彼の望む形だけの妻を演じる自信がなくなってしまう。

　晴香は頬を膨らませた。

「そ、そんなに心配してもらわなくても大丈夫。私、もう二十七歳なのよ。大人の女性なんだから」

　彼とはもともと年齢差があるのだから、子供扱いされるのには慣れているはずなのに、なぜか最近はそれが少し悔しく感じる。

　彼の胸をえいやと力いっぱい押すと、あっさりと解放された。

　孝也がニヤリと笑って、「そう？」と言った。

「そうよ」

　そう言って、晴香は孝也を睨んだ。

「俺に抱きしめられただけで、そんなにほっぺを真っ赤にさせて？」

　からかうように孝也は言う。そしてやや大袈裟にため息をついた。

「この調子じゃ、俺たちの子供は本当にコウノトリにお願いしなきゃならないな」

「そ……、そんなことにならないもん！」

　晴香はますます真っ赤になって、声をあげた。

　孝也に抱きしめられて動揺したのは晴香が子供だからではなく、相手が孝也だからなのだ。

　でもまさか、それを口にするわけにもいかず晴香は無言で彼を睨む。

　対する孝也はあいかわらずの余裕の表情だった。

　晴香は小さく咳払いをして、一旦心を落ち着けてから、口を開いた。

「ま、前にも言ったけど、私にだって経験はあるんだから、このくらいはべつになんてことありません。ただ孝也のはちょっといきなりすぎてびっくりするだけ。い、今までの彼氏の中にそんなことする人はいなかったから」

　今までの彼氏なんて一人しかいないのだが、あたかもたくさんいるかのように言って、晴香はすましてみせる。

　強がりでしかないけれどなるべく経験豊富そうに見せて、晴香が孝也に恋愛感情を抱かないとアピールしたかった。

　そんな晴香の言動をどんな風に捉えたのか、孝也がクイッと眉を上げた。

「経験ねぇ……」

「ほ、本当なんだから！」

　そう言う晴香をジッと見つめて、孝也が一歩晴香に近寄る。

　またすぐ近くに彼の香りを感じて、晴香の身体がぴくりと震えた。

　その晴香の反応に、孝也がふっと笑みを漏らしてから、ゆっくりと晴香の顎あごに手を添えた。

「あ……」

　晴香の口から声が漏れる。

　その手にぐいっと上を向かせられると、至近距離に剣呑な色を湛えた孝也の瞳があった。

「た、孝也……？」

　孝也が、低い声で囁いた。

「じゃあシャワーを浴びたら、その経験抱負なところを見せてもらおうか。……俺は、ベッドで待ってるよ」




「晴香、ほらもっと口開けて。慣れてるところ見せないと」

「んっ、あ……」

　キスの合間の責めるような孝也の言葉が晴香の頭に甘く響く。巧みな孝也の攻撃に、息も絶え絶えになりながら晴香は懸命に彼に縋りつく。

　晴香がつい言ってしまった些細な見栄の代償は、思ったよりも大きかった。シャワーを浴びて寝室へ来た晴香はすぐに孝也に捕まって、キングサイズのベッドの上で壁に押しつけられて、追い詰められるようにキスを受け続けている。それはまるで経験抱負なのだと嘘をついた晴香を罰するように激しかった。

　本当は慣れないその行為に、少し怯える晴香の逃げ道を塞ぎ、入り込み、真実を暴いてやると責め立てる。

　弁解の機会を与えられることもないままに、晴香の頭の中は孝也でいっぱいになってゆく……。

「んっ、ま、待って、孝也」

　わずかに与えられる息継ぎに、懇願の言葉を口にすると、孝也が一瞬ぴたりと止まった。そして射抜くような視線を至近距離から晴香に送る。

「なんだ？　晴香。昔の彼氏の中にはこんなことをする奴もいなかったのか」

　晴香の言葉をなぞらえて、追い討ちをかける孝也の言葉に、晴香の背中がぞくりと震える。

　彼が見せる嫉妬にも似た独占欲に、晴香の心は震えるほどの喜びを感じた。

　……自分はもう落ちている。

　晴香がそれを確信した時、再びキスが降ってきた。

「ん……んんっ」

　晴香の身体は火がついたみたいに熱くなる。その熱が行き場を探して身体中を駆け巡るような感覚に、晴香は身悶えをして懸命に耐えた。

　恥ずかしくてたまらないのに、自分の意志では止められない衝動に、ただ戸惑うばかりだった。

　孝也の手がゆっくりと、晴香のパジャマの上を這い回り始めた。

「んっ、孝也、孝也、違うの！」

　たまらずに声をあげると、ようやく孝也が手を止めた。そして射抜くような眼差しはそのままに、優しく晴香に問いかけた。

「違う？……それはつまり？」

　晴香はこくんと喉を鳴らして、本当のことを口にする。

「彼氏は、ひ、ひとりしかいなかったの。だから孝也の言う通り、たくさん経験があるわけじゃなくて、多分慣れてはない……です」

　孝也が、おもしろくなさそうに鼻を鳴らした。

「ひとりは、あるのか」

「あ、あたりまえじゃない！」

　晴香はもう一度声をあげる。だが孝也にじろりと睨まれて、慌てて口を噤んだ。

「まぁそれは……そうか」

　孝也が小さくため息をついて、もう一度晴香の顎を捕らえる。近づく彼の唇を晴香は慌てて静止した。

「孝也、待って」

「ん？　なんだ？」

　息がかかるほど近くまで来て孝也は一旦ぴたりと止まる。晴香は小さく首を振った。

「だ、だって……、もう本当のことを言ったのに……」

　くだらない見栄の代償はもう十分に払ったはずだ。だが孝也はニヤリと笑って、晴香を許してはくれなかった。

「うん、だからこれはおしおきだ。夫の前で他の男の話をしたらどうなるのか、おしえてやろう」

「そんな……ん」

　そして始まった、さっきとは正反対の優しいキス。

　丁寧にゆっくりと、晴香の中は刺激されて、脳が甘い孝也の香りに満たされてゆく。

　まるでご褒美だと晴香は思う。

　孝也が見せる夫の顔と優しい顔。

　そのふたつの顔の狭間で、晴香の心は揺さぶられ、乱され、囚われてゆく。

〝楽しめばいい〟と梨乃は言った。

　おそらくは孝也の方も、この疑似恋愛行為をある意味楽しんでいるに違いない。ふたりはけして本気にはならない者同士なのだと安心をして。

　できるだろうか。

　晴香は自問しながら目を閉じる。

　彼に惹かれるこの気持ちを彼自身に隠したまま、彼に愛されているフリをする。

　でもやらなければ、この結婚は終わりを迎える。

　やらなければ、と強く思う。

　一度変わってしまったふたりの関係は、もう元には戻らない。この結婚がダメになれば、多くの人を悲しませる。

　そして晴香はもう二度と彼のそばにはいられなくなる。

「晴香……」

　まるで愛する人を呼ぶように晴香の名を呼ぶ孝也の声に、晴香は自分の気持ちが走り出すのを感じていた。










孝也の嫉妬




　久我不動産では営業部、企画部の各課に四半期ごとに目標数値が設定されている。

　けして易しい数字ではないそれは、ほぼ毎期大きく上回る数字でもって達成される。それが久我不動産の生命線だ。

　そしてその数字を達成した部署にはそれぞれ報奨金の他に、祝賀会も開催されて、社員は普段プライベートでは行けないような高級店の料理と酒を堪能できるのだ。

　孝也はそこに毎回少しでも参加するようにしていた。酒の席に上司が参加するなど堅苦しい思いをさせるだろうとは思いつつ、業務中に社内を回った折に直接社員たちから誘われるからだ。

　さらにいうと、孝也としても彼らを労いたい気持ちもあって、よほどのことがない限り、予定は空けておくように山里に言ってあった。

「社長、お疲れさまです！」

　この日は第二法人営業部の祝賀会で、場所は会社からほど近い高級肉を扱うレストランでの立食パーティーだった。

　孝也に声をかけた若い社員たち数名は、ほろ酔いでワイン片手に上機嫌だった。

「お疲れさま。今期も目標達成おめでとう」

　孝也は頷いた。

　彼らのおかげで久我グループは成り立っている。

『社員は宝だ』と口癖のように言っていた亡父の言葉を、孝也は社長になってから本当の意味で理解した。

「いえ、こんなにうまい肉を食べさせてもらえるなら、来期も絶対に達成してみせます！」

　胸を張る社員たちに、孝也は「頼んだよ」と心から言った。

「ですが、いくら美味しい肉でも男ばっかりだといまいち盛り上がりに欠けますよね」

　別の社員が残念そうに言った。

　営業部は、男性社員が多い。だから祝賀会も、必然的に男性ばかりになってしまうのだ。

　久我不動産は社員教育にも力を入れているから、真面目で顧客から信頼される人材が多いことで評判だが、一歩業務を外れれば若い彼らにとって興味のあることといえば異性のことなのだろう。

　孝也は苦笑しながら口を開いた。

「この前、交流会をしたんじゃないのか？」

「まぁ、そうですけど」

　男性社員は頭をかいた。

「僕はいまいち収穫はありませんでした」

　彼の言葉に、孝也は笑みを漏らす。

『若い社員が交流するんですから、目的はひとつです！』と言い切った晴香の友人の言葉が頭に浮かんだ。

　するとその隣の社員が得意そうに口を挟んだ。

「俺は収穫あったぜ！」

　当然あの夜晴香が頬を染めて嬉しそうに孝也に報告をした真面目な意味での〝収穫〟ではないとありありとわかる彼の表情に、孝也はまた笑みを漏らした。なにも悪いことではないと素直に思う。

　久我不動産は巨大な企業なのだから当然社内結婚も多い。孝也はそれが男性であれ女性であれ、社員にはなるべく長く勤めてもらいたいと思っているから、結婚や出産などといったライフステージに対応しやすい社内での縁組は会社としてもありがたい。

　だが次にその社員が発した言葉には、思わず眉をひそめた。

「すごくかわいい子とお知り合いになったんだよ。経理部の……」

　いや、経理部の社員は晴香以外にも参加していただろうから、と孝也は思い直す。すでにアルコールが入りいい気分の社員たちは孝也そっちのけで盛り上がり始めた。

「俺も思った！　北見さんだろ！」

　また孝也の眉がぴくりと動いた。

　やっぱり晴香か……。

　孝也は素知らぬフリでワインを飲みながら彼らの話に耳を傾けた。

「全然知らなかったよな、あんなにかわいいなんて。今までメールのやり取りだけだったから、損した気分だよ。これからは書類なんかも社内郵便じゃなくて直接持って行こうっと」

「あ、お前、やめろよそういうの。俺が先に気が付いたんだぞ。邪魔するなよ」

「まてまて、彼女には彼氏がいるって話だろ。第一の西沢さんが言ってたじゃないか」

　孝也は胸にチリチリとした青い炎が灯るのを感じていた。

　晴香には彼氏じゃなくて夫がいるんだ、という言葉が喉のところまで出かかる。だが、まだ公にはしないという晴香との約束を思い出して、なんとかそれを思いとどまった。

「彼氏なんて奪っちゃえばいいんだよ。商談だってそうだろ？　俺たちは常に他社と競合してるんだ。問題なしだよ」

「いや、彼氏も問題だけどそもそも第一の富とみ岡おかが狙ってるらしいぜ。あいつはもともと北見さんを知ってて西沢さんに紹介してほしいって頼んでたんだって。今度のお盆休みに第一でやるバーベキューに誘うって言ってたぜ。彼氏がいても関係ないとか言って」

「富岡かぁ……、強敵だなぁ」

　孝也は胸の中の炎を持て余しながら、ワインをあおる。晴香を交流会へ行くよう助言をした少し前の自分を殴ってやりたい気分だった。

　富岡か……。

　そういえば、第一法人営業部に、どこか甘いルックスでちょっと自信家のそういう男がいたな、とその名前を胸に刻みかけていやいやダメだと自分に言い聞かせる。

　私的な理由で社員を公平な目で見られなくなるのはよくない。彼らは晴香がすでに結婚しているとは知らないのだから。

　それに自分はずっと晴香の成長を見守ってきたのだ。交流会に行くことに関しては彼女のキャリアアップのためにいいと思ったから背中を押した。

　実際収穫もあったようだし、あれでよかったはず。

　だがそれはわかっていても、胸の炎は簡単には消えてはくれなかった。

　……こういう気持ちは理屈ではないのだなということを今更ながら痛感して、孝也は心の中でため息をついた。

　少し前の夜も、晴香が口走った過去の男の影に子供じみた嫉妬をして、彼女を追い詰めるようなことをした。途中やりすぎだという思いを抱きながらも、自らの感情を止められなかった。

　幸いにして、晴香に嫌がるようなそぶりはなかったけれど……。

　本当に、こんなことは初めてだ。

　でもそういえばと、孝也は今までの恋人たちとのやり取りを思い出していた。

　孝也がどれほど相手に誠実に尽くしても、彼女たちはいつもありもしない女性の影に苛立ち嫉妬していた。いくらビジネスの相手だと説明しても納得しなかった。

　あの頃は、それがどうしても理解できず煩わしくてたまらなかった。

　でも今は……。

「とにかくお前には無理だって」とたしなめるように言ったその社員は、孝也の方に視線を移して、「社長にはこんなやり取りバカバカしく思えますよね」と言った。

　孝也は曖昧に微笑む。

　バカバカしいなどとは思わないが、晴香は諦めてくれとは思う。

　だがもちろんそれを口にはできなかった。

「まぁ、……ほどほどに。トラブルにならないように」

　苦し紛れの孝也の言葉に、彼らは上機嫌で「もちろんです」と答える。

　孝也はそれに頷きながら、誰にも気付かれないようにため息をついた。




＊　＊　＊




「では、今日はこのくらいで。お疲れさま。このままお昼休みに入って下さい」

　田所が終了の合図を出すと大会議室に緊張が解けたようなざわめきが広がる。

　晴香もホッと息を吐いた。

　経理部と他部門との会議である。

　月イチで行われる会議だが、今日は社長である孝也も参加していたから、皆いつもよりは緊張して、でもその分中身のあるやり取りが続いた。

　晴香は会議中、孝也を複雑な気持ちで見つめていた。

　見慣れたはずの彼の姿。それが今までと明らかに違って晴香の目に映った。

　長い脚を少し窮屈そうに組んで、プロジェクターを背に、資料を熱心に読み込む姿は確かに会社中の女性を虜にしているのが納得の男ぶりだ。言葉は多くないけれど、的確に話を進めていく様は、全社員の信頼を集めるに足る社長で、会社を背負う実力を兼ね備えた人物なのだということは誰の目にも明らかだ。

　でもそれ自体は今までとそれほどは変わらないはずで、それなのに違って見えるという事実が、晴香を浮かない気持ちにさせている。

　やはり晴香自身の心境が変わってしまったのだろう。

　そんな想いを胸に晴香は立ち上がる。

　その時。

「北見さん」と声をかけられて振り向くと、交流会で知り合ったばかりの第一法人営業部の社員ふたりがにこやかに手を上げていた。

　晴香はぺこりと頭を下げた。

「お疲れさまです」

「お疲れさま、大変だったね。今日は」

　晴香は頷いた。

「はい、議論が白熱して」

「やっぱり、社長がいらっしゃると違うよね」

　そう言う彼らの視線の先には女性社員に囲まれる孝也。

　晴香はそれをチラリと見てから頷いた。

「そうですね」

　本当に、彼がいるだけで空気が変わる。こんな人他にいないと晴香は思う。会社にとってなくてはならない存在だ。

　彼らのうちの富岡という社員が、晴香に向かって問いかけた。

「それよりさぁ、北見さん。お盆休みはどうするの？」

　唐突に話題を変えられてしまい、晴香は一瞬言葉に詰まる。

「え？　あ、あの……」

　そこへ畳みかけるように彼は言葉を続けた。

「お盆休みの間に第一のメンバーでバーベキューしようって言ってるんだ。北見さんもどう？」

　富岡は第一法人営業部のエースなのだと梨乃が言っていた。

　知り合ったばかりの相手でもこんな風に気軽に声をかけられるところは、さすがといったところだろうか。でも晴香はそれにうまく答えられない。

　もうひとりの社員が呆れたような声を出した。

「お前、西沢さんに言われただろ？　北見さんは彼氏がいるんだよ。こんな誘いは困るよ、ねぇ？」

　晴香は彼の助け舟に感謝しつつ一生懸命に頷いた。

「えー！　だとしてもべつにいいじゃん。女の子だって来るんだから。会社の人と遊びに行くって言えばさぁ。北見さんの彼氏ってそういうの厳しい方？」

「え!?　えーと……」

　なおも食い下がる目の前の男性に、晴香はなんと答えてよいかわからずに言い淀む。

　もちろん断るつもりだが、どのように言うのが正解なのかさっぱりわからなかった。

　その時。

「バーベキューか」と声がかかる。

　孝也だった。まだ話し足りない様子の女性社員を連れたまま、いつのまにか晴香たちのところまで来ていたようだ。そして、少し眉を寄せた。

「あまりハメを外しすぎないように。無理に女性を誘うのもダメだ」

　小言めいたことを言われているのに、男性ふたりは嬉しそうに頭を下げた。

「もちろんです！」

　本当にわかっているのかどうなのか……とにかく元気よく答えるふたりに苦笑しつつ、孝也はちらりと晴香を見てから彼らに視線を戻した。

「それにしても営業部は元気だな。ついこの間交流会をしたばかりなのに」

「僕たちは常に交流し続けないと仕事になりませんから！」

　またもや元気よく答える彼らに、晴香は思わず笑みを漏らした。

「社長は、夏のお休みは取れそうですか？」

　孝也の後ろの女性社員が唐突に口を挟んだ。よく見ると周りの社員も興味深々といった様子で孝也の答えを待っている。

　孝也は社員との交流に積極的なので知られているが、自身のプライベートに関してはほとんど話さないから、皆少しでも情報を得ようと必死なのだろう。

　孝也が少し考えてから口を開いた。

「なんとかね。そのために、ここのところ働き詰めだったけど」

　久我不動産のお盆休みは毎年前後の土日を繋げて一週間ほど。その間、全社が休業になるから社員は皆問題なく休める。だが役員となると話は別なのだろう。

　なるほど孝也が最近忙しくしていたのはお盆の休みを取るためだったのだと晴香は密かに納得をする。

　女性社員がもう一度尋ねた。

「どこかへ行かれるんですか」

　皆が孝也の答えを耳をダンボにして待っている。

　孝也は首を傾げて、ちらりと晴香の方を見てから口を開いた。

「ほとんどは家で過ごすと思うけど、一泊だけ近場の海へ行こうかと思ってるんだ。知り合いから紹介されたリゾートホテルに空きが出たらしくて」

　えー、いいなぁ！と社員から声があがる。また誰かが質問した。

「それって、どなたかとですよね？　ご家族……ですか？」

　孝也の家族といえば両親だ。

　前社長の父親はすでに亡くなっていて、筆頭株主の母親が海外生活中であるのも有名な話なのだから、家族と……というわけではないと皆わかっているはず。それでも彼女が尋ねたのは孝也から、違う答えを引き出したいからなのだろう。

　そこへ、「彼女ですよね、社長！」と富岡が斬り込んだ。

　晴香の胸がどきりと鳴る。

　プライベートをあまり明かさないことで知られている孝也は、なんと答えるのだろう？

　皆、彼が答えるのを固唾を呑んで見守っている。おそらくは、さらりとかわされるだろうと思いながら。

　だが意外なことに、彼はあっさりと頷いた。

「まぁ、そうだな」

　えー!!と大会議室にどよめきが広がる。それを孝也自身が意外そうに見回した。

「社長……彼女、いらっしゃるんですね」

　富岡の言葉に孝也が苦笑しつつ答える。

「心外だな、私だっていい歳なのに」

「いやっ！　そうではないですが……」

　女子社員たちはきゃあきゃあ言って、口々に残念だ、ショックだと騒いでいる。晴香は皆とは違った意味で度肝を抜かれていた。

　いったい彼はどうしてしまったのだろう。女性社員からの好意を一身に受ける彼が、恋人がいるなんてことを暴露したら騒ぎになるのは目に見えているというのに。

　現にもう一部の女性社員たちはお昼ご飯すらままならないような状況だ。それなのに彼は平然として、また口を開いた。

「だから、どうしても休みたくて馬車馬のように働いたわけだ。でないと、山里が休みをくれないからな」

　言わなくてもいい話までする孝也を、晴香は誰にも気付かれないように睨む。だが孝也はそれを無視した。

「社長、それ以上言わんで下さい。社員の士気が下がります」

　田所が話に割って入って、ようやく会議は解散する。孝也も社長室へ戻っていった。

　だが当然その日中に、〝社長には彼女がいる〟というニュースは本社の社員の間で共有されることになった。




　会議の夜も孝也の帰りは遅かった。付き合いで飲んで帰るという日は、大抵晴香は先に休む。

　でも今夜は、どうしてもひと言言いたくて、起きて彼を待っていた。

　幸い明日は週末だ、少しくらい夜更かしをしても大丈夫。

　その彼が帰ってきたのはちょうど午前零時を回った頃、晴香はお風呂に入りすっかり寝支度を整えて寝室にいたが、リビングの物音に気が付いて、ドアから顔を出した。

「おかえりなさい」

　声をかけると、孝也は少し意外そうに晴香を見た。

「ただいま、起きてたのか」

　そしてジャケットをソファに放り投げて、自身もそこに身を沈めると、ふぅーと長いため息をついた。

　晴香の胸がツキンと痛む。

　自分でも『働き詰めだった』と言っていた、彼もここのところのスケジュールにはかなりの疲労を感じているようだ。お昼に平気そうにしていたのは他の社員がいたからだろう。

　不動産業の世界は人脈も大切だ。だから彼の立場だと、会社の可能性を広げるために、付き合いは疎かにはできない。飲みの予定ひとつとってもそれは仕事と同等の意味をなす。

　晴香はキッチンでグラスにミネラルウォーターを注ぐ、そして孝也のもとへ行くと、ソファに座ったままの彼に手渡した。

「あぁ、ありがとう」

　孝也がグラスの水をごくごくと喉を鳴らして飲む。その男らしい喉元を見つめながら晴香は彼に問いかけた。

「孝也、大丈夫？」

　水を飲み干してひと息つくと、孝也は晴香を見て微笑んだ。

「大丈夫だよ。酒には強い方なんだ。晴香だって、知ってるだろう」

　おそらくはわざと平気そうにしてみせている孝也の言葉に、晴香は小さく首を振る。

「そうじゃなくて、ここのところ忙しすぎるんじゃないかと思って」

　孝也が酒に強いのは知っている。晴香がまだ学生の頃は、家に来て兄と飲むことも珍しくなかった。

　すぐにつぶれる兄と違って、彼はどんなに強いお酒を飲んでも、ちっとも普段と変わらなくてそれが不思議で仕方がなかった。

　だから飲みの後だとはいえ、こんな風に彼が疲れて見えるのは、酔いが回ったせいではないのだ。

　孝也はそんな晴香の考えを読んだように頷いた。

「そっちも大丈夫だ。全然帰ってこられなくて悪かったな」

　晴香はホッと息を吐いて頷いた。

「よかった」

　晴香の言葉に、ソファにもたれたまま孝也は晴香を見上げる。そして眩しそうに目を細めた。

「心配だった？」

「あたりまえじゃない」

〝孝也は私の夫なんだから〟という言葉を呑み込んで、晴香は孝也から目を逸らした。今の自分が口にしていい言葉なのかどうなのかの判断がつかなくて。

　だがそんな晴香の内心をよそに、孝也は嬉しそうにふわりと笑う。そしてコーナーソファの反対側に座った晴香を、優しい瞳で見つめた。

「優しい奥さんだな。でも先に寝ててよかったんだぞ。こんなに遅くまで起きていたら、明日起きられないだろう？」

　まるで父親みたいに言う孝也に、晴香は首を横に振った。

「大丈夫よ。それに明日はお休みなんだし」

「まぁ、そうだけど。でもどうして起きて待ってたんだ？　なにか俺に話でもあったのか？」

　そう言ってニヤリと笑う孝也に、晴香は急に昼間の出来事を思い出した。

　そうだ昼間のことを言わなくちゃと思っていたんだと晴香が孝也を見ると、彼は晴香の考えなどお見通しだとでも言うように、ソファの背もたれに両手を広げて余裕の表情で晴香の言葉を待っている。

「昼間に、どうしてあんな話をしたのよ」

　晴香は少し憮然とする。

「あんな話って？」

　孝也が眉を上げて聞き返した。

　わかってるくせに、と晴香は孝也を睨んで言葉を続ける。

「彼女がいるとか一緒に旅行に行くとか。あの後大騒ぎだったんだから」

　本当ならこんな告げ口みたいなことはしたくない。でも実際、ちょっと困った事態になっているのだ。

「社長の彼女はいったい誰だ？って皆騒いじゃって。そしたら秘書室の人たちが、孝也のスケジュールを考えたらどう考えても彼女を作っている暇なんかないはずだって言い切ったらしいの。それで、そういえば社長お昼どきにひとりでふらりといなくなる時があるって言い出して……。その時間にこっそり会ってるんじゃないかって話にまでなったのよ」

　そうなると必然的に相手は社内にいるということになる。

　もちろん地味で目立たない晴香に疑いの目が向くことはないだろうが、今日は一日中ひやひやして過ごした。

　社内はしばらくはこの話題で持ちきりだろうから、こんな日々が続くのだと思うと気が重いというのが本音だった。

　孝也が肩を揺らしてくっくっと笑った。

「なるほどね。だから午後はどこへ行ってもひそひそ言われてたんだな」

　注目されることに慣れている孝也からしたらなんでもないのかもしれない。でも晴香にとっては、ちょっと気が休まらない状況だった。

「それにしても屋上で会ってることまで嗅ぎつけるとは、あいつらスパイみたいだな」

　孝也がまたくっくっと笑う。

　晴香は頬を膨らませた。

「もう、しばらく行かないから！」

　忙しくてほとんど家でも会えないふたりは、時々お昼休みをあの屋上で過ごしている。その時間は晴香にとっても貴重な彼との時間だが、こうなってはもうあそこで会うわけにはいかないと晴香は思う。

「べつに、大丈夫だよ。あそこには誰も入れないんだし」

　肩を竦めて孝也はいう。

　晴香は頬を膨らませて声をあげた。

「それでも行きません！」

　孝也が笑うのをやめて、腕を組んだ。そして少し考えるように首を傾げて、晴香をジッと見つめた。

「確かに晴香の気持ちが追いつくまでは、結婚は発表しないと言った。だが、俺に相手がいると言うくらいは自由だろう？　ああ言っておけばやたらとプライベートを詮索されなくなるだろう」

　ややうんざりして孝也は言う。

　やっぱり、と晴香は思った。

　彼はこの結婚に女性除けのような効果も期待していたのだ。それなのに、晴香がいつまでも勇気を出せないでいることに落胆している。

　結婚を隠しているのは、会社で平穏に過ごしたいという完全なる晴香の都合からだ。

　孝也がフリーでいたなら騒がれるのは目に見えているのだから、恋人がいるという話にしておけば少しはやりやすくなるという孝也の意見も頷ける。

　だからってなにもあそこまで大々的に発表しなくてもよかったのに。噂にはあっという間に尾ヒレがついて、すっかり孝也の恋人は社員だということになってしまっている。

　でももとはといえば自分が勇気を出せないのが原因なのだと思うと、返す言葉が見つからなくて晴香は黙り込む。

　その晴香に、孝也が畳みかけるように言葉を続けた。

「ところで晴香、営業部の社員に誘われていただろう。交流会で晴香と知り合いになれたからといって……まったく、油断も隙もない奴らだ」

　腕を組んだまま孝也は晴香をじろりと睨む。その瞳の中に不穏な色を見つけてしまい晴香は慌てて口を開いた。

「あ、あれはただのバーベキューじゃない！　交流会と同じようなものだよ！」

「いや、違うな」

　孝也がそれを一蹴した。

「そういえば晴香は慣れてないだけじゃなくて、鈍いところもあるんだった。あんなにわかりやすい下心ありの誘いに気が付かないなんて。危なっかしくて見ていられないな」

「そ、そんなことないよ！　そういう誘いならちゃんと気が付くよ」

　孝也はソファに身を沈めたまま、晴香の主張を胡散くさそうに聞いている。そしてやや大きなため息をついて、「まぁ、いいか」と言った。

「でも晴香を狙っている奴らがいるというだけで不愉快だ。この間の昼休みにも営業部の子に言われてたじゃないか。俺の妻だと知っていて、晴香を誘う勇気のある奴はいないだろうけど、知らないから……」

「あ、あんなの、梨乃の冗談に決まってるじゃない！」

　晴香は言いながら、やっぱり今夜の孝也は少し疲れているようだと思った。普段は温厚で寛大な彼が、些細なことでこんなに露骨に不快感をあらわにするなんて。

　だが晴香の懸命なフォローはまったく孝也に響かない。それどころか却って火に油を注いだようだった。

「晴香は社内の事情に疎すぎる。自分がどんな風に見られてるか知らないからそんな呑気なことを言えるんだ。晴香に手を出そうなんて、……あいつら許せないな」

　そう言って孝也は、目の前に広がる煌びやかな夜景を睨む。

「た、孝也！」

　晴香は慌てて声をあげた。

　たったあれだけの出来事で、事情を知らない罪のない社員の評価が下がるとしたらあまりにも気の毒だと晴香は思う。

　それに晴香の存在くらいで孝也と社員の間の信頼関係が損なわれるのも嫌だった。

「孝也。本当に、本当に違うの」

　一生懸命に首を振って訴えると、孝也が晴香に視線を移す。そして少し考えるように首を傾げた。

「まぁ……、結婚を隠しているこちらにも非はあるし、晴香のその優しさに免じて今回は水に流そうか。……彼らの代わりに晴香が俺の気持ちを鎮めてくれたら、だけど」

　晴香には孝也の言う言葉の意味がはっきりとはわからない。でも自分になにかできるならばと急いで頷いて、恐る恐る問いかけた。

「ど、どうすればいいの？」

　孝也がにっこりと微笑んで、両腕を晴香に向かってゆっくりと広げた。

「おいで、晴香」

　まるで小さな子を呼ぶかのようなその仕草に晴香の胸がドキンと跳ねる。

　そして少しノスタルジックな気分になった。

　晴香がまだ小さい頃は時々膝に抱いてもらった。母とも兄とも違うどこか特別な存在の彼の膝に抱いてもらうのは、特別に嬉しかった。

　でももうあのただ優しいだけの孝也は、ここにはいない。

　その膝の上に囚われれば、昔のように頭を撫でてもらうだけでは済まないことはわかっていた。

　それでも……。

　晴香はゆっくりと立ち上がる。

　そして吸い寄せられるように、孝也の腕に身を任せた。

「晴香」

　孝也が小さく呟いて、膝の上の晴香を強い力で抱きしめる。生まれつき少し茶色い彼の髪が晴香の頬をくすぐった。

「晴香の香りだ」

　少しくぐもった低い声、甘い響きに、晴香の身体は否が応にも熱くなる。彼から香る強いアルコールの香りに、酔ってしまいそうだった。

　まるで愛しい人を呼ぶかのような孝也の声音に酔いしれて、いっそのことこれは真実の愛なのだと錯覚をしてしまいたい。

　この結婚は、アルコールみたいなものなのだ。彼にはちっとも効かないのに、晴香だけが酔わされて、乱される。

　しかもその酔いはいつまでたっても覚めないのだ。

　胸の不安をかき消すように晴香も孝也を抱きしめて、茶色い髪に顔を埋めた。こんな風に胸の中に彼の心まで抱き込んでしまえたらどんなにいいかと思いながら。

「気持ち、落ち着いた？」

　晴香は静かに問いかける。

　孝也が晴香を抱く力はそのままに、「まあな」と言ってくすりと笑った。

　晴香がホッと息を吐くと、孝也は顔を上げて晴香を見つめた。

「でもまだ足りない」

　そしてどこか期待に満ちた表情で、また晴香をジッと見つめた。

　晴香の中心をいとも簡単にとろけさせる孝也のその眼差しに、晴香はこくりと喉を鳴らす。ためらい唇を噛むと、催促をするように孝也がわずかに眉を上げた。

　晴香の頬が熱くなる。

　ドキドキとうるさい胸の音を聞きながら、視線だけで問いかけると、彼は瞬きだけで晴香に応えた。

　晴香はもう一度喉を鳴らして、少しずつゆっくりと孝也に近づく。そして笑みを浮かべた唇に自らの唇をそっと重ねた。

　見た目より柔らかくて熱いその感触に、晴香の脳がピリリと痺れる。その痺れが全身に伝わる前に離れようとするけれど、突如うなじに差し込まれた大きな手に阻まれた。

「あ、んんっ……！」

　少し怯えて戸惑いの声を漏らした晴香の中に、孝也が易々と入り込む。そんなものじゃ足りないといわんばかりに暴れ回る。晴香の中を、アルコールと彼の香りで満たしてゆく。

「晴香……」

　荒い息で名前を呼ぶ低い声に、晴香の胸はずきんと痛む。

　彼が作る偽りの愛の世界は晴香をこんなにも夢中にする。彼に溺れて、彼のすべてが欲しくなる。

　でも本当は愛されていないのだ。

　この疑似恋愛行為に本当の愛は存在しない。

　楽しまなくては。

　孝也から与えられる強い刺激に背筋を震わせながら、晴香は梨乃に言われた言葉を自分自身に言い聞かせる。彼に愛されていないという真実は胸の中に仕舞い込んで、彼に触れられるこの時をただただ楽しめばいい。

　だって晴香の身体は、孝也の偽りの行為にも、こんなに反応するのだから。

　唇が離れて目を開けば、間近にある熱のこもった孝也の眼差し。愛がないなんて信じられないほどに、熱くて強い。

　孝也がピンク色に染まる晴香の頬に手をあてた。

「リゾートホテルの話は本当なんだ」

　まだ火照る身体を持て余したまま、晴香は孝也の言葉に耳を傾ける。

　そういえば昼間にそんな話をしていたような。

　でもなぜ今その話が出るのだろうと晴香は小さく首を傾げる。

　孝也が強い眼差しのまま、低い甘い声で囁いた。

「晴香、そこで俺たち本当の夫婦になろう」










孝也の決意




　夏の日差しが照りつける都心の街を、孝也は社長室の足元まである大きな窓から見下ろしている。

　今年は例年になく厳しい暑さなのだという。その太陽の光が孝也には疎ましく感じられた。あの屋上で束の間の休息を過ごすことができないからだ。

　べつにそれ自体はなんとも思わない。今までだってこの時期は自然と足が遠のいていたものだ。だが、業務の合間にほんの少しだけでも晴香の顔を見て、腕に抱くことが激務をこなす原動力になりつつある今の孝也にとっては少しつらい。

　彼女の待つマンションへは今日も早く帰れそうにない。もう何日も彼女の寝顔しか見ていない……そう思い孝也がため息をついた時、ノックの音がして第一秘書の山里が入ってきた。

「失礼します、社長。午後のスケジュールを確認させていただいてよろしいでしょうか」

「あぁ、どうぞ」

　孝也は振り返って黒い椅子に腰を下ろした。

　タブレットをスライドさせながら、山里がスケジュールを読み上げてゆく。午後も、スケジュールは満杯だ。

　でもそれが孝也にとってはあたりまえの生活なのだ。

　曽祖父の時代から築き上げてきたこの久我グループを存続させるためには、自らのすべてを犠牲にして働くことが必要不可欠なのだから。

　そんな世界に生きる孝也にとって、いつもどこかで心の拠り所となっていたのが幼い頃、よく遊びに行った北見家だった。

　厳格だった父とはどこか距離があった孝也だが、御曹司でありながら普通の感覚を身に付けさせたいと地元の小学校へ入れてくれたことには感謝している。おかげで今でも連絡を取り合う親友の健太郎と出会えたのだから。

　彼と彼の家族は、久我不動産の社長になった今でも昔のように変わらず孝也に接してくれる貴重な存在だ。

　少し破天荒で久我家とはそりが合わない母も北見家の人たちが好きだから、友人家族というよりはどこか親戚のような気持ちで孝也は彼らと付き合ってきた。その北見家の長女である晴香は孝也の中でずっと特別な存在だったのだ。

　今も……。

　本当に忙しい日々だけれどあと少しを乗り切れば、その晴香と過ごす休日が待っている。

　その時を思い、孝也は思わず笑みを漏らす。

　山里が不思議そうに首を傾げた。

「社長？」

「いや、なんでもない」

　孝也が答えると、山里は確認を終えてタブレットの画面を閉じた。そして思い出したように口を開いた。

「そういえば、昨夜の会合で三橋会長と少しお話しさせていただきまして。『早く新妻に会わせろ』と社長に伝えるようにと言われてしまいました」

　孝也は苦笑しながら頷いた。

「最近は会うたびに言われるな」

「難攻不落と言われた社長が前触れもなくいきなりご結婚されたのです。仕方がないでしょう」

　山里にからかうように言われて孝也は、ポリポリと頭をかいた。

　三橋会長からの見合いの話は本当だった。だがそれはべつに断れないようなものではなかったのだ。

　そもそも三橋会長自身が孝也を孫のようにかわいがってくれていた。だから見合いの話も、三十四歳にもなっていつまでも独身の孝也を心配してのものだったのだ。

　ずっと好きだった幼なじみと結婚すると告げた時は、驚きながらも喜んでくれた。

『お前がそんなに一途な奴だったとは。今までどんなにいい話にも首を縦に振らなかったのにはわけがあったんじゃな』

　だが早く晴香に会わせろと言われるのには少し困惑してもいた。まだ晴香を正式な妻として発表できる段階にはない。

「のらりくらりはそろそろ限界でしょう。一度奥様を連れてお会いになられてはいかがですか？　そのためのお時間ならなんとかしますから」

　結婚の事情を知らない山里は簡単に言う。

　孝也はその言葉に曖昧に頷いた。

　臆病で環境の変化を苦手とする晴香に、突然孝也との結婚を受け入れさせたということに孝也は少し負い目を感じていた。

　新しい生活に精一杯馴染もうと奮闘する彼女に、今すぐ久我不動産の社長夫人としての役割まで負わせるのは忍びない。

「まぁ、そのうち」

　煮え切らない態度の孝也に、山里がこれみよがしにため息をついた。

「なんだ？」

　孝也は眉を寄せて山里を睨む。

　彼は上司に睨まれても平然として口を開いた。

「どうしたことかなと思いまして。いまだに結婚のことを公表されていないのは、奥様のご意向でしょう？　社長ご自身には公表できない理由などありませんから」

　秘書からの問いかけに孝也は黙り込んで目を逸らす。が、それは肯定したと同じことだった。

　その孝也をおかしそうに見て、山里は言葉を続けた。

「どんなに難しい相手との商談でも簡単にまとめてしまわれる方が……奥様の説得にこのように苦戦されるとは、自分の目が信じられません」

　そして眼鏡を押さえてくっくっと笑った。

　孝也は腕を組んで憮然とする。

　だが一方でそう言われても仕方がないのかもしれないとも思った。

　とにかく晴香に関しては、普段の自分のやり方の通りにいかないことが多かった。

　ずっとそばにいながらなかなか気持ちを告げられずにいたこと。

　それなのに突然、焦るように結婚してしまったこと。

　しかもその結婚生活ではいまだに手を出せずに、社内に発表すらできていないこと……。

　でもそれを少しも煩わしいと思わないのは、孝也が晴香に強く囚われているからだと思う。

「そもそも、社長になられてからの二年間、どなたともお付き合いされずにいそいそと会いに行かれていたというのに、随分と苦戦されていたようですから、ご結婚されてからのこの状況もさして不思議ではないのかもしれませんが」

　眼鏡の奥の切れ長の目を楽しそうに輝かせる山里に、孝也は思わず舌打ちをする。

　彼は支社長時代からの秘書で長い付き合いだから、時折こんな風に孝也に気安い口をきく。

　それを嫌だなどとは思わないがとにかく鋭いのが困りものだ。

　社長になってから会うようになった晴香との関係は、彼に悟られないようにしていたのに、どうやらバレていたらしい。

「彼女は今までの女性たちとは違う。相手によってやり方を変えるのはビジネスの世界でもよくあることだろう」

　苦し紛れにそう言って、孝也は彼から視線を外した。

「確かにそれはそうですね」

　山里はくすりと笑った。

「それにしても、三橋会長の件は差し置いたとしても、ご結婚に関してはそろそろ発表された方がいいかと思います」

「なぜだ？」

　孝也は机に肘をついて山里を見た。

　山里が意味ありげにニヤリと笑った。

「奥様はどうも最近、社内の男性社員の注目を集めているようですので」

「お前、そんなことまで調べているのか？」

　孝也は思わず呆れたような声を出してしまう。

　社内では秘密にしている晴香との結婚は、当然山里には伝えてある。

　だがそれは必要だからであって、なにも晴香を見張れという意味ではない。それなのに、社内の噂まで拾ってくるなんて。

　そもそも彼のどこにそんな時間があるのだろうと孝也は背筋の伸びた目の前の秘書を見る。終始孝也に付き添っている彼は孝也に負けず劣らず多忙なはずなのに、もしかしてこいつサイボーグなのか？とそんな考えまで頭に浮かんで、孝也は首を傾げる。

　山里がすまして口を開いた。

「はい、社長のコンディションに関わる件はすべて把握しておく必要がありますので。私の調査結果ではさっき申し上げましたように奥様は最近人気急上昇中です。おそらく先日行われた非公式の交流会が影響しているのでしょう。今まで他部門との付き合いがほとんどなかった奥様ですが、一生懸命に挨拶に回られたようで、これが一部の若い男性社員から大好評だったようです」

　山里の言葉に孝也は、はぁとため息をついた。

　言われなくてもわかっている、というのが正直な気持ちだった。

　つい最近もそれで大失敗をしたのだから。

　とにかく晴香は、自分が男にどう見られているのかについて、鈍感すぎると孝也は思う。

　地味で真面目なだけが取り柄なのだとふた言目には言うけれど、だからといって男の目を引かないというわけではないというのに。

　交流会に関しては、出席する方が晴香にとってプラスになると思ったから、孝也も彼女の背中を押した。晴香の仕事ぶりは高く評価されているが、他の部門と関わりを持つことでさらなるキャリアアップを見込めるはずだ。

　もちろんこういう弊害があるだろうとも予想はしていたけれど、これほどまでとは思わなかった。

「社長とのご結婚が社内に知れたら、そのような心配はなくなると思いますよ」

　もう一度くすりと笑ってから、山里は頭を下げて部屋を出て行く。

　その様子に頭をかきながら孝也は椅子に身を沈めた。

　晴香との結婚を公にしたい。それは当初から孝也が願っていることだ。

　晴香は会社でのふたりの立場の違いを気にしているようだが、そもそもふたりはそんなことは関係ない幼なじみなのだ。

　誰にもなにも言われる筋合いはない。

　三橋会長の話は抜きにしても、孝也の親しい人たちに早く晴香を妻として紹介したいという浮ついた気持ちもある。でもやっぱり孝也は、晴香の気持ちを優先させてやりたかった。

　晴香が、彼女自身がそうしてもいいと思える日まで待ってやりたいと思っている。

　彼女が孝也との結婚を公にする覚悟ができる時……それはおそらくはふたりが身も心も通じ合う本当の夫婦になった時なのだ。晴香が本当に孝也を愛し、愛されていると自覚した時……。

　そしてそれはそう遠い未来の話ではないという確信を、孝也は持ちつつあった。

　孝也と晴香の距離は確実に近づいている。

　夫婦としての触れ合いは結婚当初はゆっくりと、時間をかけるつもりだった。

　もちろん、真面目で責任感の強い彼女だから、〝子作りのため〟などもっともらしい理由をつければ、そういう行為にも応じるだろうとは思ったが、それは絶対にしたくなかった。

　自分は晴香に幸せになってほしいのだ。

　少しも無理をしてほしくない。

　だが一方で、それと相反する気持ちに孝也はずっと悩まされ続けていた。

　早く晴香を自分だけのものにしたい。

　本当は自分の腕に閉じ込めて、誰の目にも触れさせたくない。

　普段は蓋をしているその気持ちは、時折むくりと目を覚まして孝也の衝動を駆り立てた。

　ついこの間の夜もそうだった。

　無防備な晴香に苛立ちを感じて、子供じみたことを要求した。

　そして……。

　だがそれは今のところいい効果を生み出しているようにも思う。それがふたりの距離を縮めている。

　孝也の読みが正しければ、晴香は孝也に触れられることを、嫌がってはいない。

　それどころか……。

　孝也が触れると、戸惑いながらも染まる肌、こらえきれずに漏れる吐息、今までとは違った色を浮かべて自分を見つめる潤んだ瞳。

　本当の夫婦になろうと告げると、少し驚いたように目を見開いて、それでも真っ赤になって頷いていた。その仕草に、孝也はまたすぐにでもその場で彼女を押し倒して、モノにしてしまいたい衝動に襲われた。

　自分とまったく同じ気持ちでなくても、少しでも自分を異性として受け入れてくれるなら……。でもそれは彼女に本当の気持ちを告げてからだと孝也はなんとか自分の中の獣を静めた。

　今の晴香ならきっと、孝也の想いを受け止めてくれるだろう。

　夏季休暇中のふたりきりの旅行、そこで自分の想いを打ち明けて、契約結婚などという茶番は終わりにしよう。

　そして身も心も通じ合う本当の夫婦に……。

　山里が消えていったドアを見つめながら、孝也は静かに決意を固めていた。










歪んだ真実




「あ、庶務さん、ついでにコピー機の用紙補充もしていって下さるかしら？」

　夏季休暇も目前に迫ったある日の昼下がり、田所に頼まれたお使いで社長秘書室へ書類を届けに来ていた晴香は、声をかけられて目をパチクリさせてしまった。

　声をかけたと思しき目の前の女性は、そんな晴香に気が付いた様子もなく平然として同じ言葉を繰り返した。

「コピー用紙が切れかかってるの。いつもみたいにお願いね」

　どうやら晴香を、備品の管理に各課を回る機会が多い庶務課の社員だと勘違いしているようだった。

　社内でも秘書室は特別な場所だと言われている。

　取引先や関連会社のご令嬢が、花嫁修行と称して多く在籍しているからだ。

　もちろん久我不動産の役員秘書が花嫁修行で務まるはずがないから、秘書室は二課に分かれていて、実際に秘書業務を行う優秀な社員は一課に、ご令嬢は二課に集められるというのが社内の暗黙のルールだった。

　社長が孝也に代替わりしてからは、その二課がこれまた特別な意味を持ち始めたことも知られている話だった。つまりただの花嫁修行の場ではなく、彼女たちは社長の花嫁候補でもあるというような。

　そんな彼女たちにとってみれば、一般の社員などは庶務も経理も同じようなものなのかもしれない。

　そもそもコピー機の用紙補充だって庶務の社員に頼むのはいかがなものかと晴香は思う。だが反論しても仕方がないと、晴香は黙って言われた通りにすることにした。

「あーあ、それにしても。社長がいらっしゃらないとなんにもやる気になれないわね」

　晴香に用事を頼んだ社員は、晴香が言う通りにコピー機に向かった瞬間に、晴香の存在を忘れたようだ。

　席へ戻り同僚と話し始めた。

　そういえば今日孝也は、地方へ日帰り出張だと言っていた。あいかわらず激務が続いていて、晴香は彼の体調が心配でたまらないが、口出しするわけにもいかない。

　それでも夏季休暇は取れるというのだから、もう少しの辛抱なのだろう。

　休みに入ったらゆっくりしてもらって……。

　そこまで考えて、晴香は頬が熱くなるのを感じた。

　脳裏に浮かぶのは、彼のあの強い眼差し。

　本当の夫婦になろうという言葉。

　結婚をしてから約一カ月、初めの夜に言った通り、孝也は晴香を無理やりに求めたりはしなかった。

　少し強引なスキンシップと、その先を予感させる濃厚なキスに戸惑うことはあるものの、晴香が本当に無理だと思うことはなにひとつなかった。

　それは孝也が、たとえ晴香が彼に恋愛感情を抱いていなくても、自然と彼の腕に身を委ねられるように、少しずつ無理のないように導いてくれているのだと思う。

　甘くて優しいやり方で。

　でもそれが晴香の心にまで火をつけてしまっているという事実に、彼は気が付いているのだろうか。

　晴香が、身体だけでなく心まで囚われていることに。

　たった一カ月。

　一カ月の結婚生活の間に、恋愛は怖いと怯えて固まってしまっていた晴香の心は、いとも簡単に溶かされて、彼を求めるようになってしまった。

　孝也を愛するようになってしまった。

　だから晴香が妻として彼のものになることにもうなんの障害もないといえるだろう。

　けれど……。

　この気持ちは知られてはならないのだ。

　触れ合うたびに漏れ出てしまう彼への気持ち。孝也はきっとそれを、晴香の方も割り切れるようになった証だと捉えているに違いない。夫婦になれる心の準備ができたのだと。

　結婚を合理的に考えて冷静に決断できる彼にとっては、晴香のこの気持ちはきっと迷惑でしかない……。

「それにしても、社長の彼女って本当に社内にいるのかしら」

　女性社員の声に晴香はハッとして、止まっていた手をまた動かし始めた。

　仕事に集中しなくては。

「うーん、お昼に時々行方不明になられるあの時間があやしい、なんて思ったけど、そういえば最近はないわよね？　考えすぎだったのかも。あ、ねぇ、社長といえば」

　意味ありげに言う女性社員。

　もうひとりの社員が「なになに」と言って耳を寄せた。

「私、社長のちょっとした秘密、聞いちゃった」

「秘密!?　おしえておしえて」

　ふたりは完全に晴香などいないかのように、それから仕事中であることも忘れて、大きな声で話し始めた。

「実は私の従姉が、社長の元カノなんだよね」

「そうなの!?」

〝元カノ〟という言葉の響きに晴香の胸がずきんと鳴る。

　だがすぐに、あれだけの人なのだから過去に恋人くらいいただろうと、自分自身に言い聞かせた。

「その従姉と社長が付き合っていたのは二年前くらいなんだけど、彼女が言うには、社長には長年想い続けた人がいるっていう話だよ」

「えー!?　どういうこと？」

　もうひとりが声をあげるのを背中で聞きながら、晴香の胸も大きな音を立て始める。

〝長年想い続けた人〟元カノなんかよりもずっとずっと嫌な響きだ。

　聞いてはいけない、聞くべきじゃないと頭の片隅で思うのに、身体中の神経が彼女たちの話に集中するのを感じていた。

「社長って、付き合うとすごく誠実で優しいんだけど、どこかいつも冷めてるように見えたんだって。本当の意味で誰にも興味がないっていうか。その従姉って『モリ』っていう家具ブランドの社長をしててちょっと変な子なんだけど、久我社長を元恋人っていうよりビジネスの相手みたいに思ってて、社長の過去の恋人なんかとも普通に付き合いがあったりするんだよね。で、聞いてみたらその元カノたちもみんな同じように言うんだって。それでなんだかぴーんときて問い詰めたらしいよ。本当は他にずっと好きな人がいるんじゃないの？って」

「そしたら？」

　一旦言葉を切った彼女にもうひとりの社員が身を乗り出して尋ねた。

「そしたら社長は否定したらしいんだけど、珍しく不機嫌になったんだって。社長って普段は穏やかな方じゃない？　それで従姉は確信したらしいよ。やっぱりって。考えてみたら、そういう人がいてもおかしくはないよね」

「……どういうこと？」

「だって社長は生まれながらにして久我グループを背負う運命なのよ。恋愛は自由じゃないんでしょう。すごく好きな人がいてもその人が久我不動産に相応しくないとしたら、諦めるしかないじゃない？　だから久我不動産に相応しそうな女性と付き合ってはいても、いまいち本気になれなかったんじゃないかしら。きっとずっと好きなのねその人のこと。意外と一途なんだわ」

　晴香はコピー用紙を抱えたまま身動きもできずに彼女たちの話を聞いていた。

　孝也には長年想い続けた人がいる？

「でもそれってさ、あくまでも憶測なんだよね。だって社長は否定なさったわけだし。社長が彼女たちに興味がないように見えたのはそれまでの子たちだったからじゃないの？」

　まるで私ならそうはならないとでもいうように女性社員が言う。それをもうひとりが否定した。

「それが後になって本人が認めたらしいのよ」

「社長が？」

「そう。一年くらい前、たまたま会う機会があったらしくて、その時に聞いたんだって。『お姫様とはうまくやってる？』って」

　女性社員がため息をついて「よくそんなこと聞けるわね」と言う。

　晴香も同感だった。

　でもそういえば家具ブランドのモリの女社長は晴香も雑誌で見た記憶がある。

　美人で仕事ができる強い女性の代表みたいな人だ。

　そうか孝也はそんな人と付き合ってきたのか、と思うと腕に抱えたコピー用紙がずしんと重く感じた。

「そしたらなんと久我社長、『あの時は悪かった。君の言う通りだった』って言ったらしいよー！」

「うっそー！」

　もう聞いてはいられなかった。

　晴香は急いでコピー機への用紙補充を済ませると立ち上がる。会話に夢中な彼女たちはそんな晴香にも気が付かないようだった。

「だったら今の彼女だって結局はたいして好きじゃないってこと？　それ聞いちゃうとなんだかかわいそうね」

　耳を塞ぎたくなるような言葉を背中で聞いて、晴香は秘書室を後にした。

　唇を噛んで、役員専用フロアの絨毯が敷き詰められた廊下を足早に進んでゆく。

　窓の外は真夏の太陽が照りつける都心の街、それが急に色を失ってモノクロの世界になって晴香の目に映った。

　知らなかった。

　孝也にそんな人がいたなんて。

　どんな相手なのか晴香には想像もつかないけれど、長い間想い続けていたのならば相当好きだったのだろう。

　一年前にそうだったと認めたならば、きっとまだ忘れられていないに違いない。晴香だって二年前に失恋をして、そこから本当の意味で立ち直れたのはつい最近なのだ。

　愛する人に選んでもらえなかったという胸の痛みは、なかなか消えてくれない。

　その時、晴香の頭の中でパチンとパズルのピースがハマるような音がした。

　もしかしてこれも、孝也と晴香が結婚をするメリットのひとつだったのでは？

　ずっと想い続けた人との結婚が叶わないとするならば、もう彼が新たに人を愛するということを望んでいないとしても不思議ではない。

　彼は、ずっと想い続けたひとりの女性だけに、自らの愛を捧げていたいと、そう決意したのでは？

　どうしてもその人と一緒になれないならばもう誰とも恋愛なんてしたくない、そんな思いを二年前晴香も嫌というほど味わった。でもだからといって久我グループを背負って立つ孝也がいつまでも独身でいるわけにはいかないのだ。

　晴香の背中をぞわりと嫌な感覚が走る。また、パズルのピースがパチリとハマる音がした。

　だとしたらすべて納得がいくじゃないか。

　心の中でその人を愛し続けるのは自由だ。たとえ相手と添い遂げられなくても、ずっと好きでいるだけで、それだけでいいと思う人もいるだろう。でもそんな人が、それでも家庭を築くとするならば、普通の相手ではあまりにも不誠実。愛していると嘘をつき続けることになるのだから。

　では晴香なら？

　そこまで考えて、また晴香の中でピースがハマり、孝也が描く完全なる未来図が完成した。

　なぜ彼がプロポーズの時に『晴香がいい』と言ったのか、その理由を晴香は今ようやく理解した。孝也に、恋愛感情を抱かないで、しかも普通ではありえない結婚をしようと言える相手は晴香しかいないのだから。

　頭の中心がシンと冷えて、でも胸の鼓動は痛いくらいに鳴り続ける。

　この一カ月の間に孝也が見せたたくさんの顔が頭に浮かんだ。

　優しい眼差しの中にある、熱を帯びた強い光。

　低くて甘い囁き。

　晴香のすべてをいとも簡単にとろかせる、柔らかい唇。

　あの甘い香り。

　ふたりの間を繋ぐものがたとえ信頼関係のみだとしても、少なくとも結婚した以上はすべてが晴香のものだと思っていた。

　そこに愛はなかったとしても、そもそも彼自身が誰も愛していないのなら、それでいいと思えたのに……。

　本当は、全部、全部、晴香ではない誰かのものだったのだ。

　足元が崩れてゆくような心地がした。

　屋上での休憩時間に見せる少しリラックスしたあの笑顔も、嫉妬に似た独占欲も、すべて嘘だったのだろうか。

　厳しいビジネスの世界に生きる彼にしてみれば、晴香をその気にさせるくらいはたやすいこと？

　一瞬で色を失った世界に愕然としながら、晴香はエレベーターに乗り込んだ。










哀しい新婚旅行




　孝也には長年想い続けた女性がいるという偶然知ってしまった事実は、晴香の胸に重くのしかかった。

　きっと孝也はまだその人を愛している。

　だからこそ信頼関係でしか結ばれていない晴香に、契約結婚をしようなんていう突拍子もない話を持ちかけたのだ。

　本当は独身のままその人を想い続けるつもりだったのかもしれない。

　でも彼が久我不動産の社長という地位にいる以上それは難しいのだろう。現に三橋という名門からの見合い話が持ち込まれるくらいなのだから。

　晴香の胸がずきんと痛む。

　恋愛は怖いと怯えていたあの頃に、また戻ってしまったような気分だった。

　二年前に本気で愛した男性は、晴香を選んではくれなかった。もっと明るくて派手な女性の方がよかった、君は面白味がないとまで言われたのだ。

　一方で昔から晴香をよく知る孝也は、晴香がいいと言ってくれた。地味で真面目なだけが取り柄の晴香を。

　簡単には変えられない自分の性分を認めてもらえたような気になって、結婚を承諾したけれど、考えてみればそれは愛のない結婚だったから。

　自分は、結局は誰にも愛してもらえないのだ。

　おそらくは、このままずっと……。

　わかっていたことだ、と晴香は自分に言い聞かせる。

　そんなこと、初めからわかっていた。愛情はなくとも、信頼し合えればそれでいいじゃないかとはっきり彼は口にして、晴香はそれに同意した。

　それなのにこんなに胸が痛むのは、すべて晴香自身の問題。孝也の方のスタンスは初めからなにも変わっていないのだから。

　こんなに胸が痛むのは、晴香が孝也を好きになってしまったから……。

　忘れよう、と再び自分に言い聞かせる。あの話は聞かなかったことにして、今まで通り幸せな夫婦を演じよう。

　孝也は晴香を愛してはいないけれど、〝愛してないのだ〟という風には扱わない。愛し合って結婚した妻のように大切にしてくれている。

　その彼の期待に、自分は応えなければならない。それが、今から思えば無謀な結婚を承諾した、自分に課せられた義務なのだから。




「天気がよくてよかった。思ったほど道も混んでなかったし」

　機嫌よく言って、キングサイズのベッドの脇に荷物を置く孝也を横目に、晴香は唖然として部屋を見回した。

　たまたま予約が取れたと孝也が言ったリゾートホテルにさっきふたりは到着した。都心から高速を使って一時間半のこの海辺の街には、晴香も何度か来たことがある。

　でも孝也が車を走らせて到着したこのホテルは、およそ晴香の想像していたものとは比べものにならないくらい高級だ。全室たった十部屋しかないという部屋のひとつひとつにプライベートプールが付いていて、そこから紺碧の海を眺められるという贅沢さ。こんなホテル、晴香は雑誌かテレビでしか知らない。

「晴香？　どうした？」

　ドアの前で突っ立ったまま、動けないでいる晴香を振り返って、孝也が首を傾げた。

「疲れたのか？」

　晴香はゆっくりと首を振った。

「ちょっとびっくりしちゃって。こんなに贅沢な部屋だと思わなかったから」

　孝也がくいっと眉を上げて、意味ありげな表情で晴香を見る。そしてベッドに腰かけて、にっこりと微笑んだ。

「新婚旅行にはぴったりだろう？」

　その様子に、『本当の夫婦になろう』と言った彼の言葉が脳裏に浮かんで、晴香の頬が熱くなった。

「し、新婚旅行だったんだ、これ」

　頬の火照りをごまかしたくて、晴香は適当な言葉を口にする。

　孝也がニヤリと笑って頷いた。

「もちろん、正式に結婚を発表できたら晴れて特別休暇を取れるから、もっといいところに連れて行ってあげられるよ。それまでは近場で我慢してもらうしかないかな。まぁ、プレ新婚旅行ってとこだな」

「ここが、プレ？」

　晴香はしばしの間絶句する。

　いくら近場だとはいえ、ここはプレ新婚旅行なんかにはもったいないくらいに贅沢なホテルだ。それこそ本当の新婚旅行だったとしても、晴香なら躊躇するレベルかもしれない。

「そう、ここのオーナーと知り合いなんだよ。だから時々声をかけて下さるんだ。今回はちょうど新婚旅行にいいかなって思って。ここのところ忙しくて晴香とゆっくりできていなかったし」

　こんな贅沢な部屋に時々だなんて、と晴香はびっくり仰天してしまう。

　でも孝也のかつての恋人たちと来るならば、この部屋の贅沢さには納得がいくとも思った。

「本当の新婚旅行は、どこへ行きたい？」

　優しく尋ねる孝也に晴香は慌てて首を振った。

「こ、ここで十分だよ！　私にはもったいないくらい。それに二回もなんて贅沢すぎる。孝也、忙しいんだし」

　孝也がくすりと笑って目を細めた。

「晴香らしいな」

　おそらくはなんの裏もないはずの孝也の言葉に、晴香の胸がツキンと鳴る。頭の中でもうひとりの自分が呟く声が聞こえた。

　やっぱり、私って地味でつまらない？

　きっと今までの恋人たちならこんなシチュエーションにも驚かないで、孝也と一緒に楽しめたのかな。

「一生に一度なんだから、遠慮はいらないよ。社長だって人間なんだから、社員と同じように休暇をもらっていいだろう？　晴香に希望がないなら、俺はここみたいなリゾートがいいな。晴香と、なにもしないでのんびりしたい」

　私と？

　そんなのつまらないんじゃない？

　また声が聞こえて、晴香は思わず目を閉じる。どうにも頭の中の卑屈な声を制御できない。

　あの話は忘れようと心に決めたというのに。

　晴香は深呼吸をひとつして、呪文を唱えるみたいに心の中で繰り返す。孝也はこんなにも上手に、私を愛しているフリをしてくれている。

　私もそれに応えなきゃ。

　あの話は、胸に閉じ込めて。

「晴香？」

　黙り込んだ晴香を孝也が心配そうに見つめている。

　晴香は慌てて首を振って、無理やり笑みを浮かべた。

「う、うん、大丈夫。でも、ちょっと車に酔ったのかも」

　孝也がまた心配そうに眉を寄せた。

「少し横になるか？」

　どこまで彼は優しいのだろう。

　これでは本当に愛されているのだと、勘違いしても仕方がないじゃないか。

　いっそのこと、冷たくされた方がマシなのかもしれない。

　晴香はかぶりを振って笑みを浮かべた。

「大丈夫、大したことないから」




　その後の夜までの時間は特になにもせずに、部屋でのんびり過ごすことにした。

　少し気を抜くとあの話を思い出して浮かない気分になってしまう晴香とは対照的に、孝也の方は心なしかいつもより上機嫌で、体調が大丈夫ならば、と晴香をプールに誘った。

　目の前に広がる青い空と青い海を眺めながらふたりだけで入るプールは、海鳥の鳴き声と波の音しか聞こえない贅沢な空間だった。

　この世界はふたりだけのためにあるような、そんな錯覚をしてしまいそうになりながら、晴香はキラキラと太陽の光を反射させている少し冷たい水にちゃぷんと足を浸した。

「気持ちいい」

　そんな晴香を横目に見ながら、孝也の方はザブンと音を立てて水に入る。そしてそのまま気持ちよさそうにぷかぷかと浮かんで、プールの中を漂い始めた。

　その姿に晴香は小さい頃を思い出す。孝也と兄と晴香を連れて母がよく地元のプールに連れて行ってくれた。

　兄と孝也はプールが大好きで、母がいくら準備運動をしろと口うるさく言っても、水を見ると走り出しザブンと入ってしまった。そしてずっと水の中にいて、なかなかあがってこないのだ。

　少し泳ぎが苦手な晴香は、大抵プールサイドに座って足だけを水につけてそんなふたりを眺めていた。

　あの頃と同じように気持ちよさそうに潜ったり浮かんだりしている孝也を見つめながら、こんな風に彼を独り占めできる時間があるのだから、それでいいじゃないかと晴香は自分に言い聞かせた。

　たとえ心が誰かのものだったとしても。

「晴香も泳ごう」

　いつのまにか戻ってきた孝也が晴香を誘う。

　晴香はプールサイドに手をついたまま、首を振った。

「私はいいや、足をつけてるだけで十分気持ちいいもの」

　そういえばあの頃も孝也はこうやって誘いに来ていたのを思い出す。

　泳ぎをおしえてあげるなんて言って。

　孝也は信頼しているけれど、プールは少し深くて怖いから、今みたいに断るとちょっと呆れてたっけ。

　大抵は、「次は、やるんだぞ」なんて言って許してくれた。

　でも今日の孝也は、ちょっと違っていた。

「ダメだ。せっかく来たんだから。ほらおいで、大丈夫、俺が抱いててあげるから。気持ちいいよ」

「え？　あ、きゃあ～!!」

　静かな景色にバチャンと水音が響いて晴香はプールの中に引き込まれる。慌ててプールサイドの端を掴もうと手を伸ばすけれど、あっというまに引き離されて叶わない。仕方がなく晴香は自分をプールへ落とした張本人の首にしがみついた。

　プールは深くてやっぱり少し怖いけれど、孝也が言葉の通りしっかりと支えてくれている。

　晴香は少しだけ安心してしがみついていた腕の力を緩めた。

　彼が言った通り、冷たい水が火照った肌に心地よかった。

　でもだからといってこんなの許せない、と思い晴香は孝也を睨んだ。

「い、いきなり、なにするのよ」

　水がかかった晴香の前髪を優しくかき上げて、いたずらが成功した子供のように孝也が嬉しそうに笑った。

「晴香はいっつもそうじゃないか。次は入るなんて言って。結局やった試しがない。本当に怖がりなんだから」

　少し呆れたように孝也が言う。

　晴香は頬を膨らませた。

「こ、怖がりって！　い、いきなりこんなことしたら、怖いのはあたりまえよ。水に入る時は準備運動をしてちょっとずつ水に浸からな……きゃっ！」

　晴香が言い終わらないうちに、孝也がちゅっと音を立てて、晴香の頬にキスをした。

「た、孝也!?　……んっ！」

　今度は唇に。

　そしてそのまま目を白黒させている晴香の耳や首に次々とキスを落としてゆく。

　ちゅっ、ちゅっという音がふたりだけのプールに響いた。

「っ……！　た、たか、や」

　見た目より柔らかい孝也の唇の感触が、自分の肌に触れるたびに、冷えたはずの晴香の肌はまた温度を上げてゆく。

　晴香は孝也にギュッとしがみついた。

「なんだ？　晴香」

　孝也がくすりと笑って晴香の耳に囁いた。

「ダ、ダメ」

「どうして？」

　また耳に囁かれる甘い響きに、晴香の背中はぞくぞくとする。その感触に耐えながら晴香は一生懸命に首を振った。

「だって……」

　いくらふたりだけとはいえ、ここはプールでしかも外、このように触れ合う場所ではないと晴香は思う。

　孝也が一旦攻撃をやめて晴香をジッと見つめた。

「っ……！」

　その少し熱のこもった眼差しに、晴香の胸は痛いくらいに音を立てる。水の中にいるとは思えないほど身体が熱くなってゆく。

　孝也の視線がゆっくりと、晴香の肌を辿るように移動して、首元のあたりでピタリと止まる。そしてその綺麗な目を細めてふわりと微笑んだ。

「晴香が髪を上げているのは珍しいな。学生の頃はよくポニーテールにしてたのに」

「そ、そうだったかな。今は、プールに入るからっ……」

〝髪を上げたの〟と、晴香は最後まで言えなかった。孝也が晴香のうなじにそっと触れて、ひと筋垂れた後れ毛に指を絡めたからだ。

　逞しい肩に掴まる手に力を込めて、晴香はなんとかその感触に耐える。ただほんの少し触れられているだけなのに、こんなにも反応してしまう自分が恥ずかしくてたまらない。

　彼への気持ちが漏れてしまわないように、晴香は一生懸命に唇を閉じる。

「俺、晴香のポニーテール、好きだな」

　それなのにまた甘い言葉を囁かれて、晴香は自分がどうにかなってしまいそうだと思う。同時に、自分はとても難しいことを要求されているのだと思った。

　こんなに甘く囁かれて、まるで愛おしむかのように触れられて、それでも好きになってはいけないなんて。

　孝也の手は、うなじを辿り赤く染まった耳を摘む。そして、親指と人差し指ですりすりと擦り合わせるように優しく晴香に刺激を送った。

「んっ……！」

　ぴくんと肌を震わせて、晴香はまた唇を噛む。不安定な水の中で身体が沈んでしまわないように一生懸命彼にしがみついた。

「ダメ、孝也」

　これ以上、そんな風に触れないで。

「晴香？　これは、嫌？」

　晴香はふるふると首を振る。

　嫌だなんて思わない。

　そうじゃなくて。

　こんな風に触れられて、本当の気持ちを隠し通せる自信がない。

　だって孝也は、私が孝也を好きだなんて言ったら困るでしょう？

　けれどもちろん、そんな言葉は口にはできない。ただ潤んだ瞳で懇願するように彼を見つめるのみである。

　そんな晴香を、孝也はさらに追い詰める。

「嫌じゃないなら、やめない。晴香、いきなりは怖いんだろう？　こうやって少しずつ慣らしておかないと……」

　その言葉の意味を晴香はすぐには理解できない。

　首を傾げる晴香の耳に、孝也が突然かぶりついた。

「きゃっ！　あ！」

「ほら、今夜、怖くないように」

　直接耳に注がれる、少し荒い彼の息がとんでもないことを告げている。

　強い刺激から逃れようと、晴香は懸命に首を振るが、うなじに差し込まれた大きな手に阻まれた。

「あ、た、孝也……。ダ、ダメ……、んんっ……！」

　拒否は許さないとばかりに今度は唇を塞がれる。

　晴香の言葉と心を奪ってゆく。

　いつもより少し強引な孝也の行為に、晴香はなす術もなくただ彼にしがみつき身体を震わせるのみである。熱くて柔らかくて晴香をおかしくさせる孝也の唇に、思考を絡めとられて、なにもかもわからなくなってゆく。

　愛してる、大好き、私だけのものになって。

　言えない言葉たちが晴香の頭の中をぐるぐる回る。

　心と身体、髪の先に至るまで、晴香のすべてが、彼を求めて恋い焦がれて、彼を欲しいと言っている。この気持ちを静める術があるならばおしえてほしいと晴香は思う。

　苦しくて、やるせなくて、どうにかなってしまいそうだ。今夜彼に抱かれたら、少しは楽になるのだろうか。

　彼の身体だけ手に入れて、それで少しは満足できる？

　……わからない。

　わからないけれど、今の自分に残された道はそれだけなのだ。

　それしかないのだと、晴香は自分に言い聞かせた。




　シャワーを浴びてすっかり寝支度を整えた晴香は大きな窓に手をついて外の景色を眺めている。

　ライトアップされたプールの向こうには、昼間は確かに紺碧の海が広がっていたはずなのに、今は真っ黒でなにも見えない。ただ細い月が頼りなく浮かんでいるだけだった。

　まるで自分の未来を見ているようだと晴香は思う。

　あの真っ黒な先にいったいなにがあるのか、さっぱりわからないけれど、細い月の光を頼りに進むしかないのだ。

　しかもその光が満ちるのか欠けるのか不確かなままで。

　怖い。

　怖くてたまらないけれど、進まなくては。

　その時、バスルームのドアがガチャリと開いて、孝也が出てくる気配がした。

　晴香はびくりと肩を震わせて、振り返ることができなかった。どきんどきんと胸の鼓動が痛いくらいに鳴り始める。

　初めて男性と身体を重ねた時も、これほどまでには緊張しなかった。その時晴香の胸にあったのは、愛する人と結ばれるのだという幸せな気持ちだけだったから。その先にある幸せなふたりの未来を信じて疑わなかったから。

　今、晴香の胸にあるのは、とてつもなく大きな不安。晴香の中に存在する孝也への愛情が、それをより一層大きなものにしていた。

　愛する人に愛されないまま抱かれたら、自分の心はどうなってしまうのか。

　わからなくて、ただ、怖い。

「晴香、大丈夫か？」

　孝也がベッドに腰かけて、動けないままの晴香を呼ぶ。

　優しい声。

　きっと彼は、今まで付き合った女性たちにもこんな風に優しくしていたのだろう。

　けれど本当は誰ひとり愛してはいなかった。

「晴香？」

　もう一度呼ばれて、晴香はこくんと喉を鳴らす。そして恐る恐る振り返る。

　少し湿った髪、部屋着姿の孝也がベッドに腰かけて、優しい眼差しで晴香を見ていた。

「大丈夫、やっぱりちょっとは緊張してるけど」

　少し無理やりに微笑むと、孝也が一瞬眉を寄せた。そして晴香から目を逸らして、しばしの間逡しゅん巡じゅんしている。

　もしかしたら、と晴香は思う。

　さすがの彼もこの行為には、迷いがあるのではないだろうか。

　男性は愛していない人とでもできるのだろうと晴香は勝手に想像したが、本当は愛する人としかしたくないと思っていても、まったく不思議ではないのだ。

　そういえば昼間いつも通りに見えた彼は、日が沈むにつれてどことなく考え込むようなそぶりがあった。満天の星を望んでの夕食では、黙り込んで物言いたげな視線で晴香を見ていたような。

　今夜。

　愛していない晴香をまるで愛しているかのように演じながら抱くことに、躊躇しているのではないだろうか。

　しばらくして彼は小さく息を吐いて目を閉じる。そしてゆっくりと立ち上がり、晴香を見た。

　その瞳の奥になにかを決意したような色を見つけて、晴香は小さく息を呑む。胸の鼓動が嫌な音で鳴り始めた。

　これから彼はなにか重要なことを晴香に告げようとしている。身体を重ねて、本当の夫婦になる前に言わなくてはいけないなにかを。

　今から愛し合うけれど、本当に愛してるわけではないと、あらかじめ釘を刺す？

　自分には長年想い続けた人がいて、でも晴香を妻としては大切にするからと、本当のことを言う？

　それとも〝愛している〟と偽りの愛を囁くのだろうか。

　そのどれだとしても、とても耐えられそうにないと晴香は思う。聞いてしまったら、彼の妻を演じ続けることができなくなる。

　聞いてはいけない。

　聞きたくない。

　たまらずに晴香は孝也の胸に飛び込むように抱きついた。

　聞きたくない、なにも。

　あなたの身体だけ手に入れて、それで満足だと思える私のままでいさせて。

「晴香……？」

　孝也が戸惑い、晴香を呼ぶ。

　その唇が、言葉を紡ぎ始める前にと、晴香は背を伸ばして自らの唇でそれを塞いだ。

「ん」

　背の高い孝也の首に手を回して、少し戸惑う彼を一生懸命に誘惑する。

　なにも言わないで、そのまま私を抱いてほしい。

　愛されないまま愛する人のものになる。その先になにがあるのかわからなくて怖いけれど、彼の口からなにかを聞くよりマシだと思う。

　いつもみたいに偽りの行為で晴香を魅了して、そしてなにもかもわからなくして……。

　そうでないと自分は前には進めない、あの闇に一歩踏み出すことはできない。

　晴香は一生懸命に彼を誘う。

　どうすればいいのかは、わからない。でもどうかこの行為に彼が応えてくれますように。

　どうか、どうか、このままなにも言わないで、このまま……。

　ゆっくりと、孝也が晴香に応え始める。晴香の動きに合わせるように、孝也の息が熱を帯びる。

　大きな手が、背伸びをする晴香の身体を這い回り、晴香の形を確認する。

「ん、た……かや」

　思わず漏れた晴香の声。

　それを合図に突如攻守が逆転した。

「あっ、んんっ……！」

　拙い晴香の誘いでは足りないとでもいうように、孝也が晴香に入り込む。晴香の中の弱い部分を刺激して、主導権を主張する。いつもより激しく執拗に愛撫して、晴香を圧倒し始める。

　強い刺激に晴香は思わず膝を折る。その瞬間ふわりと抱き上げられたような浮遊感、背中に感じる冷たいシーツの感触に、ベッドに寝かされたのだと晴香は気付く。

　唇が離れてゆっくりと目を開けば、視線の先に、情欲の炎を浮かべた孝也の瞳。晴香は大きな安堵を覚える。

　少なくとも今の彼は、晴香を抱くということに苦痛を感じてはいないようだ。

　言いたい言葉は胸の奥に閉じ込めて、偽りの愛でこの夜を乗り切ろうと決めたのだろう。

　晴香をベッドに縫いとめて、孝也の本格的な攻めが始まる。唇、頬、それから耳、首筋に至るまで、熱いキスが降ってくる。それと同時に大きな手が身体中を這い回る。

　その感触に、晴香の身体がふるりと震えた。愛しい人に触れられる喜びを、両手を広げて享受する。

　愛してくれていなくても、彼が触れるのは私だけ。

　ずっとずっと私だけ……。

　大丈夫、それで満足できるはず。

「晴香」

　荒い息が晴香の名を呼び、赤く染まる首筋を辿る。まるで愛しい人に触れるように。

「晴香、愛してるよ……」

　突如かけられた偽りの言葉。

　晴香の身体がびくりと震えて胸が痛いくらいに締めつけられた。

　晴香はギュッと唇を噛み、固く固く目を閉じた。そうでもしないと、嘘つきだと彼を詰なじり、泣き出してしまいそうだった。あの優しい眼差しの中に偽りの色を見つけてしまって。

　声音だけなら、言葉だけなら、錯覚することができるかも。

　あぁでも本当は、耳も塞いでしまいたい。

「晴香、愛しているよ」

　また嘘をついて、孝也の手が晴香の服を一枚一枚はぎとってゆく。

　大きな手が晴香の素肌を愛おしげに辿り、切なく揺れる晴香の胸を刺激する。

「んんっ……！」

　彼の吐息、熱い肌、優しく激しく晴香を昇らせる大きな手、そのすべてを知ってしまったら、愛していないフリはもうできないと思うのに彼が欲しくてたまらない。

　愛してる。

　嘘つき。

　愛してる。

　嘘つき。

　ふたつの想いを頭の中で繰り返しながら、晴香は彼に縋りつく。

　彼に囚われ、なにもわからなくなってゆく……。

　本当に、愛されてないなんて信じられないくらいに熱くて甘い彼の吐息が、晴香のすべてに触れてゆく。晴香の奥の切ない気持ちを暴いてやると、敏感なところを責め立てる。

「あ、や、孝也！　たか……」

　その愛撫を全身で受け止めて、晴香の身体が大きく跳ねる。強い刺激に頭の中が真っ白に染まり、孝也の色に塗りつぶされてゆく……。

「晴香、怖くない。……大丈夫」

　本当に彼は嘘つきだ。

　この夜を乗り越えた先が晴香には怖くて仕方がないというのに。

　でもその優しい嘘に酔いしれて、晴香は彼を受け入れた。

「孝也、孝也」

　無我夢中で名前を呼ぶと、激しい動きで彼は応える。

　細い月が照らすこの夜、ふたりは本当の夫婦になった。

　晴香の心だけを、置き去りにして。




　じゅうじゅうと音を立てるフライパンの中にはよく炒めた野菜と肉、そこへ袋から出した麺をふたつ入れる。すかさずコップ半分の水を回し入れるとじゅわーっと音を立てて湯気が上がった。それに蓋をして、晴香は小さくため息をついた。

　焼きそばは、『二種類のソースを混ぜるのが決め手よ』と母からおそわった。誰に出しても美味しいと言われる晴香の得意な料理だ。

　学生の頃、家に飲みに来た孝也に作って出したこともある。あの時は美味しいと喜んでくれたけれど。

　今夜は珍しく早く帰るとメールがあったのがついさっき。慌ててなにか作ろうにもありあわせの物でできるのはこんなものくらいだった。

　本当はこんなメニュー、孝也に相応しくないと思う。

　そもそも彼の今までの恋人たちは、料理を作る必要すらない人たちだったのだ。そして孝也の想い続けた人も、そんな人だったのかも……。

　晴香はフライパンの蓋を取り、麺をほぐしながら炒めてゆく、そしてソースを回し入れた時、玄関の方で孝也が帰ってきた気配がした。

「ただいま」

　シャツの襟元をくつろげながら、孝也がリビングへ入ってくる。晴香も視線を彼に移して、「おかえりなさい」と答えた。

「焼きそば？　いい匂い」

「うん。急だったから簡単なもので申し訳ないけど」

　晴香の言葉に孝也は微笑んで首を横に振った。

「いや、うまそうだ。晴香の得意料理だもんな」

　そう言って孝也は、晴香に手を伸ばしかける。昔みたいに、頭を撫でてくれるのだろう。

　その右手を視線で追って、ほとんど無意識のうちに晴香の身体がぴくりと揺れた。

　孝也の右手がぴたりと止まる。

　そして彼は、迷うように瞬きを二、三回。ゆっくりと手を下ろすと「着替えてくる」と言い残して寝室のドアの向こうへ消えていった。

　晴香の胸がギュッと痛む。

　表面上はいつものふたり。なにも変わらないように見えても、実はそうではないのは明らかだった。

　初めての旅行から二週間が過ぎた。

　あの夜、孝也は晴香を一晩中腕に抱いて、繰り返し晴香を求めた。愛してると偽りの言葉を繰り返して。

　愛する人に満たされる最高の夜。

　それは同時に、この上なく空虚な時間でもあった。

　本当に愛しい人を抱くように情熱的に晴香に触れた孝也の瞳は、晴香を見てはいなかった。

　想い続けた愛しい人を、晴香に重ねているに違いなかった。そうでなければ、愛してもいない人をあんな風に抱くことはできないと晴香は思う。

　熱い息が愛の言葉を囁くたびに、本当はお前じゃないのだと言われているような気がした。

　あの日から晴香は、孝也に触れられるのが少し怖くなってしまった。

　孝也に優しくされればされるほど、彼が、晴香の後ろに自分じゃない誰かを思い浮かべているような気がして。

　孝也の方にも変化があった。

　彼はもう晴香には触れない。

　それは、晴香のせいかもしれない。さっきのようななにげない彼の行動を怖いと思ってしまう晴香の……。

　でももしかしたら、彼自身の中の後悔の気持ちがそうさせているのではないだろうか。長年想い続けた人、その人以外を抱いてしまったという後悔の。

　夏季休暇が明けて、また忙しい日々が続いている。

　あまり顔を合わせる時間がない、以前と変わらないふたりの生活。

　それでも時折こんな風にして、ふたりの間の隔たりを目のあたりにする。

　本当に愛していないなら触れないでほしいと泣く心と、それでもあの温もりに包まれたいという心、ふたつの相反する想いに晴香は苛まれ続けている。

　寂しくて、やるせなくて、つらい。

　でもそんな風に思う資格は自分にはないのだと晴香は思う。

　無謀な結婚を承諾し、約束を破り、彼を愛してしまった。それなのにその気持ちを割り切ることもできずに、妻の役割を完全には果たせていない。

　涙がこぼれそうになるのをこらえて、晴香はフライパンの火を止める。

　いったい、あとどれだけこんな日をやり過ごせば、この想いはなくなるのだろう。

　この胸は、痛まなくなるのだろう……。

　孝也が消えていったドアを見つめて、晴香はキュッと唇を噛んだ。










孝也の後悔




　曽祖父の代から受け継がれているという重厚な飴色の社長机、その上に置かれた素っ気ない鍵を孝也はジッと見つめていた。

　月に一度、設備点検のために業者の社員が立ち入る以外は誰も足を踏み入れない屋上の鍵である。

　季節は秋に差しかかり、日差しは随分と柔らかくなった。本当ならあそこで休憩を取るのに最適な時期になりつつあるのに、今年はどうしても足が向かない。

　その原因に思いを馳せて、孝也は小さくため息をついた。

　あの場所は久我グループを背負って立つという重圧に耐え続ける孝也にとって、ほんの少しの解放感を得られる大切な場所だ。

　あそこでただぼんやりと空を眺めていると、自分は本当にちっぽけな存在なのだから、それほど気負わずにやれるだけのことをやればいいのだという気持ちになる。

　でも今は、どうしても足が向かない。

　それはあそこへ行けばそこにいない晴香を思い出し、浮かない気分になるだろうとわかっているからだった。

　晴香との間に、目に見えない隔たりができたと孝也が気が付いたのは、夏の旅行から帰ってすぐだった。

　あの綺麗な黒い瞳が孝也を悲しげに見つめ、孝也の手に怯えるように身体を揺らす。物言いたげな唇はなにも言わないままに、そっと自分に背を向ける。

　初めは思い違いだと思ったその変化。だがそれはもはや目に見えない壁となってふたりの間に確実に存在している。

　いつもの孝也なら、それを放ってはおかなかった。すぐさまその腕を引き、小さな身体を抱き込んで、どうしたのだと問いかけた。つらいなにかがあるのなら取り除いてやる、守ってやると頭を撫でて安心させてやっただろう。

　だがそれを孝也はできないでいる。

　それは彼女を不安にさせているものの正体が自分自身にあると、孝也が知っているからだ。

　晴香に変化をもたらしたもの。

　それはあの夜、孝也が彼女を抱いたことに間違いないだろう。

　晴香は孝也を夫として受け入れることができず、信頼する兄のような存在、それ以上には思えなかったのかもしれない。

　それなのに自分は……、そんな彼女の苦悩に気付かずに、自らの欲望を、想いのすべてをぶつけてしまった。

　ふたりで過ごした一カ月あまりの日々の中で、晴香の方も孝也に対して信頼以上の感情を持つようになったと感じたけれど、それはすべて間違いだった。そうであってほしいと願う孝也の中の希望が、孝也の視界を曇らせていただけなのだ。

　晴香はきっと、兄のように慕っていた相手からの愛を受け入れられず苦しんでいるに違いない。

　あの夜、晴香の方から求めたのは、ただ彼女が妻としての役割を果たさなければならないという責任を感じていたからなのだ。

　それなのに、自分はそれに気が付くこともなく、そのまま溺れるように彼女を抱いてしまった。

　本当に、自分自身が忌々しい。

「くそっ！」

　孝也は握った拳を机に叩きつける。

　晴香を傷つけてしまった。

　誰よりも幸せになってほしいと願うただひとりの人を。

　よりによって自らの手で!!

　ひっそりと平穏に過ごしていた晴香を、言葉巧みに結婚へ追い込んで、自分のものにした。卑怯な手だとわかっていながらそうせずにいられなかったのは、どうしても晴香を自らの手で幸せにしたかったから。

　それなのに!!

　孝也は目を閉じて、ただ愚かな自分を呪う。

　その時、コンコンとノックの音がして山里が入ってきた。孝也は机の上の携帯を持って立ち上がる。時刻は午後七時過ぎ、これから孝也は都内で行われる会合に出席する予定になっている。そのために彼が呼びに来たのだと思ったからだ。

　しかし。

「社長、次のご予定の会合ですが、常務に代理でご出席いただくことになりました」

「なに？」

　聞いていなかった予定変更に、孝也は一瞬言葉に詰まる。

　そんな孝也に、山里が平然として同じ言葉を繰り返した。

「会合は常務にお願いいたしました。会合以外に予定はありませんから、今日は社長はこのままお帰り下さい」

　いったいなぜそんな話になっているのだと、視線で問いかける孝也に山里が頭を下げて言い訳をした。

「出過ぎた真似をしまして大変申し訳ありません。ですが社長、どうもここのところお疲れのようですので、私の独断でそうさせていただきました」

　山里の意図を理解して、孝也はふぅとため息をつく。

　大企業をまとめ上げる社長という地位にいる以上、自らの不調を誰にも悟られないよう振る舞う術が孝也にはある。どんなトラブルを抱えていても常に平常心でいる自信もある。

　だが今回はうまくやれていなかったようだ。

「ありがとう、そうさせてもらうよ」

　孝也が言うと山里は頷いて部屋を出て行った。

　確かにここのところ、小さなミスが続いていた。ミスといっても本当に些細なものだから業務には支障はないが、それでも今まではなかったのだから、毎日一緒にいる山里にとっては異状事態だといえるのだろう。

　だがいつもより早く家に帰ることがいいことなのかどうかは、正直にいって孝也にはわからなかった。

　自分のせいで傷ついた晴香にとって自分は家にいない方がいいのかもしれない……そんな思いが頭をよぎった時、手の中の携帯が震えた。

「……健太郎？」

　晴香の兄で孝也の唯一無二の親友、北見健太郎からの着信だった。




『孝也？　今忙しいか？』

　久しぶりの親友からの電話を、孝也は黒い社長椅子に身を沈めながら受けた。

「いや、大丈夫」

　答えながら、さすがは健太郎だと思った。

　小さい頃から気が合って一時期は兄弟のように過ごした親友の健太郎、彼にはこういうところがあった。

　普段は分刻みにスケジュールをこなす孝也、その孝也がプライベートの時間をとることは本当はすごく難しいのだ。それなのにこの親友は、意図せずに孝也の空いた時間にコンタクトを取ってくる。

　大きなプロジェクトがひと段落した時。海外出張から戻った時。さてそろそろこちらから連絡しようかと思っていると必ず向こうから電話がくる。

　今だって、本当なら今日は電話に出られなくてもおかしくないスケジュールだったのだ。それが、キャンセルになったのを見計らったかのようにかけてくるとは。

　以心伝心とはこういうことをいうのだろうと孝也は密かに笑みを漏らす。相手が健太郎だというのは、少々残念な気もするが。

『よかった。まぁ、お前はいつも忙しいから遠慮してても仕方ない。いつもこっちの都合でかけるんだが』

「あぁ、遠慮はいらない。出られなければかけ直すまでだ。それよりどうかしたのか？」

　孝也が答えると健太郎は少し安堵したように話し始めた。

『うちの実家のことだよ。担当の営業さんから話を聞いて。随分いいようにしてもらった。ありがとう』

　そのことか、と孝也は思いあたる。

　健太郎の新しい家については、なるべくいい条件にしてやってほしいと直接担当者に声をかけておいた。

　北見家は孝也自身が随分と世話になった場所だ。これくらいで恩返しができたとは思わないが、それでもできることはしたかった。

「俺も世話になった家だ。これくらいなんでもないよ」

『完成したら、孝也も呼ぶって言ったら担当さんびくびくしてたぜ。お前、怖い上司なのか』

　戯ける健太郎に、孝也は肩を揺らしてくっくっと笑った。

「かもな」

『まぁ、とにかくありがとう。……それで……』

　なにか言いにくいように健太郎が口ごもる。

　そこで孝也はピンときた。

　家の話以外にも彼には孝也になにか話があるのだと。

　それにしてもいつも遠慮なくものを言う健太郎が、こんな風に口ごもるのは非常に珍しいことだった。

　だが孝也の方も、すぐになんだとは聞き返せない。健太郎の聞きたい話の内容が、なんとなく、今孝也を悩ませているあのことに関係がある、そんな気がしたからだ。

　果たして、孝也の予想はあたっていた。

『その……晴香なんだけど……』

　孝也はごくりと喉を鳴らして、健太郎の言葉に耳を傾けた。

『先週、実家に帰ってきただろう？　荷物の整理を手伝いに』

「あぁ」

『その時に、ちょっと元気がないような気がしたんだ』

　普段は晴香にはぶっきらぼうで、あまり面倒見がいい方ではない健太郎だが本当は妹思いなのだ。

　晴香と孝也の結婚を彼がことさら喜んでくれたのは、実家の建て替えにより、ひとり暮らしを始める晴香のいく先が決まったことへの安堵の思いもあったように思う。

　孝也なら安心だと、晴香のいないところで言われたことは記憶に新しい。

　その晴香を、自分は……。

　孝也は唇を噛んでから言い訳のような言葉を口にした。

「最近忙しくて、なかなか家に帰れないんだ。もしかしたらそれで……」

　こんな自分が情けなくて不甲斐ない。

『まぁ、それは仕方がないよな。孝也が忙しいのは俺より晴香の方が知ってて結婚したんだろうし。だから、俺も夫婦のことに口出しするつもりはないんだ。ないんだけど……』

　そう言って健太郎はまた口ごもる。

　これはよほどのことなのだと孝也は思った。

　いつも孝也にはっきりとものを言う彼が、ここまで言いにくそうにしているのは、家に帰った時の晴香になにかよほど心配なことがあったのだろう。

　孝也は携帯を握りしめて、声を落として彼に問いかけた。

「……晴香がなにか言っていたのか」

　情けないと心から思う。

　最愛の妻をつらくさせているのはおそらくは他でもない自分なのだ。どうにかしてやりたい、やらなければと思うのに、どうすればいいのかがわからない。

　健太郎がため息をついた気配がした。そして決心したように話し始めた。

『あいつなんか変だったんだ。孝也には昔からずっと好きだった人がいるんじゃないかって聞くんだよ。親友のお兄ちゃんなら知ってるでしょって』

　困り果てたような健太郎の声、その意外な内容に孝也はすぐに言葉を返すことができなかった。

　俺に、ずっと好きな人？

『俺まったく心当たりがないから、知らないって言ったんだけど、なんか納得してないんだよな、あいつ。そんなに無理な相手なのか、今からでも一緒にしてやれないのかなんて言うんだよ。それなら自分は身を引いてもいいなんて言って……』

　訳がわからなかった。

　いったい晴香はなにを言ってるんだ？

『俺お前が浮気でもしたのかと思ったよ。でもどうやらそんな感じでもないんだよな。そりゃお前はモテるから、過去の女なんてたくさんいるけど、どっちかというとそれほど夢中でもなかったみたいだったし』

　健太郎はそこで言葉を切って沈黙してから、少し声を落として意外なことを言った。

『もしお前にそういう人がいるとするなら、俺……晴香じゃないかって思ってたんだけど』

　そして再びの沈黙。

　孝也は思わず息を呑んだ。さすがは親友、誰にも言っていない孝也の気持ちに、気が付いていたということか。

『……違うか？』

　恐る恐るといった様子の健太郎に、孝也は苦笑して頷いた。

「さすがだな」

『やっぱり。でもお前には立場があるし、晴香の方もそんな感じじゃなかったから、このまま何事もなく終わるのかと思ってたんだよ。そしたらいきなり結婚だもんな、俺びっくりだったよ。さては晴香丸め込まれたなって思ったくらいだ。でもまぁ、晴香だって大人なんだし……なによりお前なら安心だって思ったんだ。なぁ孝也、なんで晴香はあんなことを言ったんだ？』

　どうしてそんな話になったのか、孝也にもまったく検討がつかなかった。

　でももしかしたらそれがここ最近晴香を悩ませているものの正体かもしれないのだ。

「健太郎」

『ん？』

「さっきの話は晴香にしたのか？」

『いやしてない。確証のある話じゃなかったし、しても信じないんじゃないかと思ったんだ。それくらいあいつ思い詰めてて』

　窓の外、日が沈んだ街を睨み孝也は考え込んだ。

　なぜだかはわからないが、晴香は孝也には自分以外に好きな人がいると思い込んでいる。タイミングから考えて、それがここ最近の彼女に変化をもたらした原因に間違いないだろう。

　いつからだ？

　いつから彼女はそんな風に孝也を誤解し始めた？

　孝也は考えを巡らせる。

　プロポーズの時は全然そんな話は出なかった。

　それからその後のふたりの生活でも。

　本当の夫婦になろうと告げた時、確かに彼女は真っ赤になって頷いていた。あの潤んだ瞳を見て、孝也は彼女も自分と同じ気持ちなのだと確信をした。

　でも考えてみれば旅行での晴香は少し様子が変だった。

　契約結婚だなんて嘘をついて結婚に追い込んだことを謝罪して、本当の気持ちを告げようとした孝也を遮るように口づけた。

　あの行動はいつもの晴香ではなかったと思う。

　もしかして、あの時すでに……？

　血の気が引く思いがした。

　あの夜、愛していると繰り返した孝也の言葉は、正確に彼女に届いていなかったのではないだろうか。

『でもそんなあいつを見て、妙に安心もしたんだ。変な誤解はしてたけど、お前のことはちゃんと好きみたいだった。昔は全然そんな風に見えなかったから、結婚って聞いてちょっと心配してたんだけど……』

　そうだ、晴香も孝也を想うようになっていたはず。その確信があったからこそ孝也は晴香を抱いたのだから。

　でも晴香は孝也には別に好きな人がいると誤解していて……。この際、どうしてそうなったのかはどうでもいい。

　だってもしそれが本当なら、あの夜を彼女はいったいどんな想いで過ごしたのだろう？

「健太郎」

　孝也は幼なじみを呼ぶ。

『ん？』

「ありがとう、ようやく糸口が見つかった。お前は本当にありがたい親友だ。だが急いでるんだ、この礼は今度必ず！」

『あぁ、晴香を頼んだぞ』という言葉を聞いて、孝也は携帯を切り立ち上がる。

　そして、今日これからの予定をすべてキャンセルしてくれた山里にも感謝して、社長室を飛び出した。










ほどけた糸




　エレベーターを降りて、帰宅の途につく社員たちの間を晴香はとぼとぼとエントランスに向かって歩いていた。

　金曜日の終業後のこの時間は、社員たちの表情はどことなく解放感に満ちていると晴香は思う。何人かで連れ立って歩いているグループは、これから夜の街で一週間の疲れを互いに労うのだろう。

　そのどこか浮ついた空気と晴香の心は正反対のところにある。

　ここ最近は、ほとんど孝也と顔を合わせていなかった。もともと忙しい人だけれど、前にもまして家に帰ってくるのが遅くなったからだ。

　まるで、晴香を避けるように。

　でもそれを寂しいと思う以上にどこかホッとしている自分がいて、それが尚更晴香にはつらく感じた。そして晴香を映す孝也の瞳に後悔の色が滲むのを見るにつれ、晴香はある確信を深めていった。

　この結婚は失敗だった。

　今ならまだやり直せる、と晴香は思う。

　ふたりの結婚を正式に発表していない今なら。

　結婚を合理的に考えていた孝也ですら後悔しているのだ。この先ずっと、愛し合っていないふたりがたくさんの夜を乗り越えてゆけるとは、とうてい思えなかった。もしこれが晴香だけがつらいのなら、仕方がないとすべてを呑み込むべきなのだろう。

　無謀な結婚を承諾しておきながら、あなたを愛してしまったからやっぱり無理でしたなんて都合のよすぎる話なのだから。

　でももし孝也の方も同じなのだとしたら、このままにしてはおけないと晴香は思う。

　愛しい彼に少しでもつらい思いはしてほしくないと、晴香の中の孝也を愛する気持ちが言った。

　少し前に実家で兄に会った時、晴香は思い切って尋ねてみた。孝也の想う人についてなにか知らないのかと。

　孝也がどんなに愛していても久我不動産に相応しくない相手なら諦めるしかないと秘書室の女性たちは言っていた。でもよく考えてみれば晴香だってけして孝也に相応しいとはいえないのだ。幼なじみだというだけで、普通の家庭の出身なのだから。

　もちろんその女性にその気がないのならば仕方がないだろう。

　でも……。

　果たして兄の回答は、歯切れの悪いものだった。

　孝也が昔から想い続けている女性、そんな人に心当たりはないと言いつつも、なにかを隠しているようなそぶりだった。

　仕方がない、と晴香は思う。

　唯一無二の親友の大切な秘密を、勝手に、よりによってその妻に漏らすことなどできるわけがないのだろう。

　もうこうなったら思い切って本人に尋ねてみようか。もしかしたらその時が晴香と孝也の永遠の別れになるかもしれないとも思うけれど、それでもこの関係をずっと続けてゆくことなどできないだろうから……。

　その時「北見さん」と声をかけられて晴香は足を止めて振り向いた。

　以前会議の後で晴香をバーベキューに誘った営業部の富岡だった。

「お疲れさま、今帰り？」

「はい。お疲れさまです」

　人の流れを少し避けて、晴香は彼に答えた。

　よく見ると彼の後ろには営業部の社員が数名、その中に梨乃の姿もあった。ヤッホーと手を振っている。

「今からこのメンバーで飲みに行くんだ。北見さんもどう？」

　あいかわらずの気安い感じで誘われて、晴香は答えに窮してしまった。

　今夜も孝也は遅くなると聞いている。梨乃も一緒なら断る理由はないだろう。でもそんな気分になれないというのが正直なところだった。

「どうしようかな……」

　迷いながらそう呟いた時。

「晴香！」

　ざわざわと騒がしいエントランスに、よく通る男性の声が響いた。

　晴香はびくりと肩を震わせて、声のする方へ視線を移す。そして自然と開いた人混みの間をカツカツと靴音を響かせて、少し息を切らせてやってくる人物に気が付いて目を剥いた。

「晴香！」

　もう一度名を呼んで、孝也は晴香に駆け寄ると、唖然としている一同には目もくれずに晴香に向かって問いかけた。

「今、帰り？」

「え？　あの、社長、そ、そうです」

　晴香は戸惑いながらも、わざと彼を役職で呼んだ。皆が注目しているこの場所で彼が晴香を名前で呼んでしまっていることを、暗に知らせたくて。

　だがそんな晴香の牽制はまったく彼には響かない。

　孝也は、「そう」と言ってため息をひとつついてから、晴香の両腕をがしっと掴む。そしてまたこの場にはまったく相応しくない言葉を口にした。

「晴香、帰ろう。話があるんだ」

「ちょ……！　孝也！」

　晴香は真っ赤になって声をあげた。そして今度は晴香の方も、名前で彼を呼んでしまう。

　一瞬しまったと頭の片隅で考えるけれど、一方で仕方がないとも思った。

　たくさんの社員が足を止めて何事かとふたりを見守る中、孝也がこんな風に振る舞うのだから。

　本当は走って逃げ出してしまいたいくらいだった。そうすれば、普段は存在感のない晴香のこと、噂になってもあれは誰だったっけ？で済むかもしれない。

　でも彼に両腕をがしりと捕まえられてしまっている以上、それは無理な話だった。

　代わりに、ぶんぶんと首を振って晴香は彼に抗議した。

「こんなところで……社長、なにを考えてるんですか」

　いったい彼はどうしてしまったのだろう。とにかく他の社員の視線が痛かった。

　だが孝也の方はまったく気にも留めずに、ただ晴香をジッ見つめて口を開いた。

「晴香、大切な話があるんだ。家へ帰ろう」

　いつもとは違うどこか切羽詰まったような彼の様子に、晴香は一瞬目を見開く。こんな孝也は初めてだった。

　もしかしたら、なにか緊急事態なのかもしれないと晴香は一瞬不安になる。まさか例の人と想いが通じて晴香はいらなくなったから離婚しようなどと言われるのだろうか、なんていう支離滅裂な考えが頭に浮かんだ。

　でも自分を見つめるその眼差しの中に、安心させるなにかを見つけて、晴香はゆっくりと頷いた。

　恋心を抱くよりずっとずっと以前から、晴香が誰よりも信頼していた人。彼が晴香を本当の意味で裏切ることなどないだろう。

　たとえどんな結末でも、それは晴香を思っての選択なのだ。

　孝也がホッと息を吐いて、晴香の両腕の拘束を解く。そこへ富岡が金縛りから解けたように孝也に向かって話しかけた。

「あの、社長。お、お疲れさまです」

「あぁ、お疲れさま」

　孝也が一瞬だけ社長の顔に戻って答える。その孝也に、彼はおそらくはこの場にいる社員皆が聞きたいと思っているはずの言葉を、やや遠慮がちに問いかけた。

「あの、社長と北見さんって、個人的に親しいみたいに見えますけど、もしかして、社長の彼女って、北見さん……ですか？」

　そう思うのも無理はないと晴香は思う。

　なにせあの会議室での一件以来、社内はその話で持ちきりなのだ。秘書室では互いに疑心暗鬼になって小競り合いもあったという。

　そんな中で孝也が晴香の名前を呼び、ただならぬ様子で追いかけてきたのだから。

　だがその富岡の言葉を、孝也は即座に否定した。

「違う」

「あ、そ、そうですよね。ははは、まさかって思いましたけど、そうですよね」

　どこか安心したように富岡は乾いた笑い声をあげる。そこへ孝也は畳みかけた。

「恋人ではなく妻なんだ」

「へ……？」

　驚きすぎて、相手が社長だということも忘れて、富岡が変な声を出す。孝也がもう一度繰り返した。

「晴香は俺の妻だ。だから、飲み会でもバーベキューでも誘ってもらっても構わないが、下心があるならお断りだ」

　まるで富岡が晴香をバーベキューに誘った社員だと気が付いているような口ぶりだ。

　不快感をあらわにしたあの夜の孝也が頭に浮かんで、こんなところでこれ以上変な振る舞いをされてはたまらないと思い、晴香は慌てて彼の袖を引いた。

「孝也ってば」

　そして冷や汗をかいて固まってしまった富岡に、ごめんなさいと心の中で手を合わせた。

　孝也がそんな晴香をチラリと見てから、皆に向かって口を開いた。

「驚かせてしまって、申し訳ない。この件についてはまた週明けにでも説明する。ただ今は、急いでるんだ。だから、このまま失礼するよ。お疲れさま」

　そして振り返り、晴香の手を取った。

「行こう」

「あ」

　本当は、このまま退場なんてありえないと思う。

　社長が密かに結婚していたことだけをバラしておいて、ちゃんとした説明もないままに社員と手を繋いで消えるなんて。

　でもこれ以上ここにいたらもっとひどいことになるような、そんな気がして晴香は素直に彼に従う。

　皆が唖然として見守る中、ふたりは会社を後にした。

　梨乃だけが嬉しそうに手を振っていた。




「ちょっ……！　孝也！　孝也ってば！」

　手を引かれてふたりでマンションの廊下を進みながら晴香は声をあげる。

　前を行く孝也は、晴香がついてゆけるギリギリの歩幅をキープしながら、とにかく家を目指していた。

　晴香の頭の中はプパニック状態だった。あんなに派手に皆の前から晴香を連れ出したくせに、孝也は帰りの車の中でも晴香に事情を話さなかった。

　とにかく家に帰ってからだの一点張りで。

　あと少しで家なのだからと思いながらも、眉間にシワを寄せて尋常じゃない様子で晴香の手を引く孝也に、晴香は声をあげずにはいられない。

　孝也の話というのはやっぱりよくない内容なのではないかという考えがまた頭に浮かんだ。

　その時、ようやく家に着いて孝也が立ち止まる。そしてもどかしそうにセキュリティを解除すると、やや乱暴にドアを開けて晴香を引き込んだ。

「きゃっ！」

　バタンとドアが閉まる音と同時に、晴香は強い力で抱きしめられて孝也の香りに包まれた。

「晴香」

　耳元で囁かれる低い甘い声。

　久しぶりのその温もりに、晴香は一瞬だけ身体を硬直させて、でもすぐに泣いてしまいそうになる。

　もう二度とこんな風に彼に抱かれることはないと思っていた。なぜこうなっているのかはさっぱりわからないけれど、それでもこれだけで涙が出てしまうくらい自分は彼を愛しているのだ。

　晴香のこめかみに顔を埋めて、孝也は深呼吸をひとつする。そして一旦体を離して、ドアにもたれる晴香を真剣な眼差しで見つめた。

「たか……」

「晴香、愛してる」

　突如かけられた言葉の意味を、晴香は一瞬理解できない。今この状況で、彼はどうしてこんなことを言うのだろう。少し口を開いたまま、小さく首を傾げる晴香に、孝也がもう一度繰り返した。

「晴香、愛してるんだ。本当に、俺が愛しているのは君だけだ。晴香だけなんだ」

　晴香の目をジッと見つめて、ひと言ひと言確認をするように孝也は言う。

　その強い眼差しに貫かれて、晴香は息が止まるような心地がした。

　嘘偽りないその視線とその言葉が、晴香の心の一番奥を照らしてゆく。

「本当に……？」

　晴香は掠れた声を漏らす。

　孝也がわずかに微笑んで頷いた。

「あぁ、本当に。俺は晴香を愛してる。誰よりも」

　不思議だった。

　あの夜は嘘にしか思えなかった孝也の言葉が、今は真実なのだと信じられる。晴香を見つめる彼の瞳は真実の色に満ちている。

「たか……や……」

　晴香の目から涙が溢あふれる。後から後から、晴香が彼を想う分だけ、とめどなく流れ続けた。その滴をそっと拭う孝也の手、その温もりに励まされるように晴香は震える唇を、ゆっくりと開いた。

「たか……、わ、私も、私もなの」

　気持ちが高ぶりすぎてうまくは言えない。それでも晴香も自分の口から彼への想いを伝えたかった。

　孝也が熱い眼差しで晴香の言葉を待っている。

「私、私も孝也が好きなの。あなたを愛してしまったの……！」

「晴香！」

　再び強い力で抱きしめられて、晴香はたまらずに声をあげて泣き出してしまう。大きな背中に手を回して、ほとんど叫ぶように胸の中の彼への想いを繰り返した。

　大好きなの、愛してるのと。

「私、怖かった。恋愛感情なしで結婚しようって決めたのに、孝也をどんどん好きになるんだもの。この気持ち、どうしたらいいかわからなくて……」

「不安にさせて、悪かった。もっと早くこうすればよかったんだ。そしたらあの夜、晴香につらい思いをさせることはなかったのに……」

　その言葉で、とてつもない安堵感と、これ以上ないくらいの幸福感が晴香を包み込んでゆく。

　いったいなにがどうなってこうなったのかはまだわからない。それでも彼の言葉は絶対に嘘じゃない。

　そう信じられる。

「孝也」

　温かい腕に縋りついて、ただ彼の名前を呼べば、大きな手が優しく顎にあてられた。そのまま上を向かせられると、視線の先には射抜くような熱い彼の眼差し。

　そうだ、いつも彼はこの眼差しで晴香を見ていた。

　初めからずっと……。

「ん」

　涙味の唇に、孝也の唇が覆いかぶさり、晴香の吐息はそのまま孝也の口の中に消えてゆく。

　久しぶりの口づけ。

　はじめからすごく熱くてすごく深い。互いの想いを絡め合い、熱い息を交わし合う。

　正真正銘、これがふたりの初めてのキスだ。

　本当に気持ちが通じ合った、幸せな幸せな口づけだ。

　柔らかい孝也の温もりに、中を丁寧に触れられれば、もうなにも頭に浮かばない。

　孝也に触れられるという喜びが晴香の身体中を駆け巡る。その感触に晴香は小さく震えた。

　彼を愛おしいと思う気持ちだけで、頭の中がいっぱいになってゆく……。

「晴香」

　息継ぎの合間に紡がれる自分の名が、真実を告げている。

　唇がゆっくりと離れて額ひたいと額を合わせれば、至近距離にある孝也の瞳が晴香を欲しがるように見つめている。

　熱い息が囁いた。

「晴香、愛してるよ。……まずはあの夜のやり直しを」

　いつもより少し余裕のない孝也の言葉が、晴香の胸をなお一層高ぶらせる。

　晴香だって、もう一秒も待てなかった。孝也のすべてが今すぐ欲しくてたまらない。

　今すぐに、彼を感じたい。

　そんな想いを込めて見つめ返せば、その願いを聞き届けたとばかりに突然抱き上げられた。

「きゃっ……！」

　晴香は思わず目を閉じる。

　そして再び目を開ければ、夜景が見えるふたりのベッドの上だった。

「あ」

　潤んだ瞳で見上げると、少し乱暴に襟をくつろげる孝也が視界いっぱいに広がった。いつも優しい晴香だけの王子様が、今はどこか獰どう猛もうな獣のように飢えた瞳で、晴香を見下ろしている。

　見つめられているだけなのに、晴香の身体は火がついたみたいに熱くなる。この自分に飢えた目の前の獣にすべてを差し出して身も心も食べられてしまいたい。

「わからせてやる。俺がどれだけ晴香を愛しているのかを」

　都会の夜空に浮かぶ満月が、もつれ合いベッドに沈むふたりの影を、暖かく照らしていた。




「大丈夫か？」

　孝也の手が晴香の頭を優しく撫でる。晴香は枕に顔を埋めながら、頷くのが精一杯だった。

　お互いの気持ちを確かめ合った後、誤解を解く前にあの夜のやり直しが始まった。

　ベッドでのキスはわずかに残る晴香の疑問をねじ伏せるように激しかった。余計なことはすべて頭から吹き飛んで、ただ彼を求めてしまうほどに。そしてふたりはそのまま服を脱ぐのももどかしく愛し合った。

　孝也は絶えず愛の言葉を繰り返し、それが本当に晴香に届いているのかを確認するように晴香にも同じ言葉を求めた。

　互いの口から紡がれる愛の証がキラキラと星のように降り注ぎ、からっぽだった晴香の心をいっぱいに満たした。

　今晴香の身体は胸や指先、髪の毛の一本一本に至るまで、孝也の愛に満ちている。

　ふたりの間にあった深い溝を埋めるように絡み合ったふたりは、その後一緒にシャワーを浴びて、再びベッドへ戻ってきた。話の続きを聞きたいと思うのに、孝也の名残がなかなか身体から引いてくれない。くたくたで、もはや夢の世界へ行ってしまいそうな晴香の少し湿った黒い髪を、孝也が愛おしそうに撫でた。

「ちょっと夢中になりすぎたな、ごめん」

　晴香はゆっくりと目を開けて首を横に振った。

「大丈夫。すごく、幸せだったから」

　でもまたすぐに枕に顔を埋める。ついさっきまでのふたりを思い出すと、恥ずかしくて彼の顔を見られない。

　孝也がそんな晴香に、目を細めて苦笑した。

「でもちょっと無理をさせた。……どうも俺は晴香だと、冷静ではいられないらしい。ちゃんと話をしてからだとわかっていてもいざ目の前にすると……ダメだな。ほら、あの夜も」

　孝也の言葉に、晴香はもう一度顔を上げて首を傾げた。

「あの夜……？」

「そう。旅行の日の夜、俺はあの時本当の気持ちを言おうと思っていたんだ。俺が晴香に結婚しようって言ったのは、都合がいいからとかそういう理由からではなくて、ただ晴香が好きだからだって」

　そうだったのか、と晴香は思う。

　少し彼が思い詰めて見えたのは、プロポーズの時に嘘をついたことに対する罪悪感からだったのかもしれない。

「それから本当の夫婦になるつもりだったんだ。それなのに晴香があんな風にするから……」

　そう言って孝也はチラリと晴香を睨む。まるで晴香のせいだと言わんばかりのその視線に、晴香は頬を膨らませた。

「だって、なにかよくない話をされるんだと思ったんだもん」

　でもそこで、例の話を思い出して口を噤んだ。そういえば例の女性の話はどうなったんだろう。

　孝也が晴香を愛しているというのはもう十分すぎるくらいわかった。でもだったらその人への気持ちは、もう吹っ切れたのだろうか？

　すぐには頭の中の疑問を言葉にできず、晴香は視線を彷徨わせる。もう吹っ切れたとしても彼の口から、昔の女性の話が出るのは少しつらいと思った。

「よくない話ってなんだ？」

　孝也が晴香を覗き込んで尋ねる。そして晴香を安心させるように、背中にそっと手をあてた。大きな手の温もりをパジャマの上から感じて、晴香は一旦目を閉じる。そして確かな背中の重みに励まされるように、晴香はゆっくりと身体を起こしてから、口を開いた。

「孝也には、ずっと前から想い続けている女性がいるんでしょう？　私それを偶然知ってしまったの。だから、孝也は私と愛のない結婚をしたんだって思ったのよ。私はこんなに好きになってしまったのに、孝也には本当は別に好きな人がいるんだって思ったら、なにも信じられなくなって……。どんな話でも絶対によくない話だとしか思えなくて怖かったの」

　晴香は一気に言って、小さく息を吐いた。

　孝也が、少し考えるように首を傾げた。

「晴香、その話はどこで聞いたんだ？」

「え？　えーと、秘書室よ。夏に課長のお使いで行った時に二課の人たちが言ってたの」

　晴香は思い出すように天井を見上げながら答える。

　孝也が、眉間にシワを寄せてふぅーと深いため息をついた。

　その様子に晴香は慌てて言葉を付け加えた。

「あの、きゅ、休憩時間だったかも」

「そうじゃなくて、二課の噂話なんかを本気にして」

　孝也が晴香をじろりと睨む。

　晴香は口を尖らせた。

「で、でも孝也の前の恋人から聞いた話だって言ってたよ。それに、この前実家に帰った時にお兄ちゃんにも聞いてみたけど、お兄ちゃんもなにか隠してるみたいだった！」

　自分は根も葉もない噂話を信じたわけではないと、晴香は一生懸命に主張する。火のないところに煙は立たないのだから。

　そんな晴香に孝也がふっと笑って、膨らんだ頬を突く。そして驚くべき言葉を口にした。

「だから、それが晴香なんだよ」

「え！」

　晴香は声をあげて目を丸くした。どういうことかさっぱりわからない。

「健太郎には、はっきり言ってたわけじゃないけど、あいつ随分前から気が付いていたらしい。だからは歯切れが悪かったんじゃないか？　それから前の恋人っていうのはモリっていう家具ブランドの社長だと思うんだけど、彼女に言われて気が付いたんだ。俺はずっと晴香が好きだったんだって」

「気が付いた……？」

　話の全容が見えなくて、まだどこか釈然としないながらも晴香は呟く。

　孝也が頭をかいて笑った。

「あぁ、気が付いたんだ。間抜けな話だけど、それまではどんな女性と付き合ってもどうしても本気になれないから、自分はそういう人間なんだと諦めてたんだよ。俺は一生誰も好きになれないんだと」

　孝也の手が伸びてきて晴香の頬を柔らかく包む。親指がさっき泣いて少し腫れている晴香の瞼に優しく触れた。

「でもその彼女に言われて気が付いたんだよ。ずっとずっと俺は晴香が好きだったんだって。だから、他の人を愛せなかった。ただそれだけだったんだ」

　そういえば、秘書室の女性たちが言っていた。孝也は誰と付き合ってもどこか冷めていて本気にはならないらしいと。

　それは晴香のことが好きだったから？

「だったら私……」

　晴香は唖然としたまま呟いた。

　孝也がぷっと吹き出して、そのままはははと声をあげて笑い出す。

「自分自身に嫉妬してたってことだな」

　なんてこと！

　晴香は目を見開いて絶句してしまう。

　モリの社長のように美しい女性を差し置いても孝也が好きになるくらいだから、どんなに素敵な人なのだろうと胸を痛めていたというのに、まさかそれが自分だったなんて！

「そういえば晴香は、昔から簡単な問題ほど難しく考えすぎて間違える傾向にあったかな」

　お腹を抱えて笑いながら孝也が言う。

　それが学生時代に勉強をおしえてもらっていた時の話だと気が付いて、晴香は孝也を睨んだ。

「こ、今回は、ヒ、ヒントがよくなかったのよ！　た、孝也が恋愛感情はなしの契約結婚をしようなんて言うから……」

　すべてはあのプロポーズの夜、晴香が孝也にも恋愛感情がないと勘違いしたことから始まったのだ。

　孝也がやや大袈裟にため息をついた。

「俺は、晴香に恋愛感情がないとも契約結婚をしようとも言ってない」

「え」

「両方とも晴香が言ったんじゃないか。俺、結構傷ついたんだぞ」

　そう言って孝也はべつに傷ついた風でもなく、くっくっと肩を揺らして笑った。

「まぁ、どういう理由でも結婚まで持っていければ、あとはゆっくりその気にさせようと思ってたんだけど」

　なにやら彼らしくない少し腹黒い言葉に驚きつつ、晴香は一生懸命にあのプロポーズの時の出来事を思い出す。

　そういえば孝也の言う通りだったかもしれない。

　それにしても、確かに彼はあたかも自分も同じだというように振る舞っていたように思って晴香は彼に反論する。

「だとしても！　ちゃんと言ってくれればよかったじゃない。孝也の方はそういう気持ちだよって、そしたら私……」

「どうだった？」

　遮られるように言われて晴香は固まった。

「え？」

「もしあの時、俺が本当の気持ちを言って結婚しようと言っていたら、晴香はどうしてた？」

　試すような孝也の言葉に、晴香は固まったまま答えられない。孝也が畳みかけるように言葉を続けた。

「晴香、完全に俺のこと優しいお兄ちゃん程度にしか見てなかっただろう？　突然俺が晴香を女として見てるなんて知ったら、怖くなって今まで通りの付き合いもできなくなったんじゃないか。結婚なんてもってのほかだ」

　言われてみればその通り。

　あの夜、もし孝也に気持ちを打ち明けられていたら、すぐには受け入れられなかったに違いない。もしかしたら、今孝也が言った通り、彼を怖いと思ってしまったかも……。

　視線を落として黙り込む晴香に、孝也がまた吹き出した。そして晴香の頭を少し乱暴にぐしゃぐしゃと撫でた。

「ごめん、ごめん！　ちょっと意地悪言いすぎたな。つまりそのくらい俺も焦ってたってわけだ。晴香に全然その気がなくてもどうしても結婚したかったんだよ。本当は、晴香が恋愛に前向きになるのをゆっくり待つつもりだったんだけど、あの日、昼休みに晴香が交流会で結婚相手を探すなんて言うから、その前にって。うまくいってよかった」

　そう言って孝也は逞しい腕で晴香を抱き込んで、頬にちゅっとキスをした。

「どんな手を使っても晴香を自分のものにしたかったんだ。混乱させて悪かった。許してくれるか？」

　耳に甘く囁かれて、晴香はこくんと頷いた。

　ずるい人だと晴香は思う。

　こんな風に囁かれて晴香がノーと言えるはずがない。

　孝也が、晴香の髪に顔を埋めてため息をついた。

「もう絶対に不安にさせない、絶対に離さない」

　晴香を包む腕にギュッと力が込められる。

　孝也の唇が耳のすぐそばまで下りてきてその辺りをくすぐるように辿りながら、まとめ髪の少し無防備なうなじに到達した。

「んっ！」

　そこに触れる柔らかい感触に、晴香は思わず声を漏らす。さっき散々愛を交わしたばかりなのに、なにかを期待するような自分の身体をとても恥ずかしく感じながら。

　その声に応えるように孝也がそこを優しく食はんだ。

「ん！　ダ、ダメ……」

　また恥ずかしい声が出て、晴香は一生懸命に彼を止める。でもくすぐったいようなその感覚に身体にうまく力が入らなかった。

　晴香の抵抗を易々と押さえ込んで、孝也はそこへの愛撫を続ける。そしていつかの言葉を繰り返した。

「晴香が髪を上げてるの、いいな。昔の晴香を思い出す。あの頃は晴香を好きだなんて自覚はなかったけど、だからこそ今こうすると過去の分も取り戻した気分になる」

　そしてそこに、一際長いキスを落とした。

「んんっ！」

　ピリリと甘い痛みが走って、晴香は一生懸命に唇を噛む。

　孝也が満足そうにそこを撫でた。

「いい眺めだ」

「な、なにをしたの？」

　自分では確認できない場所だからこそ、晴香は少し不安になる。

　孝也が嬉しそうに答えた。

「ここに、俺のしるしをつけたんだよ」

「しるしって……！　そんなことしたら髪を結べないじゃない」

　なにをされたのかようやく気が付いた晴香は、頬を染めて抗議する。

　振り返って孝也を睨むけれど、彼はひょいと眉を上げるだけだった。

「晴香、会社では髪を結ばないじゃないか、下ろしていれば見えないよ」

　だからって、なにかの拍子に見えたりしたらどうするんだ、と思い晴香は頬を膨らませた。

「ぜ、全然、結ばないわけじゃないもん！　会社でだって忙しい時なんかは邪魔になるからまとめることもあるのに……」

　でもそこまで言って、孝也の眉がぴくりと動いたことに気が付いて、少し慌てて言い直した。

「そ、そんなにはないけど」

「だったら尚更、好都合だ」

　孝也の腕に力が入り、慌てて逃げようとする晴香を抱き込んだ。そしてさっきと同じところへ再び唇を寄せる。

「たか……、ダメ……」

　甘い刺激がまたぴりりとうなじに走る。

「ほら、これでもう絶対に髪は結べない。会社の誰にも晴香のここを見せるわけにはいかないからな」

　満足そうに微笑む孝也に、晴香はちょっと呆れてしまう。

　普段は温厚で寛大な人なのに、こんな些細なことに子供みたいにこだわって……。

　でもそういえばいつかの夜もこんなことがあったような。

　晴香が昔から知っている優しい顔と、結婚してから見せるようになった夫の顔。これからもずっと彼のこのふたつの顔に自分はドキドキさせられ続けるのかと思うと、ちょっと先が思いやられる。

「仕事中なんだから、誰も孝也みたいな目で見てないのに」

　独り言のような呟きを聞き咎めて、孝也が晴香をじろりと睨んだ。

「なによ」

「晴香は本当に呑気だな。会社で自分がどんな風に見られているのかを少しは自覚してくれないと。俺が今日みたいに牽制して回らないといけないじゃないか。まぁ、晴香がいいならそうするけど」

「け、牽制なんてしてもらわなくても大丈夫です！　本当に私なんて誰にも気に留められてないんだし、今日飲み会に誘われたのもたまたまだったんだから……」

「やっぱり、誘われてたんだな」

　そう言って孝也は腕の中の晴香をベッドへ優しく押し倒した。

「あ」

　晴香を見下ろす孝也の瞳に不穏な色を見つけてしまい、晴香は慌てて口を噤んだ。

「俺の晴香は本当に危なっかしいな。さっきも言ったけど、飲みに行くのは構わない。でも下心があるような奴らが集まる場所はダメだ。晴香に自覚がないなら、身体中にたくさんしるしをつけようか。そういう奴に晴香が俺のものだとわからせるために……」

「孝也！　ダ、ダメ！　絶対にダメ！」

　そんなことをされてはたまらないと晴香は慌てて彼を睨む。

　だが孝也の方は鼻を鳴らすだけだった。そしてその唇が、晴香の首筋目がけて下りてきて……。

「ス、ストップ！　ストップ！　じ、自覚します！　これからは気を付けます」

　晴香の言葉に孝也の唇は寸前でぴたりと止まり、少しだけ軌道修正をして頬にちゅっと音を立てて触れた。

　晴香はホッと息を吐く。でもやっぱりひと言言わなくてはと思い、もう一度彼を睨んだ。

「孝也ってば。前はもっと優しかったのに」

　彼はいつも兄より優しくて晴香がなにかを失敗してしまっても、けして馬鹿にしたり叱ったりしなかった。その彼はいったいどこにいってしまったのやら。

　孝也がそれを涼しい顔で一蹴した。

「こういうことは、別だ」

　そしてにっこりと微笑んだ。

「でもよく考えてみたら、こんな風に誰かを独占したくなるのは初めてだ。やっぱり晴香は俺にとって特別だ」

「そんな……、ん」

　孝也の唇が、晴香の唇に下りてくる。

　晴香はゆっくりと目を閉じた。

　もう何度も交わしたとろけるようなこのキスには、本当に弱いと自分でも思う。口の中を丁寧にかき回されると、すぐになにも考えられなくなってしまう。思考がとろとろに溶かされて、遠い世界に行ってしまいそうになる。しかも唇が離れても、すぐにはもとに戻らないのだ。

　晴香はぼんやりとしたまま、自分を優しく見下ろす孝也の眼差しを見つめた。

　瞬きを一回二回している間に、孝也の唇がまた下りてきて、晴香の耳を優しく食む。大きな手が晴香の身体をパジャマの上からさするように触れ始めた。

　甘い甘い触れ合いに、晴香は吐息を噛み殺す。力が入らない手で彼を弱々しく押し返した。

「た、孝也……、ダ、ダメ……」

「どうしてだ？」

「だって、やり直しならさっきしたのに」

　その間も首筋を辿る彼の唇に、晴香は精一杯に身をよじる。

　孝也の声が低くなる。

「身体、つらいか？　もうできない？」

　そうじゃなくて、孝也の身体が心配なのだと晴香は思う。晴香とは違って、彼の方は明日もスケジュールはいっぱいに違いないのに。でも直接与えられる耳への刺激にもはやうまく言葉にできず、晴香は首を小さく振る。

　孝也が耳元で笑う気配がした。

「やり直しはまだ終わりじゃない。あの夜はこんなもんじゃなかっただろう」

　孝也の吐息がとんでもないことを告げている。でも晴香はもうなにも言葉にすることができなかった。

　結婚する前は知らなかった少し強引な孝也の顔には、自分はもう逆らえない。

　ずっとずっとこの世界に囚われたままなのだ。

　そんな幸せな確信を胸に晴香はゆっくりと目を閉じて、孝也の腕に身を任せた。










祝福




　心を通わせ合った夜からほどなくしてふたりの結婚を孝也は社内に発表した。エントランスで孝也が晴香を連れ去ったところは多くの社員が目撃し、もう隠しようがなくなったからだ。

　それを受けて社内は蜂の巣を突いたような騒ぎになった。

　独身を貫いているはずの若き社長が実は隠れて結婚していて、しかも相手が一般の社員だったのだから、当然だろう。

　晴香の生活はやはりいつも通りというわけにはいかなかった。廊下に出ればじろじろと見られて、ひそひそと言われる、そんな日々がしばらくは続いた。それを支えてくれたのは意外にも田所をはじめとする経理部の同僚たちと梨乃だった。

　彼らは経理部に興味本位で晴香を見に来る社員を追い払い、いつも通りに接してくれている。

　お昼休みに社食へ行く際は梨乃がついてきてくれた。

　孝也から不都合があるならば対処するから言ってほしいと言われていたが、どうやらそれはしないで済みそうだ。

　なにも悪いことはしてないのだから、背筋を伸ばしていようと晴香は思う。何事も怖がってばかりでは、先へは進めないのだから。

　そして騒ぎも収まりつつある晩秋の夜、本社にほど近い創作料理店で経理部の同僚たちが晴香のためにお祝いの会を開いてくれた。

「さあさあ今夜は、今まで我慢した分あらいざらい話してもらいましょう！」

　主任の長島がジョッキを上げて陽気に宣言をする。

「まあまあ……。相手が相手なんだから、言える話と言えない話があるよねぇ、北見さん」

　それを田所が笑いながらたしなめた。

　晴香はくすくすと笑いながら、皆に向かってぺこりと頭を下げた。

「本当にお騒がせして、申し訳ありませんでした。それから驚かせてしまって……。それなのにお祝いまでしていただけるなんて、ありがとうございます」

　長島が胸を張って答える。

「他の部署からのくだらないやっかみで北見さんに辞められたら私たちが困るもの。全力で守るわよ、ねぇみんな？」

　その言葉に、晴香はもはや涙ぐんでしまう。

　経理部は、その業務の内容上人事異動でも入れ替えの少ない場所だ。だからメンバーの結束が強い。だとしても本当にいい同僚に恵まれたと晴香は思う。

　結婚を発表する前、『経理部ならそれほど心配しなくてもいいんじゃないか』と孝也が言っていたけれど、本当にそうだったと思い晴香は温かい気持ちになった。

　田所がビールをごくごくと飲んでから、晴香に向かってため息をついた。

「それにしてもびっくりしたよ～。初めに報告を受けた時、普段真面目な北見さんじゃなきゃ絶対に信じられなかったよ」

　晴香はうつむいて「すみません……」と、呟いた。

　その時。

「お連れさまがいらっしゃいました」と店員から部屋の中の一同に声がかかる。

　それと同時に現れた背の高い人物に、晴香はギョッと目を剥いた。

「遅れて申し訳ない。なかなか山里が帰らせてくれなくて」

　孝也だった。

　メンバーからは歓声があがり、さっそく晴香の隣に席が設けられる。そこへ平然として座る姿に、晴香は唖然とした。

「どどどどうして？」

「どうしてって、招待されたんだよ経理部の皆さんに」

　そう言って孝也がにっこりとして見回すと、女性社員からは歓声があがり男性社員からは拍手が起こった。

　どうやら晴香以外は皆知っていたようだ。でなければ、突然の社長の登場にこんなに平然としていられるわけがない。

　幹事が嬉しそうに種明かしをした。

「ダメもとで秘書室を通して声をかけさせてもらったんだよ。社長にこんな場所はどうかなって思ったけど、せっかくのお祝いだし」

　大成功とでもいうような幹事の社員に「誘ってくれてありがとう」と返す孝也。

　晴香は孝也のシャツの袖を引っ張った。

「どうして、言ってくれなかったの」

「言ったら晴香嫌がるかなって思ったんだ。それにギリギリまで来られるかどうかわからなかったし」

　そう言って孝也はニヤリと笑う。

「びっくりしたじゃない」

　晴香は頬を膨らませた。

　ところが周りからどっと笑いが起こり、晴香はようやく皆の前で夫婦の会話をしてしまっていることに気が付いて、慌てて口を噤んだ。

　田所がはははと笑った。

「いや、ふたりが夫婦なんてなんとなくイメージできなかったんですが、こうしてみるとあたりまえの仲のいい夫婦ですな。なんでも幼なじみって話だけど……」

　その言葉に孝也が頷いた。

「ずっと好きだったんだ」

「ちょっ！　孝也！　変なこと言わないで」

　晴香は真っ赤になって声をあげた。

　周りがおお！と色めき立った。

「変なことってなんだ。本当の話だろう」

「だからって……！」

　田所がまたはははと声をあげて笑った。

「北見さんが、こんな風に話せるなんて、よっぽどふたりはいい関係なんだね」

「……え？」

　少し意外な田所の言葉に、晴香は耳を傾けた。

「君のことは、入社の時から知っている。真面目でとても責任感が強い。他部門からの少し無理な要求や、理不尽なクレームにも、嫌な顔ひとつせず対応してくれているね。もちろんそれはとてもありがたいんだが、君自身がつらくないのかと少し心配もしていたんだ。社長と結婚すると聞いた時は一瞬大丈夫だろうかと思ったくらいなんだよ。どういう経緯で結婚することになったのかは知らないけど、上司との結婚で君が我慢し続けるようなことにならなければいいけどってね」

　田所は孝也と晴香を見比べてにっこりとした。

「もちろんすぐに幼なじみだって知ったから安心したんだけど。それにしても君がこんな風にぷんぷん怒れるなんて、社長は北見さんにとって本当の自分を出せる相手なんだね。いい結婚をしたね。おめでとう」

「課長……」

　晴香は呟いて涙ぐんだ。ただ真面目に、あたりまえに仕事をしていただけなのに、そんなにも思ってくれていたなんて。

　気が付けば田所の周りで他のメンバーも頷いている。

　孝也が一同を見回して静かに口を開いた。

「晴香が私と結婚したことで皆には窮屈な思いをさせてしまって、申し訳ない。こうなった以上秘書室にでも異動させる方がいいという意見もあるんだが、できれば私はそれはしたくないんだ。彼女は本当に今の仕事が、経理部が好きみたいだから。どうか彼女をよろしくお願いします」

　そう言って頭を下げる孝也に皆は一瞬唖然とする。社長である彼がこんな風に皆にお願いするなどありえないのだから。

　晴香はその姿を見て、彼は今日、このためにここへ来たのだと思った。

　彼との結婚によって働きにくくならないかと心配をした晴香に、そうはさせないと約束をした、その約束を果たしにきてくれたのだろう。

「言われなくても！」

　長島が胸を張った。

「北見さんにいなくなられたら困るのは私ですから！　秘書室に呼んだりしたら許しませんよ。ねぇ北見さん。それに秘書室の山里さんってすっごく怖そうだし」

「主任ったら……！」

　戯ける彼女に笑いながら晴香は胸が熱くなって、ついに目から涙が溢れた。

　温かい人たちに囲まれて、自分は本当に幸せ者だと思う。

　ほんの少し前までは、真面目でつまらない人間は恋も結婚もする資格はないなんて、自分を卑下していたというのに。

「課長、主任、皆さんありがとうございます」

　晴香がそう言って頭を下げると、自然と拍手が起る。テーブルの下で孝也が晴香の手をギュッと握った。




「あんなに全部しゃべるなんて……信じられない」

　ぶつぶつと独り言を言いながら、夜の街を晴香は進む。

「ほら晴香、ちゃんと前を見ないと危ないよ」

　隣で孝也が苦笑した。

　ビルの間から見える都会の夜空に明るい月が輝いている。まだ人通りのある大通りを晴香は孝也と手を繋いで歩いていた。

　頬をくすぐる冷たい風が火照った肌に心地いい。もう冬の匂いがした。

「ぷんぷん怒る晴香はかわいいな」

　孝也の言葉に、晴香は足を止めて振り向いた。

「べつに怒ってないもん。でも孝也全部しゃべっちゃうんだもの。私恥ずかしくて明日からどんな顔して会社に行けばいいのか……」

　お祝いの会では、孝也は皆に聞かれるままにふたりのことを話した。

　幼なじみだったこと、学生の頃から孝也の方はどうやら好きだったみたいだけど、自分でも気が付かなかったこと。

　社長になってから気が付いたけれど、晴香にその気がないのはわかっていたから、怖がられないように慎重に話を進めたこと。

　さすがに契約結婚だったというところまでは言わなかったけれど、付き合うと同時に結婚したなんて言ったものだから、女性陣からは黄色い悲鳴があがっていた。

　あのエントランスでの件には、ケンカをしてしまい、いてもたってもいられなくなり晴香を連れ去ったというあながち間違いでもない理由をつけたものだから、皆驚き、感嘆の声をあげていた。

　社会的地位もあり、見た目も実力も申し分ない孝也ならどんな女性も選り取り見取りのはずなのに、ずっとそばにいた晴香を相当なりふり構わず追いかけたという姿に、男性社員はどこか親しみを覚えたようだ。

　だとしても、晴香にとっては明日からの生活がちょっと思いやられるというのが本音だった。口が固いので有名な経理部だとはいえ、今回ばかりは期待できないだろう。

　週明けにはこの話は社内の皆が知るところとなるだろう。

「あれだけ俺が晴香に夢中だと話しておけば、もう社内で晴香にちょっかいをかける奴はいなくなるだろう」

　そう言って満足そうに孝也は笑う。

　そんな彼に、今日は自分のために来てくれたんだと思ったけれど、もしかしたらそれは間違いだったのかも、と晴香は心の中でため息をついた。

　晴香と手を繋ぎ、孝也はまた歩き出す。

　ちょっとしゃくだなという気持ちはあるものの、こんな風になんでも言い合える時間が愛おしいと晴香は思った。

　彼に聞きたいこと、言いたいことをなにもかも呑み込んで苦しかった日々が嘘のようだ。

『いい結婚をしたね』と言ってくれた田所の言葉が頭に浮かんだ。

「ああやって初めになにもかも話しておけば、皆満足してもう聞かれなくなるよ。俺が晴香ひとりに右往左往する情けない男だってこともバレたから、晴香が嫌な思いをしなくて済むんじゃないか。できればこれを機に二課の社員が少しおとなしくなってくれればいいんだが」

　機嫌よく言ってはははと笑う孝也に晴香は少し呆れてしまう。

　今夜、社員の前で堂々とのろけてみせた孝也に、頼りになる社長のイメージが崩れてしまったらどうしようと晴香は密かに心配したというのに、今こうしてお腹を抱えて笑っている彼を見る限り、痛くも痒くもないのだろう。

　いやそれどころか、わざとこうなるように仕向けたのかも……。

　やっぱり彼は一筋縄ではいかないと晴香は思う。

　晴香が長い間信じてきた穏やかで優しくてカッコいい王子様のような彼の顔以外にも、きっとたくさんの顔があるのだろう。

　これからも事あるごとに驚かされるのかも……。

　それでもそれをちっとも不安に思わないのは、晴香が彼を誰よりも愛し、信頼しているからだろう。

　いつもいつも彼は晴香を大切にしてくれた。ずっと晴香を見守り、導いてくれた。

　そう、それはきっとこれからも。

　晴香の視線の先で、夜空に浮かぶ明るい月を背に孝也がふわりと笑った。

「晴香、帰ろう」










エピローグ　幸せな空




「寒くないか？」

　耳に孝也が囁きかけるのを心地よく感じながら、晴香はこくんと頷いた。

　十二月に入ったこの季節の屋上はもう風が冷たくて、寒い。でも後ろから孝也の腕の中にコートで包み込むように抱きしめられている今は、ただ頬を撫でる風が心地よかった。

「ここで過ごすのもそろそろ限界の季節だな」

　孝也が小さくため息をついた。

　結婚を発表した後、昼休みを屋上で過ごすというふたりの習慣は復活した。

　あいかわらず孝也の帰りは遅い日が多かった。朝も早く出て行くことは珍しくないから、夫婦の時間はたっぷり取れているとはいえない生活だ。

　それでももうふたりの間には以前のような距離はないと晴香は思う。今こうやって抱きしめられているみたいに、心もぴたりとくっついているのだ。

　この屋上の時間は忙しい彼と過ごせる貴重な時間。晴香がここへ来るようになってから設置された簡易ベンチでふたりお昼ご飯を食べることもあった。

　山里が晴香にこっそりおしえてくれた話によると、孝也は夏はここへ来ないけれど、寒さにはそれほど弱くないようで、去年の冬は雪でも降っていない限り、平気でここへ来ていたという。だから、今彼が、こんな風に言うのは晴香の身体のことを思ってなのだろうと思い晴香はゆっくりと首を振った。

「まだ大丈夫だよ。ほらちゃんとあったかくしてれば」

　そう言って持ってきた膝掛けを指差せば、晴香を包む孝也の腕に力が入る。

　晴香の首すじに顔を埋めた孝也が、「そうだな」とくぐもった声を出した。

　ここで彼と会ううちに、この時間がどれほど孝也にとって大切な時間なのかを晴香は知った。

　常に重圧を背負い続ける彼には、ここでなにも考えずに過ごす時間が、必要不可欠なのだろう。海外を飛び回っていた時期も、同じような場所を見つけてひとりで過ごしていたのだという。

　その大切な時間を一緒に過ごせるのが、晴香はなにより嬉しかった。でもやっぱりひとりで過ごすことも必要なのでは？と思い晴香は口を開いた。

「ねぇ、孝也」

「ん？」

「ここで孝也の顔を見られるのは私は嬉しいんだけど、やっぱりひとりの方がいいって日もあるだろうから、そんな時は遠慮しないでね」

　晴香の言葉に、孝也が少し考えるように首を傾げてから口を開いた。

「そうさせてもらうよ、と言いたいところだけどなぜかいまいちそういう気分になれないんだよな。今はむしろ晴香が来られない日はもう今日はいいかって思って来ないくらいなんだ」

「そうなの？」

　てっきり晴香が来られない日はひとりで来ているのだと思っていた。

　晴香は、少し意外な孝也の言葉に耳を傾ける。

「あぁ、それで俺も不思議に思って考えてみたんだよ。どうしてだろうって」

　孝也は寒くないように自らのコートで晴香を包み直してから、また口を開いた。

「多分俺はひとりになりたかったんじゃなくて、この空を見に来ていたんだってことに気が付いたんだ」

「……空を？」

　晴香は呟いて、ふたりの上に広がる青い空を見上げた。少し冷たい空気に澄み渡った雲ひとつない空を。

「そう。役員会議がうまくいかなかったりしてちょっと行き詰まった時なんか特に、窓の外を見て早くここへ来たいって思ったな」

　そう言って孝也はふっと笑う。そして少し懐かしむようにため息をついた。

「こうやって晴れた空を眺めながら季節の香りを感じていると、自然とまた力が湧いてくるんだよ。俺はきっとこの空に、晴香を重ねていたんだと思う」

　孝也の言葉に、晴香は驚いて振り返り、間近にある優しい孝也の眼差しに向かって問いかける。

「孝也……本当に？」

　孝也が力強く頷いた。

「あぁ、本当に。晴香は俺の希望そのものだったんだ。久我グループの後継者だなんだとやたら持ち上げる輩に囲まれて育った俺を、特別扱いしないで自然体で接してくれるおばさんや健太郎、それから晴香は俺にとっていつも心の中でふるさとのような存在だった。だから海外を飛び回っている頃も折に触れて思い出していたんだが、……今から考えてみたら、途中からは晴香のことばかりだったな」

　そう言う彼の少し照れたような笑顔を、晴香は心から愛おしいと思う。

　ずっと晴香が好きだったという彼の話を信じていないわけではなかったけれど、どこかで実感はできていなかった。でも今、本当にそうだったのだと確信できた。

「孝也」

　晴香は孝也に抱きついて、大きな背中に腕を回した。

　そうして大好きな香りに包まれていると、あっというまに晴香の心は孝也への愛だけでいっぱいになってゆく。その愛が怖がりな自分を少しだけ強くするのだ。

「こうやって会えるようになった今は、もう晴香なしじゃいられない」

　髪に触れた孝也の唇に、甘く囁かれて顔を上げれば、そこにあるのはいつも晴香を見守り導いてくれた優しい眼差し。そして、それだけではない熱いもの。

　かけがえのないその存在をこれからは自分も支えてゆこうと晴香は思う。

「私は、ずっとここにいるからね」

　ささやかな決意を言葉にすれば、そこへ孝也の唇が下りてきた。

　そしてまたぴたりと身を寄せて、どこまでも続く幸せな未来を確信する。

　そんなふたりを、青い空が見下ろしていた。
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特別書き下ろし番外編










幸せな新婚旅行




　少し傾いた太陽が、水平線にキラキラと光を反射させている。

　水上に浮かぶコテージの海に突き出たウッドテラスで、晴香はほぅと息を吐いた。

「綺麗……」

　そう呟くと幸せな気持ちで、トロピカルジュースをひと口飲んだ。

　晴香は今、南の島ニューカレドニアで、孝也との新婚旅行の真っ最中である。青い海と青い空、それから美味しいシーフードが楽しめる天国に一番近い島だ。

　まだふたりの気持ちが通じ合っていなかった頃に行った、あのプレ新婚旅行のやり直しである。

　常に多忙を極める孝也に長い休暇を取ってもらうのは申し訳なくて、近場でいいと晴香は主張したのだが、あの旅行では晴香につらい思いをさせたことを孝也は随分と気にしていて、どうしてもと押し切られた。

　でも来てみれば、そこにはなににも邪魔されないふたりだけの時間が流れていて、本当に穏やかで幸せな気持ちで過ごせている。

　少々無理をしてでも来てよかったと晴香は思った。

　ウッドテラスの下は色とりどりの魚たちが舞うラグーンが広がっていて、宿泊客がいつでも泳げるように直接海へと続く階段がある。

　実際、孝也は暇さえあれば海に入っていて、今も晴香の目の前をぷかぷかと漂っていた。

　そういえば、と晴香は思う。

　彼は学生時代はずっと水泳部で、インターハイにまで出場したのだった。

　きっとそこに水があれば、泳がずにはいられないタチなのだろう。

　だとしてもいくらなんでも泳ぎすぎ、という気もする。前世は魚だったのかな？　そんな想像までして、晴香はくすくすと笑い出した。

　その時。

「なに笑ってるんだ」

　晴香の様子に気が付いた孝也が、すいすいとこちらへやってくる。

「なんでもない」と晴香は首を振るけれど、彼は階段に腰かけて不思議そうにこちらを見ている。

「気持ちよさそうだなぁって思って。孝也、本当に泳ぐの好きだよね」

　孝也は頷いて晴香を見た。

「晴香も入らないか？　ちゃんと抱いててあげるから」

　もう何度目かのこの誘いに、晴香はゆっくりと首を振った。

「私はいいよ。見てるだけで十分気持ちいい」

　そう、晴香にとってはこの美しい海は眺めるためのものであり、けして泳ぐためのものではない。プールと違ってラグーンは囲いもないし、底も……深いのだから。

　孝也が髪をかき上げて呆れたような声を出した。

「またそんなこと言って……。まだ一回も入ってないじゃないか。気持ちいいのに」

　そして腕を組んで晴香を睨む。晴香は慌てて言い訳のような言葉を口にした。

「ホテルのプールには入ったじゃない、あれで十分」

「出た晴香の〝十分〟！」

　孝也はぷっと吹き出して、くっくっと笑い出す。

　晴香は憮然として彼を見た。

「本当に十分なんだもん」

　孝也は声をあげてはははと笑う。そしてちょっと意味深な視線を晴香に送った。

「まぁ、無理にとは言わないけど。まだまだ時間はあるからな」

　まるで帰るまでには一緒に入るぞ、とでも言わんばかりの孝也の口ぶりに、晴香は少し顔をしかめる。プレ新婚旅行でのプールサイドのちょっと強引な彼を思い出して。

　そんな晴香の気持ちをよそに、孝也の方は視線を景色に移し、キラキラとクリスタルのように光を放つ海を愛おしげに眺めている。もしあの中に入って泳げるならば、こうやって眺めるだけとは違った美しさが見られるのだろうと晴香は思った。

　彼はその景色をただ晴香と共有したいだけなのだ。

　そんな風に考えたらちょっと申し訳ないような気持ちになって、その綺麗な横顔を見つめながら晴香はぽつりと呟いた。

「怖がりって、いつになったら直るのかな」

　孝也が少し驚いたように晴香を見た。

「どうした？　無理に誘ったのが嫌だったのか」

「そうじゃなくて」

　晴香は首を横に振って立ち上がり、孝也の方へ歩み寄る。そして階段に座る孝也の隣に腰を下ろした。

「私たち夫婦になったんだもん。私だって孝也と一緒にいろんな体験をしたい。孝也と同じ景色を見たいって思うのよ。でもやっぱり怖いって気持ちが一番先に出てきちゃうの」

　結婚は無理かもしれないと思っていた少し前ならそれでも全然構わなかった。ひとりなら無理に怖いことはしなくてもいい。

　でも今は自分のこの性格を少しもどかしく感じている。夫婦として孝也の隣に立つならば直さなくてはいけないのかもしれないとすら考えている。

　孝也が晴香を見つめながら、瞬きを二回三回。そして優しく微笑んで、ウッドテラスについた晴香の手に、自らの手を重ねた。

「ヘリ遊覧はできたじゃないか。あれも本当は怖かっただろう？」

　数日前ふたりは島周辺のラグーンをヘリコプターで遊覧するというツアーに参加した。ニューカレドニアの珊瑚礁を余すことなく堪能できるダイビングなどと比べると比較的手軽なツアーだが、晴香にとっては大挑戦だった。

　ツアーデスクのスタッフに何度も何度も丁寧に説明をしてもらって、ようやく参加を決意できた。

「あれは……、孝也がずっと手を握ってくれていたでしょう？　だから大丈夫だったのよ。それにヴォーのハートも見たかったし」

　島周辺のマングローブの森には上から見るとハートに見える場所があって、ヴォーのハートと呼ばれている。新婚旅行のカップルに大人気の場所なのだという。晴香はどうしてもその景色が見たかった。新婚旅行の記念に、目に焼きつけておきたかったのだ。

　本当はすごくすごく怖かったけれど、ずっと孝也が隣にいて手を握っていてくれたから、途中からはニューカレドニアの空からの絶景を楽しむ余裕ができたのだ。

「頑張ったじゃないか」

　孝也が目を細めて晴香を見た。

「それに晴香、怖がりなのはなにも悪いことではないんだよ」

「……え？」

　少し意外な孝也の言葉に、晴香は首を傾げて彼を見つめる。生まれつき少し茶色い孝也の髪が陽に照らされて透けているのを綺麗だと思いながら。

「臆病、怖がり、でもそれは言い換えれば慎重だともいえるだろう？　その性格が今の経理の仕事では役に立っているんじゃないか？」

　晴香はゆっくりと瞬きを繰り返しながら、孝也の話に耳を傾けた。

「学生の頃、勉強をおしえていた時も思っていたんだけど、晴香はたとえできたと思っても、必ず最後まで丁寧に見直しをするだろう？　与えられた時間を目いっぱい使って、万が一にもミスがないように。海外から日本に帰ってきて、経理部で晴香の仕事が正確だって評判を聞いた時は密かに誇らしかったよ。晴香のそういうところは俺が誰より知ってるってね」

　晴香は頬を染めてうつむいた。

　学校でも会社でもいつも目立たない存在だったから、褒められるという状況にはあまり慣れていない。それにずっとずっと短所だと思っていたところが役に立っているなんて思いもしない話だった。

　それでも、自分のコンプレックスをそんな風に言ってもらえるのは、素直に嬉しかった。

「それに晴香はたとえ怖くても慎重にゆっくりだけど、必ず一歩踏み出すんだ。ひとり暮らしをしようと決めたことも、交流会へ行ったことも。怖がってばかりでなにもしないというわけじゃない」

「そんなの！」

　晴香は声をあげて首を振った。

「他の人なら普通だよ。全然すごくない」

　皆がなにげなくできることが晴香には怖く感じるだけなのだ。晴香の頑張ったは皆にとっては普通。でもその考えを孝也は即座に否定した。

「他の人はどうでもいい」

　温かくて力強い言葉で。

「人と比べる必要はない。晴香は晴香なんだから。自分の歩幅で歩き続ければ、それでいいんだ。俺はずっとそばにいるから。今までも、これからも」

　重ねた手にギュッと力が込められる。晴香の胸が熱くなった。

　こんな宝物のような言葉をくれる彼が隣にいるのなら、自分はゆっくりと歩み続けられるだろう。彼と夫婦になれたことは、晴香の人生において奇跡にも等しい幸運だ。

　大切にしなければと強く思う。

「少し怖い時は手を握っててくれる？」

　ヘリコプター遊覧の時のように。

　そうすればひとりでやるよりはほんの少し、背伸びできるような気がするのだ。

　孝也が力強く頷いた。

「いつでも」

　その綺麗な瞳を見つめながら、晴香はキュッと口をつぼめる。そして少し考えてから、ゆっくりとパーカーを脱いだ。この旅行のために買ったかわいい柄のパーカーの下はいつでも泳げるようにと念のため……本当に念のためなのだが、水着を着ている。

　孝也がそれに気が付いて、ザブンと先に海へ入る。そして晴香に手を差し出した。

「おいで」

　晴香はその手を取ってゆっくりと水に入ってゆく。孝也が晴香の腰に手を回して抱き込むように支えた。

「あれ？……立てる！」

　足の裏に感じるごつごつした岩の感触に、晴香が思わず声をあげると、孝也がにっこり微笑んだ。

「潮の満ち引きがあるからね。この時間はギリギリだけど」

　たとえ怖いと思っても勇気を出して踏み出せば、その先には必ず新しい世界が広がっていると、晴香は孝也と結婚してから知った。こんな風にして、少しずつ進んでゆける未来が自分の目の前に広がっているのだと思うと、少しだけ強くなれるような気がする。

　太陽は随分と傾いて、ふたりを包む海をオレンジ色に染めている。その中を孝也が晴香をしっかりと抱いたまま、ゆっくりと漂い始める。

　たくさんの熱帯魚と共に、まるでダンスをするように。

　ちゃぷんちゃぷんという水の音以外はなにも聞こえないふたりだけの世界。

「あ、魚が……」

　囁くように晴香は言う。大きな声を出してしまったら、この世界が壊れてしまうような気がした。

　黄色と青色の小さな熱帯魚の群れがふたりの周りをぐるぐるとまわり始める。

　孝也が晴香に囁き返した。

「シュノーケリング用のゴーグルを持ってくればよかった。あれを水面にあてて覗くだけでも潜ったみたいに海の中が綺麗に見えるよ」

「本当？　やってみたかったな」

　上から見ているだけでも十分美しいと思うのに、もっと綺麗だなんて信じられないと晴香は思う。顔を水につけるのにはちょっと抵抗があるけれど、やってみたいと素直に思った。

「たしか、フロントで貸し出しがあったはずだ。明日借りてこよう」

　嬉しそうに言う孝也に、晴香は思わず吹き出してくすくすと笑い出してしまう。もうさんざん海には入ったはずなのに、明日も思う存分泳ぐのだろうなんて想像して。

「なに？」

　尋ねる彼に、晴香はまだ笑いから抜け出せないままに、素直な気持ちを口にした。

「この旅行、お兄ちゃんも来られたらよかったのにね」

　でもその言葉は、彼にとっては意外だったようだ。

「え？　健太郎？」

　少し驚いたように声をあげて、足を止めた。

　晴香はゆっくり頷いた。

「だって、こんなにリラックスしてる孝也久しぶりに見るんだもの。会社で見るのとは別人みたい。好きなことを好きなだけして……。昔はよく家や公園でお兄ちゃんとバカばっかりしてたでしょ。あの頃みたいだなって思ったら、せっかくだったらここにお兄ちゃんもいたらもっと楽しかったのかもって思ったのよ。お兄ちゃんだったら一緒にダイビングだってできるでしょ？　お酒にだって私よりは強いし」

　そう言って、晴香は日焼けした孝也の鼻を突いた。

「なんだ、そういうことか」

　孝也が少し照れたように笑った。

「ちょっと気が緩みすぎてたかな」

「ううん、それでいいの。私それが嬉しいのよ。孝也は東京ではいつも気を張ってなきゃいけないでしょ。だからここでは思い切りリラックスしてほしい」

　大好きな海に好きなだけ入って、なににも縛られることのない笑顔を見せる孝也を見ていたら、親友である兄もここにいて昔のように大笑いしたいのではないかと思ったのだ。

「確かに」

　孝也が笑う。

「あいつがいたらおもしろい旅になったかもしれない」

　ふたりは卒業旅行も一緒に行ったのだった。

「絶対そうだよ！」

　晴香はなんだか嬉しくなって声をあげた。

「美紀さんもいい人だから、皆で来られたら、きっと」

　孝也が眩しそうに目を細める。そして晴香の額にチュッと軽いキスを落として、微笑んだ。

「俺、小さい頃から久我の家では常に跡継ぎだという目で見られてた。父親は厳しかったし絶対に失敗は許されない人生だったんだ。それに反発した時期もあったけど、なんとかここまでやってこられたのは晴香や健太郎、それからおばさんがいてくれたからだと思う。本当の家族だったらいいのにって、何度願ったことか……」

　そう言って、少し濡れた晴香の前髪を優しくかき上げた。

「もちろん、だから晴香と結婚したってわけじゃないが、その願いを叶えてもらったのは確かだ。ありがとう、晴香。君も君の家族も俺は生涯かけて大切にするよ」

　晴香の目の奥に熱いものが込み上げる。

　家族になる前も晴香たちは孝也を家族のように大切に思っていた。本当の家族になれて嬉しかったのは、彼だけじゃない。

「今度はきっと、みんなで来よう。そう遠くない未来に」

　晴香の頬を伝う熱い雫を人差し指で受け止めて孝也が言う。晴香はこくんと頷いた。

「うん、ありがとう孝也」

　そして少し考えてから口を開いた。

「その時は孝也のお母様も、だね」

　その晴香の言葉に孝也は不意を突かれたように一瞬止まり、そしてため息をついて呟いた。

「あの人は、呼んでなくても来そうだな……」

　その様子に晴香は思わず吹き出して、そのままくすくすと笑ってしまう。

　確かに孝也の母なら、スペインから直接やってきてサプライズで登場しても全然おかしくはない。

　彼の母は、かつて彼が予想した通り晴香と孝也の結婚を手放しで喜んでくれた。

　結婚式にはスペインから駆けつけて、ふたりを大いに祝福してくれたのだ。

『晴香ちゃん、綺麗になったわね！　おばさんびっくりしちゃった！　でも本当に孝也でいいの？　この子今はこんなにカッコつけて社長なんてやってるけど、実は小さい時……』

『ちょっと待って母さん、晴香になにを言うつもりだ？』

　どちらかというと父親に似たのであろう彼と、破天荒な母親とのやり取りはいつ聞いても愉快だった。披露宴ではフラメンコを披露したいと言う母親を必死で止めていた姿には、会社でみせるカリスマ社長の片鱗はなく、ただ母に振り回される息子の姿だった。

　自らの環境に反発した時期がありながらも〝なんとかやってこられた〟というならば、母親の影響も大きいだろうと晴香は思う。

「母さんは、結婚式に顔を見たから、……俺はもうしばらくはいいよ」

　情けなく言う孝也に、晴香はとうとう声をあげて笑い出してしまう。

「私は観たかったのに！　お母様のフラメンコ！」

　フラメンコは結局実現しなかった。

　晴香の気持ちはさて置き、取引先も呼んでの披露宴で、新郎の母がフラメンコを披露するなど前代未聞だからだ。

　でも彼女が率先して晴香の親族席をビール瓶片手にまわってくれたおかげで、家柄の違いに萎縮してかちんこちんに固まっていた晴香の家族の緊張がほぐれたのだ。

　最後には晴香の母と抱き合って泣いていた。晴香はそれを心からありがたいと思う。

　本当はもっとゆっくり話をしたかったのだけれど、結婚式が終わると早々にスペインへ戻ってしまったから、晴香は少々もの足りない思いをした。

「孝也、お母様の前だとちょっと子供っぽくなるよね。私もっとお母様とお話ししたかったな。孝也が小さい頃どんなだったのかも聞きたいし……。ふふふ」

　晴香の前ではいつも大人で余裕たっぷりの孝也が、慌てたり言い負かされたりしているのを見るのは新鮮だった。

　ぽんぽんと遠慮なくものを言い合う様子を見ていると、このふたりの家族になれてよかったと温かい気持ちになる。

　孝也が、仕方がないとでもいうようにため息をついてから口を開いた。

「まぁ晴香が呼びたいっていうなら呼んだらいいよ。……どうしてもっていうなら」

「ふふふ、私は来ていただきたいわ」

　晴香の言葉に孝也はしぶしぶ頷いて、またゆっくりと海の中を漂い始めた。

　晴香は孝也の腕に身を任せてしばしの間目を閉じる。本当に、これ以上ないくらい幸せだった。

　この瞬間をいつまでもいつまでも覚えていようと晴香は思う。そうすれば、これからどんな困難がふたりに降りかかったとしても必ず乗り越えてゆけるだろう。

　晴香の耳に孝也が唇を寄せて囁いた。

「それにしても俺の晴香はとんでもないな」

「……なにが？」

　まだどこかうっとりしたまま、晴香が瞼を開くと、憮然としたような孝也の視線と目が合った。

「家族を大切にしたい晴香の気持ちはわかった。だとしてもやっぱり俺、健太郎つきの新婚旅行なんて、絶対にごめんだ。さっきはいったいなにを言い出したのかと思ったよ」

　そう言って顔をしかめる孝也に、晴香は小さく首を傾げる。

「そう？　でも孝也がこんなに長いお休みを取れるなんてそうそうないだろうし。お兄ちゃんと旅行なんて、卒業旅行以来でしょ？」

「いやそうだけど、晴香……これ、新婚旅行だぞ？」

　孝也は晴香をじろりと睨む。

　晴香はこくんと頷いた。

「そうだよ。一生に一度、思いっきりリラックスする旅でしょう？　だから……」

「そうじゃない」

　孝也は首を横に振って、やや大袈裟にため息をつく。そして晴香の耳に唇を寄せて、絶対に誰にも聞かれてはならないような、よからぬ言葉を囁いた。

「晴香、新婚旅行っていうのはだな…………だ」

「な！　た、たかや！　なに言ってるのよ！」

　晴香は真っ赤になって声をあげて、日に焼けた彼の肩をポカポカと叩く。

「変なこと言わないで!!」

「いて！　ははは、べつに変なことじゃない。本当のことだ」

　痛いなどと言いながら、べつに大して痛そうでもなく孝也は笑う。

　晴香は頬を膨らませて彼を睨んだ。

「変態！」

　本当はこんな孝也は放っておいて、ひとりでコテージに戻りたいくらいだった。でもいかんせんここはラグーンの中。しかもさっきよりも潮が満ちてきているから、晴香は彼に支えてもらわなくては浮いていることすらままならない。睨むくらいが精一杯だった。

「男は皆だいたいこんなもんだ」

　平然として孝也は言う。

「そうかもしれないけど……」

　晴香は呟いた。

　晴香だってべつに世間知らずでも箱入り娘でもないのだから、それくらいはわかっている。

「でも孝也は違うって思ってたのに。大人だし、紳士だし……だから私、結婚しても大丈夫って思ったのよ」

　孝也となら平穏で安心安全な結婚生活が送れるだろう、そう思って。

　晴香の言葉に孝也はがくっと肩を落として、またはぁと深いため息をついた。

「その感覚がおかしいんだなー、晴香は」

　でもすぐに気を取り直したように晴香を見て、どこか彼らしくない不敵な笑みを浮かべた。

「俺が紳士じゃないのは、もう晴香だって知ってるだろう？」

　その意味ありげな彼の言葉に晴香はまた真っ赤になって、今度はなにも言い返せずに黙り込む。

　そんな晴香をよそに、にっこりと微笑んでから、孝也がコテージに向かって動き出した。そのスピードが、さっきよりも随分と速いような気がするのは、気のせいだろうか。

「!?　た、孝也？」

　少し戸惑い晴香は尋ねる。

　孝也が低い声で囁いた。

「ほらもう陽が沈む。部屋へ戻って新婚旅行らしいことをしよう」

「え!?　孝也！　ちょっ！　ちょっと、待って！」

　ちゃぷんちゃぷんと水の音だけが聞こえる静かなラグーンに、晴香の慌てふためく声が響く。

　コテージへとすいすい進むふたりの影をひらひらと舞う熱帯魚たちが見送っていた。
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　窓から差し込む朝日を眩しく感じて、孝也はゆっくり目を開いた。

　瞬きをくり返すうちに、次第にはっきりする視界。視線の先にはどこまでも続く青い海と空が広がっている。

　隣には、くうくうとかわいい寝息を立てて眠る晴香。広いベッドの上で、孝也にピタリとくっついて丸まるように眠っている。

　孝也は思わず笑みを浮かべて、彼女の髪をサラリと撫でた。

　今この時がなにより幸せだと孝也は思う。最愛の人の隣で、自然と目を覚ますことのできる瞬間が。

　閉じたままの瞼に口づけると、黒い長いまつ毛が孝也の唇をくすぐった。

「うーん」

　かわいく唸って彼女は眉間にシワを寄せる。

　孝也はくすりと笑った。

　晴香がこのくらいでは起きないのはわかっている。

　彼女はとにかく朝起きるのが苦手なのだ。

　性格は真面目で優しいから、叱られることなどあまりないように思えるが、朝は起きられずによく叱られていると健太郎が言っていた。

　実際、休日の午前中に北見家に遊びに行くと、大抵彼女はまだ寝ていて、昼頃に起きてきていた。

　目を擦りながら、『孝也、おはよう』などと言って。

『晴香は本当に寝るのが好きなんだな』と声をかけたら、『ううん、私寝るのは嫌いよ。だって起きなきゃいけないでしょう？』と言われて唖然としたのは、彼女がいくつくらいの頃だったか。

　今思い出しても名言だ、と思い孝也は肩を揺らしてくっくっと笑った。

　この旅行での時間を孝也自身は今までないくらいに、リラックスして過ごしている。好きなだけ泳ぎ、好きなだけ晴香に触れて。

　だから晴香にも同じように好きに過ごしてほしいと思い、朝は彼女が自分で起きるまで起こさないようにしていた。そうでなくても、夜は少し、いつもより夜更かしをさせてしまうのだから。

　そう、昨夜も。

　孝也は晴香の真っ白な肌を右手でゆっくりと辿ってゆく。

　柔らかいもちもちとした頬、桜色の唇、それからベルベットのような感触の眉。こめかみに鼻を寄せると、花のような香りがした。

　晴香の香りだ。

　そう思った瞬間、孝也はこのまま彼女を食べてしまいたいような、甘い衝動に襲われる。

　結婚をして、彼女に触れるようになってから知ったこの香りはいつも孝也をおかしくさせる。

　でも今は、その衝動に身を任せるべきではないだろう。孝也は目を閉じて小さく息を吐き、なんとかそれをやり過ごした。

　彼女にとっての至福の時間を邪魔したくない。

　孝也に好き放題触れられても、あいかわらず晴香は呑気に眠りこけている。

　幸せな夢を見ているかのように、わずかに口元を綻ばせて。

「晴香、愛しているよ」

　かわいい耳に、孝也は囁く。

　昨晩も飽きるほど口にしたその言葉を。

「愛している」

　今こうして隣にいることが、奇跡だと思うほどに、愛おしくて大切な、世界でたったひとりの女ひ性と。

　その甘やかな存在を腕に抱いて、孝也はいつまでもいつまでも、その寝顔を眺めていた。
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　このたびは『契約夫婦の蜜夜事情～エリート社長はかりそめ妻を溺愛したくて堪らない～』をお手に取っていただきまして誠にありがとうございます。楽しんでいただけましたでしょうか。

　この話は、〝お互いに恋愛感情はないけれど都合がいいから結婚しましょう〟と言って結婚した男女が、本当の夫婦になっていくまでのあれこれを書いた作品です。

　もちろんこの話はフィクションですが、実は私の昔の知り合いにこのような結婚をしたカップルがいます。「もういい歳だし、恋愛感情はないけれどずっと友達でお互いに信頼してるから結婚しよう」という感じで。

　当時はびっくりしましたが、よく考えたらなかなかいい案だし、もしかしたらこういう夫婦、案外多いのでは？と思ったりしています。

〝事実は小説よりも奇なり〟という言葉がありますが、私はお話の中に実際に私が見聞きして、うっそー！と思った体験をアレンジして混ぜ込むことがよくあります。今までの作品にも……。

　ですから晴香と孝也のこともまったくありえないふたりではなくて、どこかにいてもおかしくないふたりだなぁと思っていただけると、より一層楽しんでいただけるのではないかと思っております。

　イラストを担当してくださったのは、ささおかえり先生です。この後どうなっちゃうの？と、いろいろ想像を掻き立てられるような素敵なイラストを描いてくださいました。作品が読者の方の手に届くためには、イラストの力が本当に大切です。

　ささ先生、本当にありがとうございました。

　さてこれが私のベリーズ文庫三冊目の作品です。デビューから約一年、まさかこんなにたくさん出させていただけるとは思いませんでした。無我夢中で書き続けた一年でした。この素晴らしい機会をくださったご担当者様、出版社の皆様に心より感謝申し上げます。

　最後になりましたが私の作品を読み応援してくださる読者の皆様に、心より御礼申し上げます。こうして私が作品を世に送り出せるのは、皆様のお力です。

　本当に本当に、ありがとうございました。
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